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第11回 【テーマ食材】

きゆうリ
■ 霧 鷹 蕊蹴 葛程7案に黒 鱚
ました。胡(西域)から伝えられた腱 いうことから「胡測 、

また完熟した実が黄色くなることから「黄瓜」と名付け

られたそうです。そこから東西に伝播し、西方経路で

古代エジプトには紀元前1750年頃に、1世紀にはロー

マ、ギリシャ、南ヨーロッ′ヽこ伝わり、9世紀にはフランス、

ロシアヘ。16世紀以降には栽培も盛んになり、ヨーロッ

パ各地やアメリカヘと入っていきます。東方へは紀元

前2世紀に張春 (ちょうけん)が西域から持ち帰ったと

され中国へ。6世紀頃にはかなリー般化されていたよう

です。日本には9～ 10世紀頃に中国から渡来してきま

した。当初はあまり普及せず栽培され始めたのは17

世紀～18世紀になってからです。しかし、古い書物を

みると、多食すれば害多く益少なし、是れ瓜類の下品也、

味よからず、且つだヽ毒ありといわれ、あまり重要視され

ていなかったようです。一般的に食すようになったのは

ここ最近で、大正、昭和にかけて広く普及しています。

きゅうりは、長短さまま 多くの品種がありますが、華南型、

華北型、ビックル型が日本では栽培されています。きゅ

うりの正常な果肉には白い花粉がついていて、これを

ブルムといいます。水分の蒸発を防ぐため、きゅうり自身

が出す粉です。以前はこのブルムのあることが新鮮な

あかしであったのですが、華南型と華北型の交雑種

の春型雑種、夏型雑種が生み出され、現在では果肉

に光沢があり新鮮そうにみえるのでブルムのないブル

ムレスのきゅうりが主流になっています。ただブルムレス

にすると果皮がかたくなり、漬け物にはむかないようです。

昔、子どものとき|こ食べたきゅうりと違うのはこうした理

由からなのでしよう。きゅうりのほとんどが水分なので、

栄養面でとく|こ目立つものはありませんが、利尿作用

やむくみをとるのに効果があるといわれることからも、夏

にできる陰性な作物であることがわかります。きゅうりを

買うときは、太さが均一で緑色が濃く、イボがしっかりし

ていて張りのあるものを選びましょう。高温性の水分の

多い野菜なので、5℃以上の場所で保存するのがよい

とされています。夏の暑い日に、陰性なきゅうりに、陽性

な味噌や自然塩を添えてバランスを取つて食べる。昔

の人はよく考えているなあと感心します。



【材料 4人前l

きゅうり

クスクス

人参

コーン

トマト

梅酢

自然塩、胡椒

オリーブオイル

トマトピュレ

【作り方】

3～ 4本  1きゆうりを縦に12枚スライスし、塩をふり5分ほどおきます。ロール

80g  状に巻き、きゅうりの器を作ります。
1/2本  2クスクスをボウルに入れ、塩とオリーブオイル少々を入れ、同量の
20g  熱湯を注ぎラップをかけてもどします。
1個  3人参、トマト、(1)の残りのきゅうりをコーンの大きさに合わせて角

大さじ1/2  切りにします。角切りにした人参はボイルし冷まします。
少々 4もどしたクスクスのボウルに人参、きゅうり、コーン、トマトを加え、塩、

大さじ3  胡椒、オリーブオイル、梅酢を入れ、よく合えて味をととのえます。
60cc 5鍋 にトマトピュレと水少量を入れ温めます。ミキサーに入れ、オリー

ブオイル大さじ1と塩を加え撹拌し、トマトソースを作ります。

6皿にトマトソースをしき、(1)のきゅうりの器をおきます。この中に(4)

のクスクスのサラダを詰めて仕上げます。
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と釧田

0%諄
3m

0130
ヒカリ有機トマトピューレー

320g¥346(税込)

*食材提供/Ohsawaオーサワジャパン株式会社 フリーダイヤル0120‐667‐440
*商品のお求めは、リマの通販/リマ東北沢店/巻末の日本C:協会友の店まで
リマの週韻反フリーダイヤル0120‐ 328‐ 515オンラインショップhttp″shopJima,co.ipリ マ東1ヒ沢店 TEL03‐3465…5021
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きゅうり       2イく

みょうが     2本
わかめ
(もどしたもの) 80g

利||いスパゲティー
又は素麺   200g
l′ l llB麻     少々

料理スタッフ 左から
小野寺廣子さん 阿部清美さん 前船江利さん

第11回 【テーマ食材】
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ノli姜みじん切り

90cc

2 5cc

50g

25g

15g

きゅうりとみょうがを利||い T^切 りにします オフか

めはナ趙抜きをして、食べやすい大きさにLl」り、

水夕tをきっておきます.

ミキサーに(A)の材料を入れ撹拌し、こまソー

スをイ4:ります。

スパゲティーをガiでザルにあげ、冷水でよく洗

い水

'tを

き|)ます ボウルに入れ、ごまソースと

ltく 合えて器に1卜り、きゅうり、みょうが、わかめ

を添え、白Jり 1麻をあしらいます.

0549
塩蔵わかめ 480g
Y378(税込 )
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【材料4人前】

きゅうり

豆乳

葛粉

玄米甘酒

粉寒天

自然塩

白梅酢又は

レモンのし|まり汁

【作り方】

2本  1きゆうりをすりおろし、さらしに取って水気をしぼります。きゅうり
400cc  のしぼり,1・に白梅酢を加えソースを作ります。
30g 2鍋に豆乳、粉寒天、葛粉、玄米甘酒、塩を入れ火にかけ、泡立
80g  て器で混ぜながら中火でカロ熱し、寒天を煮とかします。とろみ
6g  がついたら(1)のすりおろしたきゅうりを入れ、ミキサーで撹拌
少  々 し裏ごします。

小さじ1 3器
に流し入れ冷やし、きゅうりのスライスとソースをあしらいます。

オーサワの本葛 (微粉末 )
3779 1 kg ¥3,675(税 込)
03325009¥1,995(税 込)
0334100g ¥472(税 込)

0237
玄米甘酒
250g¥336(税込)

0545
粉末寒天
49× 5袋
¥283(税込)雖

澤

平田優●PROFILE
1961年東京生まれ。1988年フランス料理店「ルクープシュー」で料理長。その後、フランス各地を修行
のために回る。帰国後センチュリーハイアットホテルなど一流レストランを経験する。2002年 久司道夫氏

認定マクロビオティックレストラン「クシカーデン」初代総料理長パトリシオ・ガルシア・デ・パレデス氏よ

リマクロビオティックの基礎を習い、研究を重ねシンプル・モダンをテーマにフランス料理のエスプリを残
したマクロビオティック料理を創作する。2006年 5月よリスバイラリレLLCを設立し、マクロビオティック及
び雑穀の普及に務める。リマ・クッキングスクール講師や各地のホテルなどでマクロビオティックのアド
バイザーや料理顧間を務める。*日本雑穀協会認定雑穀エキスパート。

撮影:梅田明宏 撮影協力:リマ・クッキングスクール 食材イラスト:古川育子



薬を使わず体にやさしい

/

便秘または下痢

疲れがとれない

肥満ぎみ

高血圧が心配

アレルギー体質

口臭 。体臭が気になる

美肌になりたい

一「鐸

0
成分配合
■オーカニックコーヒー豆

■EM― X
■駿河湾海洋深層水
■手し酸菌生成エキス

■蘇生海塩

■オリコ糖
内容 :155g
定価 30缶 8,820円 (税込 )

6缶 1,890円 (税込 ) 7-440
-038

家庭でできるコーヒー洗浄

|ll●
=■
■■ 11.I

:■ 111二■.II

体にや さしいシリコン製 です .

医療用洗浄機器 クラス 1
医療用具許可番号 13B3X00407
意匠登録番号 第1174680
定価 7.140円 (税込 )

カフェコロンはオーガニックコーヒー豆に
腸内環境を整えるすべて天然成分を配合 !

鍾)を量霧薔量御枠‐ξ:
サワジャパン株式会社

ま麒

尚鴨 4
http:′
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〔材料】

基本の酢飯 (玄米1合に対して) *ちょっとアトバイス

少し多めに、すし酢は用意して加えた方が美味しい。

甜菜糖の甘さが気になるようであれば赤梅酢を林

檎ジュースで割ったもの、又は赤梅酢だけでも良い。

純米酢

甜菜糖

大さじ1

/1ヽさじ]

塩           /1ヽ さじ1/3

I作り方 l

オクラの握り
1成り日と頭の固いところを包丁で剥き、まな板の上でゴロゴ

ロと板ずりします。

2塩湯で湯がいて、氷水で冷やします。
3「魚の開き」を作る要領で、片面だけ包丁を入れ、オクラを

開いて、寿司に握ります。

4食べるときに醤油をちょっとつけると美味しい。

茄子の握り
11/4に割り、腹側の身をぎます。皮面に格子に隠し包丁を

入れますc腹面に塩をふり、熱したフライパンで腹側から焼

きます。

2焼き色が付いたら、ひっくり返して皮面も軽く火が通る程

度に焼きます。

3バットに広げて、あら熱を取り、寿司に握ります。
4わさびを効かせた方が美味しい。

カボチャの握り
1南瓜は3～ 4mmにスライス。塩をして固めに蒸し、フライパ

ンで焼きます。(蒸さずに焼いても、蒸すだけでも良い)

2焼き色が付いたら冷まして、寿司に握ります。

赤パプリカの握り
1赤パプlリカを寿司の大きさに切り出します。

2身の側を上に向けて、塩をふり、トースターか魚用のロース

ター (L火 )に身の方を上にして並べ、じっくり火を入れます。

水が浮いてきたら、ひっくり返して、皮面も軽く焼きます。

3焦がさないように注意! あら熱を取り寿司に握ります。

ゴーヤ (苦瓜)の握り
1ゴーヤは寿11の大きさに切り出します。裏側 (身の方)に

やや田めに溶いた水溶き小麦粉を付けます。

2170℃の油でカラリと揚げます。衣を付けなかったごつごつ

した方から適度に水分が抜けて、美味しく揚がります。上

3がりに塩少 を々ふります。
4揚げたてを握ります。

料理スタッフ

我や青山店のみなさん

テンペとアボガドのロール寿司

【材料】
テンペ、アボガド(lcm角 の棒状に切る)、酢飯、海苔、大葉

照り焼きだれ

醤7由    大さじ1
みりん  大さじ2
酒    大さじ1

【作り方 l

lテンペはlcm角の棒状に切り、170度の油でカラリと揚げ

ます。

2照り焼きだれをフライバンで少し煮詰めながらテンペに絡

めます。

3アボガドは1/4に切り、種を取ります。テンペと同じくらいの

大きさの棒状に切ります。

4「巻きすJを広げ、海苔をおきます。上から4cmを『のりしろ』

として残し、後のスペースに、酢飯を薄く広げます。

5ドから4cmく らいのところを、溝を付けるように、指で凹ま

せて、そこに大葉・照り焼きテンペ・アボガドを並べます。

6巻きすの下を折り込むように巻き込み、押さえます。

7-度手を離し、巻きすの下を持ち上げながら、奥に巻き上
げていきますの

8巻き終わったら、手で軽く押さえるように、形を整えてあげま

す。

9良く切れる包丁で、稲妻のように、押す、引く、押す、の3ア

クションで包丁を動かすと、ザクザク切れます。

普通の寿 lllよ り傷みにくいので、あらかじめ作っておくこと

が出来ます。

0138
紅玉梅酢
200ml¥336(税込)
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糖鎖栄養素

黒酵日発酵瀬

ナ   儡不
黒酵母産生 水溶性多糖βl,3‐ 1,6グルカン・オリ

アウレオ′ヾシジウム菌発酵液

「
仄獅匹∬‐m
黒酵母発酵液は優れた自然環境の中で薦糖、米糠、

アセロラ抽出物 (天然V.C)、 阿蘇山系のミネラル水

などの栄養素を培地として高度なバイオ技術をもと

に黒酵母 (アウレオバシジウム菌)の発酵により生み

出されたものです。糖鎖栄養素となるβl,3-1,6グル

カン(水溶性多all)やォリゴ糖を 11成分としたジェル

状の液体です。この発酵液にリンゴ抽出物とレモン

、抗酸化力を高めています。

1∞%の FナチュラルGマックス』は糖鎖栄
養素を丸ごと摂取できますt

●おなかの調子を気にする方

●スタミナ、衰えを感じている方

●食事に気を付けている方

●酒量、残業の多い方

●甘いものがお好きな方

●かわいいペットにも !

17g×30袋入 10,290円 (本体価格9,800円 )

ナチュラルGマックス 表示成分(100g中 )
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(財 〉岐阜県公衆衛生検査センター

バイオテクノロジー研究者
応微 リサーチ

門 田 元 ―  所 長

研究に携わって 早二十有余年

'て
は社会に貢献できること

が喜びです

魚 株式会社 森1彗畑 sY

〒4340015静 岡県浜松市浜北区於呂19301
TEL 053-580-3888
∪RL i http//www shinshuyak oom
e―mal i nfoOsh nshuyak com

赤ちゃんからお年寄りの方まで健康維持にお役立てください

北里大学

医療衛生学部

基礎医学系

薬理学研究室

医学博士 松尾純孝

バイオの神秘から基礎実験へと
発酵液の力を実感じ そのメカ
ニズムを解明しています.

二
〓



懲E

有機構シリ
厳しヽ基準の認定を受けた有機商品です。

『‐８ｇｍず
一希望小売価格525円 。税込      (オ リゴ糖入り)     希望小売価格2,100円 。税込   希望小売価格3,675円 。税込

希望小売価格1,680円 。税込

端 ∈ 【 ni憲 害ネ1.,X句 「 :b 大阪府守口市大日町3-27-7 お客様窓口 丁EL(06)6901-7211



海からはじまる

体と心と環境にいいこと

||♂

塩だけだから、

あと味さつぱり。

・・・t喜『ボ動規翼:象尋晃真緊讚鼈 曇E:鶏場鷺ゎれ
ています。『海の精』では、塩が本来持つ優れた殺菌作用と研磨効果だけで、

余計なものは必要ないと考えました。「さっぱりとした爽快感」と「安心」を、

あなたのお口に取り戻す『ソフレトdeはみがき』。

歯みがき専用の 自然海塩  

―ソルトde´はみがき
(税抜)

ヽ

ヽ

美しい映像で、料理作りの臨場感や、焼き具合、盛りつけ

方なども、見て聞いて体感――しっかり勉強できる保存版
です。きっと昨日とは違う自分が見つかるはず。さあ、ビデオ・

バージョン・リマ・クッキングスクールの扉をたたいてください。

東洋哲学に影響された桜沢如一の透徹した宇宙論から導き出された「陰陽Jの考え方、

そして日本の風土に育まれてきた食の伝統を研究し発達してきた「リマ・クノキングスクー

ルの自然食Jは、誰にとっても一見の価値があるのではないか。ぼくも「料理は苦手」など

といってないで、このビデオを見ながら、四十の手習いといこうか。坂本籠― (音楽家)

。初級クラス 害り引セット価格 (前編/後編の2本組)5,500円
Nol初級クラス(前編):自然食の基礎を学ぶ
No 2初 級クラス(後編):自然食の基礎を学ぶ

。中級クラス 害u引セット価格 (前編/後編の2本組)5,500円
No.3中 級クラス(前編):自然食の家庭料理を習う
No.4中 級クラス(後編):自然食の家庭料理を習う

。上級クラス 害り引セット価格 (春夏編/秋冬編の2本組)5,500円
No 5上級 (春夏編):自 然食の創作料理を楽しむ
No.6上級 (秋冬編):自然食の創作料理を楽しむ

。全6巻 特別割引セット価格 15,000円
※各巻にはレシピ・ノートも添付。分量も明記してあ!′ますから

画面を見ながらのメモ書きは必要あ|りません。

日本 CI協会 〒151‐ 0065東京都渋谷区大山町 11‐ 5島引_温:震尋覧h大山町11-5 Td 03-3469-7田
フリータイヤル0120¨306… 193 Fax.0120… 396‐293攣鳳モ屁」長獣講鐘薩lκ 木々町30-13 Td 03‐ 5478-1611

本体税抜き価格 各巻2,900円 /各約60分



回
□
■
ぴ
ち
ぴ
ち
〔
空
牙

育
ち
盛
り
の
す
ご
い
玄
米
′

青
玄
米
と
は
育
ち
盛
り
の
若
い
玄
米
で
、
成
長
す
る
た
め

の
栄
養
と
パ
ワ
ー
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

青
玄
米
を
に
が
り
水
に
つ
け
て
発
芽
さ
せ
ま
し
た
。
発
芽

に
よ

っ
て
、
今
ま
で
眠

っ
て
い
た
酵
素
が
目
覚
め
て
活
動

を
始
め
ま
す
。
ギ
ヤ
バ
（
γ
ｌ
ア
ミ
ノ
酪
酸
）
や
食
物
繊
維
、

ア
ラ
エ
ン
が
大
幅
に
増
え
、
フ
ィ
チ
ン
酸

（Ｉ
Ｐ
６
）
は

ミ
ネ
ラ
ル
を
吸
収
し
や
す
い
形
に
変
化
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

「硬
く
て
食
べ
に
く
い
」

「お
い
し
く
な
い
」

「
に
お
い

が
す
る
」
な
ど
、
従
来
の
玄
米
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
す
る

新
し
い
玄
米
で
す
。

BE5丁 AMEN:丁Y

ぴちぴち発芽 青玄米

300g  399円 (税込 )
アラニン

うまみの成分。甘みが

増えたおいしいお米に

なる。[白米の10.4倍 ]

フィチン酸

強力な抗酸化作用。

米ぬかに多く含まれ

る。 [白米の8.2倍 ]

ギャバ

アミノ酸の一種。発

芽によってグンと増

える。 [白米の15～

18倍 ]

食物繊維

毎日欠かさずとりた

い栄養素。 [白米の

8.4倍 ]

[おすすめのお召し上がり方 ]

白米2カ ップをといでから青玄米
1カ ップを加えて軽くすすぎます。

水加減は自米3カ ップの目盛 りに

あわせて炊飯 します。
※青玄米のみでもおいしくお召し

上がりいただけます。お好みによ

り青玄米の量を加減してください。

愛・感謝・・・こころを込めてお客様ヘ

ベストアメニ乃株式会社
本   社 福岡県久留米市三瀦町田川32-3

丁E L0942-64-5572
東京営業所 丁 E L03-3539-5671

白米、発芽玄米、青玄米の比較

白米、発芽玄米、青玄米の栄養成分(100gあ たり)

枷　時・ニ

|■■ 白 米
発芽玄米

蝠ロポ 青玄米

(単位:mg)
・“
　
ふｆｉ

ギ
ヤ
バ

ア
ラ
ニ
ン

フ
イ
チ
ン
酸

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

<自社調べ>



Ohs〔即阻

*ホームページでも

ラクティスについて詳しくこ案内しています。

httpl//www lactls ip

手L酸 菌生 成エキス

LAC丁 IS
ラクティスは、16種の手し酸菌でつくつた豆乳ヨ

ーグルトのエキスです。無農薬有機栽培の大豆

を使い、動物由来成分不使用の発酵エキスです。

ラクティスは、生きた乳酸菌ではなく、7L酸菌

の分泌物と菌体物質からできています。

飲み切リタイプ 

…10m!× 30本入 り 8,925円 (税込 )

「 お な か の 元 気 」応 援 しま す

私たちのおなかの中には、多くの細

菌が住み着いています。

●穀物や野菜が大好きな善玉菌。

●お肉や油が大好物の悪玉菌。

●善玉菌と悪玉菌の両方の味方をす

る日和見菌などです。

そんな細菌達は、毎日、私たちのお

なかの中で、運動会の綱引きのよう

に勢力争いをしていますё

善玉菌が優勢だと、おなかがととの

い、身体がイキイキします。

逆に、悪玉菌が優勢だと、おなかの

調子が崩れてしまいます。

ラクテイスは、善玉菌の味方となつ

て、おなかの元気を応援します。

「家族で飲んでいます」
世界的な内視鏡外F斗医で、

ベストセラー「病気にならない生き方」の著者
アルバートアインシュタイン

医科大学外科教授

新谷弘実 (しんやひろみ)先生

「30万人の腸内を診察した経験から

みると、善玉菌が優勢な『きれいな

腸jの持ち主は、見た目も若々しく、

健康状態も良好です。健康のためには、

腸内環境をととのえるよう心がける

ことが肝要です。私は、家族や患者

さんにラクテイスを勧めています」

先生講演会
「病気にならない幸せ健康法」

仙台 :イ山台国際センター

日時 2007年 9月 9日 (日 )

嚇者 7T_リワジャバリ株式会社 語澪躍諷闘辟
=融=12い

58群 038



風
鈴
、
す
だ
ね
、
た
ら
い
　
　
夏
を
涼
し

く
す
る
グ

ッ
ズ
で
す
。
食
べ
物
で
は

「す
い

か
」
に
ま
さ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

「す
い
か
」
を
煮
詰
め
て
生
ま
れ
た
の
が

「
ス

イ
カ
糖
エ
キ
ス
」
で
す
。

有
効
成
分
シ
ト
ル
リ
ン
は
利
尿
作
用
、
ま

た
り
∃
ビ
ン
は
強
力
な
抗
酸
化
作
用
を
持
ち
、

腎
臓
の
働
き
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。
夏
こ
そ
、

身
体
の
内
面
か
ら
見
直
し
た
い
で
す
ね
。
そ

し
て
趣
を
変
え
て
、
水
晶
の
鑑
賞
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
光
が
屈
折
し
て
醸
し
出
す
幻
想

的
な
美
し
さ
は
酷
暑
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

１０
数
年
前
よ
リ
ジ
ル
ベ
ル
ト
さ
ん
は
水
晶

ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
、
毎
年
数
回
、
母
国
、
ブ

ラ
ジ
ル
な
ら
展
示
会
出
店
の
た
め
に
来
日
し

ま
す
。
純
正
マ
ク
ロ
ビ
ア
ン

（そ
の
割
に
マ

チ
ョ
な
体
形
な
の
で
、
冷
や
か
し
て
い
ま
す

が
）
で
あ
る
彼
は
そ
の
都
度
来
店
し
て
く
ね

ま
す
。
そ
の
縁
で
展
示
会
場

（毎
年
、
新
宿

セ
ン
チ

ュ
リ
ー
八
イ
ア
ッ
ト
ホ
テ
ル

Ｉ
Ｆ

ホ
ー
ル
で
開
催
）
に
て
安
価
な
小
さ
な
水
晶

石

（
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
産
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

熱
く
眠
れ
な
い
夜
は
水
晶
を
月
に
透
か
し

眺
め
て
涼
ん
で
お
り
ま
す
。

一
８

月

一
　

―

　

　

―
―

　

　

　

　

　

　

　

‐―

２
階
特
設
会
場
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

毎
回
好
評
手
作
リ
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

（し
４
～
レ
ク
ま
で
１２
～
‐８
時
）

，
手
う
ち
そ
ば
…
…
三
た
て
の
お
い
し
さ

■
Ｑ
う
Ｏ
ｏ
Ｏ
お

（サ
ン
ク
・カ
フ
エ
）

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ス
イ
ー
ツ
と
飲

『すいか糖エキス』

リマ東北沢店

大鮫 栞点 . .■■1      井,頭通り

|           ~~~~        ~~~｀

サクルK●   :「 』言勇lfi l'IЪ  11°
∝‐い電:lt毎ili与‐

―
論
一 一 饗

雙 ‐
代 本々上原 新密・

|

■ ‐ |
所在地 :〒 1510065東 京都渋谷区大山町11‐ 5
Te1 03-3465-5021 Fax 03-3465-5022

休 日:年中無休 (た だし1月 1～ 2日 は休み)
営業時間 :午前10時 から午後 7時
最寄り駅 :小田急線東北沢駅下車徒歩 2分

』II鞠た…
場

体 を冷 やすことな く西 瓜 の 有効成分 を

混11t号冒:讐 lλ竃〒里[ニマ香||
蛮毛 、 1状添加 )_と 1冬瓜 Jを 〕えるこ
とによ り、すしヽ か対出の 効 育旨を Fちダ)て しヽ る

早鵠'1lL辱窪
力
1島,午位)を体 |

1翠Fttr[はムラiI曇冥itil[

詈筆罪輔野 lぅ M′
とうもろこしの■ (三重産 ,
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8月号●目次

p16 p12 p6   p3ｐ２。
Ｔ

“
有

機

サ

プ

リ

メ

ン

ト

軍

不

一員
口Ⅲ
質
な
サ
プ
リ
メ
ィ

ｐ２６一舗翻謝孵／．蟹ン卿ばレ時ィックで卜‐タルライフデザイン●細川順讃

ユ
鍮哺問ギ降郷凛嘴可先醐自権刑長富グ暮らし／第
回̈●小幡有樹子

一
麗
踊
輝
「ま群
鶴
辞
蜘する割̈」第習
”お雪

店
長
の
今
月
の
お
す
す
め
商
品

現
代
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

基
本
の
陰
陽
●
尾
形
妃
樺
怜

難
あ
り
、
す
な
わ
ち
有
り
難
し

命
饂
ロ
リ
　
ア
レ
ッ
ク
ス

・
ジ
ャ
ッ
ク
の
玄
米
手
当
て
法
シ
リ
ー
ズ
●
原
文
¨
ア
レ
ッ
ク
ス

・
ジ
ャ
ツ
ク
／
和
訳

美̈
上
み
つ
子

０

コ
ー
ン
ラ
イ
ス

著
作
で
た
ど
る
桜
沢
如

一
の
思
想
と
人
間
●
持
田
鋼

一
郎

Ｈ
ｏ
Ｄ
ｅ
ソ
ロ
‥
、
飯
田
実
訳

『森

の
生

活

　

ウ

オ
ー

ル

デ

ン
』

官
足
法
教
え
ま
す
●
行
本
昌
弘

足
と
あ
な
た
の
健
康
０

官
足
法
セ
ミ
ナ
ー
体
験
レ
ポ
ー
ト

Macrobiotique 200'7. 8 a 4
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畔‐鯵

型

新
商
品
情
報

型

全
国
日
本
Ｃ
ｉ
協
会
友
の
店

聖

編
集
室
便
り

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
ご
案
内

ガ
ン
が
治

っ
た
！
　
消
え
た
！
　
か
ら
だ
に
や
さ
し
い

「代
替
療
法
」
の
す
す
め
●
船
瀬
俊
介

「手
当
療
法
」

バ
ス
タ
ー
、
温
湿
布
な
ど
家
庭
で
で
き
て
効
果
抜
群

′‐
！
」
″

現
代
の
病
院
治
療
で
も
採
用
す
べ
し

自
然
素
材
が
僕
を
変
え
た
●
宮
川
昭
夫

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
∃
ガ
教
室
●
森
山
幹
麗

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
・
ヨ
ガ
を
楽
し
む

陰
陽
理
論
と
五
行
説
の
応
用
方
法

疵

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
す
く
す
く
子
育
て
日
記
●
倉
田
有
理

第
十

一
回

”
自
然
が
大
好
き
！

私
の
治
病
体
験
記
●
安
達
和
夫
さ
ん
３７
歳
（仮
名
）

無
茶
な
生
活
で
壊
し
た
身
体
の

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
入
門
食
品

体
重
減
少
編

（レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ッ
ト
）
４
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｓ
摂
取
デ
ー
タ

お

鑓

ヽ
増
で

一・　

亀

燿
―ヽ●町礁鐵頓ヽ
●・〓

●スタソフ

ム紙デザイン :〔 イラスト

本文イラスト:大羽リス

人羽りそ 〔デザイン,中村占貝リ

F井哲蔵 :Il l‖育 1 室リトさと r

「マクロJと は大きな視点、「ビオJは生命、「テイックJは fll学の意1味、「MacrOЫojque」

(マ クロビオティンク)は 中国の場の哲学からすべての食物を陰と陽に分け、穀物を中心

とした究極の食養法で、日本CI協会の倉1設 者、桜沢如 (1893年 ～1966年 )に よって提唱

され、世界に普及しています:マ クロビオティンクの食養法は、次の3つ の原員1に 基づい

ています.

|■身 li不二 (し んどふじ=F■1産品で季節に合わせた旬の素材を用いる)

, 物全体(いちぶつぜんたい=食物の総合的な栄養を考え、野菜は皮をむかずに葉も茎
もひげ根も/1‐体を調理する.穀物も精自せずメしごと調ll!する)

|1陰陽調和(いんようちょうわ=食物の陰陽バランスを考え、体調に合わせて選択 調理

する 精製糖やIIJ物性食品は原員」的に用いない)

私
を
救
っ
た
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ツ
ク

5 O Mucroltiotique 2007.8
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４３

マ
ク
ロ
ビ
オ
一一々

ッ
ク
は
、
穀
物
某
食
を

中
心
と
し
た
食
養
法
で
、
１
９
３
０
年
以

降
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
創
設
者
で
あ
る
桜

沢
如

〓
１
８
９
３
～
１
９
６
６
年
）
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
、
世
界
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
中
国
５

千
年
の
陰
陽
の
理
念
を
基
礎
と
し
た
伝
承

療
法
で
、
食
事
に
よ
る
健
康
維
持
、
体
質

改
善
、
治
病
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
ｔ‐

別
名

「食
養
法
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「食
養
法
」
は
伝
承
療
法
を
基
礎
と
し
て

い
る
た
め
、
基
本
理
念
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
手
法
に
つ
い
て
は
指
導
者
間
で
若
十
の

相
違
が
あ
り
、
ま
た
、
時
代
背
景
と
と
も
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
（生
活
環
境
の
変
化
）

以
下
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
と
し
て

「現

代
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
の
概
念
を

説
明
し
た
も
の
で
す
。

桜沢 如―

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
考
え
方
は
と
て

も
シ
ン
プ
ル
で
す
ｃ
玄
米
菜
食
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
土
地
で
穫
れ
た
も
の
を
、
そ
の

句
に
食
べ
る
だ
け
で
す
．
化
学
的
で
不
自

然
な
加
工
や
精
製
を
せ
ず
、
自
然
の
恵
み

を
そ
の
ま
ま
摂
り
入
れ
る
、
同
本
が
古
く

か
ら
大
切
に
し
て
き
た
食
事
法
で
あ
り
、

そ
れ
が
心
と
体
の
健
康
を
作
り
、
維
持
で

き
る
と
い
２

」と
な
の
で
す
。
（＝
食
養
法
）

喜
び
あ
ふ
れ
る

一
生
を
送
る
た
め
に
必
要

な
健
康
と
、
心
と
体
の
調
和
を
取
り
戻
し
、

継
続
す
る
こ
と
が
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
考

え
方
で
す
。
従
っ
て
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
対

策
を
特
に
重
視
し
て
い
ま
す
。

健
鷹
ｔ
幸
濃
つ
■
決
条
縦
キ
■

以
下
に
述
べ
た

「健
康
と
幸
福
の
７
大

条
件
を
体
得
す
る
に
は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
を
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

他
に
頼
ら
ず
、
生
命
の
健
康
と
幸
福
の
創

造
主
と
な
り
、
自
由
独
立
の
自
由
人
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①

疲
れ
な
い
こ
と

②

ご
飯
が
美
味
し
い
こ
と

③

よ
く
眠
れ
る
こ
と

④

物
忘
れ
を
し
な
い
こ
と

⑤

い
つ
も
愉
快
で
た
ま
ら
な
い
こ
と

Ｏ
考
え
方
や
行
動
が
社
会
道
徳
的
な
こ
と

⑦
ウ
ソ
を
つ
か
な
い

」と

倉
喘
０
濃
漱
基
準
■
●
●
●
一．

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
養
法
は
、

３
つ
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

Ｏ

身
土
不
二

Ｅ
ん
ギ
かし

地
域
の
産
物
や
国
内
産
で
季
節
に
合
わ

せ
た
旬
の
素
材
を
用
い
ま
す
。
見
産
地
Ｕ

②

一
物
全
体

こ
れ
か
つ
ぜ
ん
た
じ

食
物
の
総
合
的
な
栄
養
を
考
え
、
野
菜

は
皮
を
む
か
ず
に
某
も
茎
も
ひ
げ
根
も

全
体
を
調
理
し
ま
す
。

③

陰
陽
調
和

ふ
ん
よ
つヽ
ち
ょ
つヽ
む

食
物
の
陰
陽
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
季
節

や
体
調
に
合
わ
せ
て
選
択

・
調
理
し
ま

す
。
ま
た
、
健
康
の
た
め
に
全
体
的
な

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

食

機
一０

議

麟

濃

準

・一ｔ

γ

●

●
‘

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
で
使
用
す
る
食

品
は
安
心
で
安
全
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
次
の
品
質
基
準
を
定
め
る

も
の
と
し
ま
す
．

①

無
農
薬

。
有
機
栽
培
農
産
物
優
先

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
Ｔ
Ｉ
ビ

５

ク
）
に
基
づ

い
た
農
産
物
を
基
本
と
し
ま
す
。

②

食
品
添
加
物
不
使
用

¨
安
全
性

・
機

能
性
が
明
確
で
有
益
な
添
加
物
は
認
め

て
い
ま
す
。

ｎ
）

Ｎ

Ｏ

Ｎ

，
Ｉ
Ｇ

Ｍ

Ｏ

（遺

伝

子
組

み
換

え
作
物

不

使
用
Ｉ
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は
使
用

し
ま
せ
ん
。

④

国
内
産
優
先

一
身
土
不
二
の
考
え
か

ら
地
元
の
作
物
を
優
先
し
ま
す
．

０

精
製
糖
不
使
用
¨
白
砂
糖
、
グ
ラ
ニ
ュ

ー
糖
な
ど
の
精
製
糖
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

⑥

伝
統
製
法
優
先

一
味
噌
・醤
油
は
長
期

熟
成
法
、
油
は
圧
搾
法
を
優
先
し
ま
す
。

一■
ク
●
ゼ
オ
サ
イ
ツ
タ
食
掌
法
●

健
康
で
幸
福
な
人
生
を
確
立
す
る
食
事

に
は
１０
段
階
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
先

ず
は

「
３
号
食
」
の
実
践
を
お
奨
め
し
ま

す
。
こ
の
食
事
方
法
は
、
体
調
を
中
庸
に

保

つ
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
摂
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
．

Macr6biotique

‐ ■ ‐
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あなたのカラダは食べ物でできている。
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マクロビオラrック食事法の10段階

食事腱6. 穀物 野菜煮付 汁物 動物性 生野菜果物 デザート

7 100%
10%6 90%

５

一
80% 20%

4 70% 20% 10%

3 60% 30% 10%

２
一１
一「

50%
40%
30%

30%
30%
30%

10%

10%

10%
10%
10%

％

％

一％

０

　

０

　

０

１

　

２

・

２ 10%
10%
15%

=2 20% 30% 25% 5%
二 3 10% 30% 30% 5%

基本1食

基本食ができていて

体調次第でたまに

濃
機
曹
進
●
遷
難
斜ヽ
一一一一統
■
一

一
日
ご
と
に
最
低
”
回
以
上
咀
疇
す
る

こ
と

。

喫
煙
し
な
い
こ
と
。

酒
類
は
健
常
者
に
限
り
、
少
量
に
す
る

こ
と
。

食
事
の
量
を
腹
８
分
目
に
す
る
こ
と
。

間
食
は
健
常
者
に
は
許
容
さ
れ
る
が
、

糖
分
に
注
意
す
る
こ
と
。

農
薬
、
化
学
肥
料
で
栽
培
さ
れ
た
農
産

物
は
で
き
る
だ
け
摂
ら
な
い
こ
と
。

輸
入
食
品
は
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
に
注

意
す
る
こ
と
。

身
土
不
二
を
基
本
に
、
季
節
は
ず
れ
の

野
菜
を
摂
ら
な
い
こ
と
。

睡
眠
や
公
息
は
十
分
と
る
こ
と
。

毎
日
、
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
。

動
物
性
食
品
は
新
鮮
な
魚
介
や
小
魚
に

と
ど
め
る
こ
と
。
（豚

・
牛
な
ど
の
肉

類
、
チ
ー
ズ

・
牛
乳
な
ど
の
乳
製
品
、

無
精
卵
な
ど
の
動
物
性
食
品
は
摂
ら
な

い
こ
と
）

化
学
調
味
料
を
使
わ
な
い
こ
と
。
調
味

料
は
、
自
然
海
塩
、
天
然
醸
造
の
味
噌

や
醤
油
を
使
う
こ
と
。

料
理
方
法
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
料

理
方
法
に
基
づ
く
こ
と
。
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基
，
⑥
◎
玉

難
あ
り
、

す
な
わ
ち
有
り
難
し

尾
形
妃
樺
怜

●
穀
物
菜
食
研
究
家

“甘
党
のこ
ろ
…
…

陰
と
陽
は

一
つ
の
ヒ
モ
の
両
端
だ
と
い

う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

一
つ
の
事
象
、
現
象
の
違

っ
た
極
面
を

陰
と
陽
と
い
う
符
号
で
言
い
現
わ
し
ま
し

た
。私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
を
見
て
下
さ
い
。

前
側
と
後
側
が
ど
ん
な
モ
ノ
に
も
あ
り
ま

す
。
ど
ん
な
コ
ト
に
も
あ
り
ま
す
。

困

っ
た
な
あ
…
…
と
涙
に
く
れ
る
現
象

が
起
こ
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
、
そ
の
現
象

を
よ
く
観
察
す
れ
ば
困
ら
せ
て
い
る
原
因

が
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
原
因
を
も
と
に
別

の
新
し
い
動
き
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
て

き
ま
す
。

桜
沢
先
生
の
言

つゝ

『災
い
転
じ
て
福
と

な
す
』
あ
る
い
は

『難
を
転
じ
て
幸
と
な

す
』
と
い
う
こ
と
を
誰
で
も

一
度
や
二
度

は
体
験
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。陰
と
陽
は

一
つ
の
モ
ノ
ゴ
ト
の
両
端
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
右
を
見
れ
ば
陰
で
す
が
、

左
を
見
れ
ば
陽
に
な
り
ま
す
。

難
の
方
向
を
向
け
ば
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
難
で
す
が
、
福
の
方
向
に
向
き
直
れ
ば

そ
れ
は
福
に
な
り
ま
す
。

私
が
育
っ
た
家
は
無
類
の
甘
党
の
家
系

で
し
た
。
父
の
母
親
、
つ
ま
り
私
の
祖
母

に
当
た
る
人
は
、
毎
日
、
和
菓
子
屋
さ
ん

が
御
用
聞
き
に
来
て

「今
日
は
こ
れ
を
い

く
つ
と
、
こ
れ
を
い
く
つ
…
…
」
と
注
文

を
し
、
お
客
様
に
出
し
て
い
た
ほ
ど
甘
い

物
と
の
縁
が
深
か

っ
た
そ
う
で
す
。
で
す

か
ら
私
の
父
も
、
と
て
も
甘
い
物
が
好
き

で
、
非
常
に
繊
細
で
優
し
い
哲
学
的
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

と
て
も
頭
が
よ
く
、
何
事
も
全
て
簡
単
に

自
分
の
モ
ノ
に
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
し

た
。
け
れ
ど
、
そ
の
た
め
に

一
定
の
地
位

に
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、

形
あ
る
モ
ノ
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
父
の
両
極
端
の
特

に
甘
党
の
性
質
を
し
つ
か
り
受
け
継
い
で

育
っ
た
私
は
、
や
は
り
無
類
の
甘
党
で
し

た
。
つ
い
最
近
ま
で
、
お
腹
の
調
子
が
変

な
と
き
、
甘
い
物
を
食
べ
る
と
ピ
タ
ッ
と

止
ま

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
身
は
そ

れ
ほ
ど
、
甘
味
漬
け
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
ち
ょ
つ
と
し
た
物
事
が
あ

っ
た

と
き
、
不
安
と
疑
り
と
淋
し
さ
と
が
い
つ

も
身
の
中
か
ら
湧
い
て
来
ま
し
た
。
あ
ら

ゆ
る
物
事
に
完
全
な
信
頼
を
抱
く
こ
と
が

で
き
な
く
て
、
物
事
を
破
壊
す
る
方
向

へ

方
向

へ
と
考
え
、
い
つ
の
間
に
か
私
自
身

の
生
き
る
場
を
壊
し
て
い
ま
し
た
。

何
か
が
あ
る
と
全
て
が
嫌
に
な
り
、
全

て
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
知
る
人
の
居
な
い

所
で

一
か
ら
ま
た
何
か
を
始
め
る
と
い
う

こ
と
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
．新
し
い
こ
と

を
始
め
た
そ
の
と
き
は

一
つ
一
つ
丁
寧
に

や
り
あ
げ
て
い
く
陰
性
さ
が
発
揮
さ
れ
る

の
で
よ
い
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
た
つ
と

ま
と
め
る
陽
性
さ
が
な
い
た
め
に
、
ど
う

に
も
な
ら
な
く
な

っ
て
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

い
つ
も
い
つ
も
ど
う
し
て
そ
う
な

っ
て

し
ま
う
の
か
と
証
り
な
が
ら
、
私
自
身
で

は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
で
し

た
。

一
陰
極
ま
れ
ば
…
…

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
二
人
目
の
子
供

が
産
れ
た
直
後
、
頂
点
に
達
し
ま
し
た
。

私
の
家
庭
は
あ
っ
と
い
う
間
に
崩
壊
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

私
の
心
の
中
に
湧
き
あ
が
っ
て
来
た
の

は
憎
し
み
と
恨
み
と
悲
し
み
と
そ
し
て
死

ん
で
し
ま
い
た
い
と
思
う
気
持
ち
ば
か
り

で
し
た
。
「
マ
マ
ー
」

と
言

っ
て
追
い
か

け
て
来
た
小
さ
な
子
供
を
背
中
に
し
た
と

き
、
聞
こ
え
て
来
た
声
が
不
安
と
信
愛
と

で

一
杯
な
声
で
し
た
。
そ
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
ふ
と
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

立
ち
止
ま
り
、
何
と
か
生
き
る
気
持
ち
を

持
た
な
け
れ
ば
と
必
死
に
な
り
ま
し
た
。

や
う
と
の
思
い
で

一
日

一
日
を
過
ご
し
て

い
る
中
、
私
を
責
め
る
人
は
居
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
う
な
る
と
な
お

「で
は
、
な
ぜ

今
こ
れ
程
大
き
な
苦
し
み
が
あ
る
の
か
」

と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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強
い
強
い
陰
性
を
身
に
つ
け
て
い
た
私

は
、
反
対
に
ま
た
と
て
つ
も
な
い
陽
性
を

身
の
芯
に
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
ど
う
に

も
な
ら
な
い
精
神
状
態
と
生
活
状
態
の
中

で
泣
い
て
泣
い
て
泣
き
尽
く
し
て
少
し
陰

性
を
体
外
に
出
し
た
後
、
よ
う
や
く
身
の

芯
に
持

っ
て
い
た
陽
性
が
少
し
表
面
に
出

て
来
た
の
で
す
。
子
供
と
の
生
活
を
維
持

す
る
た
め
の
行
動
を
始
め
ま
し
た
。

動
き
出
し
た
陽
性
は
ど
ん
ど
ん
私
の
生

活
を
変
え
、
必
要
と
す
る
モ
ノ
を
引
き
つ

け
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
と
う
と
う
全
て

の
原
因
を
教
え
て
く
れ
る
「無
双
原
理
易
」

の
陰
陽
の
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
分
け
隔
て

の
な
い
公
平
な
モ
ノ
の
考
え
方
、
観
方
に

出
合
っ
た
の
で
す
。
も
う
何
も
迷
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
原
因
が
解
り
、

納
得
が
で
き
た
の
で
す
か
ら
。

口陽
への方
向
転
換

あ
と
は
、
た
だ
今
ま
で
と
反
対
の

一
つ

の
ヒ
モ
の
端
か
ら
も
う

一
方
の
ヒ
モ
の
端

へ
向
き
を
変
え
て
歩
き
出
せ
ば
よ
か

っ
た

の
で
す
。
極
端
に
落
ち
込
ん
だ
状
態
を
引

き
起
し
た
極
め
て
陰
性
な
食
生
活
の
端
か

を
向
け
変
え
ま
し
た
。
同
時
に

一
所
懸
命

に
歩
き
、　
一
所
懸
命
に
掃
除
を
し
、
身
の

ま
わ
り
の
整
理
整
頓
を
し
な
が
ら
、
身
体

を
よ
く
動
か
し
ま
し
た
。　
一
所
懸
命
に
物

事
に
気
づ
き
、
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
身
体

を
動
か
す
よ
う
に
…
…

恨
み
憎
し
み
悲
し
み
が
浮
か
ん
で
来
た

ら
掃
除
を
し
、
陽
の
光
の
下
に
出
て

一
所

陽
が
絶
え
ず
転
換
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
陰
性
の
中
に
も
陽
性
が
あ
り
、
陽
性
の

中
に
も
陰
性
が
あ
る
こ
と
を
つ
ぶ
さ
に
教

え
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

家
庭
の
分
裂
と
い
う
強
い
陰
性
な
状
態

の
後
か
ら
新
し
い
モ
ノ
が
生
ま
れ
、
新
し

い
姿
を
形
づ
く
る
陽
性
な
モ
ノ
が
ま
と
ま

り
の
あ
る
形
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
…
…
そ

れ
は
陽
性
な
モ
ノ
を
と
り
続
け
る
生
活
の

中
か
ら
。

桜
沢
先
生
が
言
っ
て
い
ま
す
。

「も
し
、
そ
の
人
が
幸
福
で
な
か
っ
た
な

ら
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
責
任
」
だ
と
。
そ

れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
陰
性
と
陽
性
の

性
質
を
よ
く
知
り
、
自
分
自
身
の
陰
性
と

陽
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
計
る
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
ど
ん
な
に
陽
性
に
し
て
も
そ
の
中

に
は
必
ず
陰
性
が
あ
り
、
ど
ん
な
に
陰
性

に
し
て
も
そ
の
中
に
は
必
ず
陽
性
が
あ
る
。

陰
陽
は
常
に
動
い
て
い
て
決
し
て
全
く
同

じ
状
態
で
い
る
こ
と
は
な
い
の
だ
と
知
る

こ
と
で
し
た
。
こ
こ
に

「難
あ
り
す
な
わ

ち
有
り
難
し
」
ア
リ
ガ
ト
ウ
の
ま
ぎ
れ
の

な
い
事
実
が
あ
っ
た
の
で
す
。

陰
陽
は
人
の
情
動
な
ど
関
係
な
く
素
直

に
宇
宙
の
秩
序
通
り
に
動
い
て
い
る
だ
け

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
そ
れ
を

知
っ
て
自
分
の
あ
り
た
い
姿
で
あ
る
よ
う

に
自
分
の
生
活
の
仕
方
を
整
え
て
い
け
ば

よ
い
の
で
す
。

ら
、
反
対
の
状
態
を
作
り
あ
げ
て
く
れ
る

陽
性
な
食
生
活
の
端
へ
向
け
て
…
…
。

甘
い
物

。
お
か
ず
中
心

・
果
物
や
ミ
ル

ク
中
心
の
食
生
活
か
ら
、
玄
米
を
中
心
と

す
る
穀
物
と
煮
た
根
菜
の
生
活
、
本
物
の

塩
を
大
切
に
す
る
生
活
へ
、
そ
し
て
何
よ

り
も
ご
飯
と
み
そ
汁
な
ど
、
そ
れ
ま
で
重

要
視
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
食
べ
物
へ
目

懸
命
活
発
に
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
気

持
ち
が
沈
ん
で
し
ま
う
陰
性
が
出
て
き
た

ら
、
そ
れ
を
打
ち
消
す
活
動
を
す
る
陽
性

の
力
も
借
り
た
の
で
す
。
情
況
の
変
化
は

そ
う
し
て

一
刻

一
刻
を
生
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
私
の
回
り
に
渦
が
で
き
、
加
速
し
て

確
か
な
渦
の
流
れ
と
な
っ
て
起
こ
っ
て
来

た
の
で
す
。
こ
う
し
た
体
験
は
私
に
陰
と

9 O Macrobiotique 200"7.8
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アレッタス。ジャッタの玄米手当て法

原文 :アレックス・ジャック氏      ‐ |
(マクロビオティック・ジャーナリスト)  ・

和訳 :美上みつ子氏
(リマ・クッキングスクール師範科講師 )

0
コーンライス

(RICE WITH CORN:と うもろこし入り玄米)

特に心臓疾患、循環器系疾患、消化器のトラブルと小腸を整えるのに効果的である。

とうもろこし入りの玄米は、とうもろこしの

旨みと甘さが加わり大変おいしくなるので、特

に夏場の食欲がないときに適したものであるが、

夏場に限ったものではなく、玄米に変化をつけ

る意味で通年時々楽しむと良い。

とうもろこしは、昔から東洋では心臓 と小腸

に効果的に作用すると言われている。

近年遺伝子組み換えが行なわれるようになり、

その汚染が`亡、配されるので、なるべくオーガニ

ック、または遺伝子組み換えでない種から作ら

れたものを選ぶように心がけたい。

1.生のとうもろこしの実を芯からこそげ取る。

2.玄米2カップに対し、1/2カップのとうもろこ

しと塩少 を々加え、普通に玄米を炊く要領

で炊き上げる。

※ゆでたとうもろこしだけを食べる場合、バター、塩、

胡椒の代わりに梅干ベーストを少々塗って食べる

のも良い。そうすることにより梅の酸味が加わり、

小腸の強化や消化を助けることにもつながる。た

だし、梅ペーストのつけすぎはよくないので月ヽさじ

半分くらいを薄く塗るのが良い。

Macrobiotique 2007. 8 a 10



fi,nvironmental Issues Opinion of Arex Jack

７

月

４

日

（
独

立

記

念

日

）

ま

で

に

は

膝

の

高

さ

伝
統
的
な
こ
と
わ
ざ
に
よ
る
と
、

と
う
も
ろ
こ
し
は
”
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
独
立
記
念
日
ま
で
に
膝

の
高
さ

ま
で
に
成
長
し
て
い
る
べ
き
“
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
秋
の
収
穫
の
日
ま
で
に

は
”象
の
目
の
高
さ
“
に
な
る
べ
き

で
あ
る
と
言
う
こ
と
だ
。

と
う
も
ろ
こ
し
は
西
欧
で
は
主

要
な
穀
物
で
あ
り
、
原
住
民
に
よ

っ
て
何
千
年
も
の
間
食
べ
続
け
ら

れ
て
き
た
。
１７
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス

か
ら
来
た
正
教
徒

（ピ
ル
グ
リ
ム
）

達
が
最
初
の
厳
し

い
冬
を
越
せ
た

の
は
と
う
も
ろ
こ
し
の
お
蔭
だ

っ

た
の
だ
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
実
践

す
る
人
た
ち
の
間
で
と
う
も
ろ
こ

し
は
旬
の
間
は
茄
で
て
そ
の
ま
ま

食
べ
る
こ
と
が
多

い
が
寒

い
季
節

に
は
コ
ー
ン
チ
ャ
ウ
ダ
ー
に
し
た

り
、
ま
た
ポ
レ
ン
タ
や
タ
コ
ス
や

コ
ー
ン
グ
リ
ッ
ツ

（か
ゆ
状
の
も

の
）
と
し
て
１
年
中
食
べ
る
の
で

あ
る
。
と
う
も
ろ
こ
し
は
特
に
心

臓
と
循
環
器
系
、
ま
た
小
腸
に
作

用
す
る
準
穀
物
な
の
で
あ
る
。

今
日
全
米
の
と
う
も
ろ
こ
し
の

約
半
分
は
遺
伝
子
組
み
換
え
で
作

ら
れ
て
お
り
、
人
間
に
と

っ
て
も

野
生
の
動
物
た
ち
に
と

っ
て
も
健

康
上
の
リ
ス
ク
が
大
き
く
な

っ
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
遺

伝
子
組
み
換
え
技
術
は
有
機
農
法

や
従
来

の
農
法
の
畑
ま
で
も
汚
染

し
て
い
る
。

最
近
で
は
か
な
り
大
量
の
と
う

も
ろ
こ
し
が
自
動
車
の
燃
料
で
あ

る
エ
タ
ノ
ー
ル
を
作
る
た
め
の
原

料
と
し
て
充
て
ら
れ
て
い
る
。
世

界
中
の
ほ
か
の
国
々
で
も
主
要
な

食
物
を
石
油
に
代
わ
る
生
物
燃
料

と
し
て
転
換
す
る
試
み
が
始
ま

っ

て
い
る
。
例
え
ば
日
本
で
も
お
米

を
食
べ
る
為
で
は
な
い
代
替

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
の
試
験
的
な
生
産

が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
傾

向
と
そ
れ
が
食
に
及
ぼ
す
影
響
を

見
極
め
な
が
ら
、
個
人
と
地
球
の

健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
に
も

我
々
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
仲

間
は
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
が
来
て
い
る
。

:ヽ
r麒

t

●PROF:LE
アレックス・ジャック

過去25年間の講演、書籍、個人カウンセリングを通じて、アレックス ジャックは多くの個人や家族を健康と
幸せに導いてきた。これまで、ベトナム戦線でのレポーター、イーストウェストジャーナル編集長、クシ学国の

総支配人兼講師、ワンピースフルワールドのディレクターなどとして活躍。現在、プラネタリーヘルス代表、米

と主要食物を遺伝子組み換えから守るアンバーウェイブネットワーク代表として世界中で講演活動を行なう。

アレックスの著書

“ガンを防ぐ食事法"、“マクロビオティック健康法"、 (久司道夫共著)、 マクロビオティック料理法 (アベリース・

久司共著)、 “モーツァルトの影響"(ドン・キャンベル共著)ハムレット生誕400年記念新書をはじめとする数々

の本を世に送り出している。

アメリカ国内はもとより、日本、中国、ロシアほか多くのヨー回ッパの国々で講演を行い、彼の本は何ヶ国語

にも翻訳されている。

現在、アメリカ、ニューイングランドのパークシャーの実しい山の中で家族とともに暮らす。

The NOAH Center,401 Stookb‖ dge Rd,Great Barrington MA 01230,USA (413)528‐0297
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Ｈ
ｏ
Ｄ
・
ソ
ロ
ー
、
飯
田
実
訳

こ
の
と
こ
ろ
世
界
各
地
で
地
球
の
温
暖

化
が
深
刻
な
問
題
を
惹
起
し
て
い
る
。
南

極
や
北
極
の
氷
が
解
け
始
め
、
ツ
バ
ル
や

セ
シ
エ
ー
ル
と
い
つ
た
島
国
が
水
没
の
危

機
に
見
舞
わ
れ
、
ア
フ
リ
カ
や
中
国
で
は

砂
漠
化
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現

象
が
人
為
的
な
自
然
環
境
の
破
壊
に
起
因

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。
経
済
優
先
の
立
場
か
ら
京
都
議
定

書
を
批
准
し
な
か

っ
た
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
、

『森
の
生
活

ル
，
１
ル
デ
ン
』

持
田
鋼

一
郎

●
歌
人

地
球
温
暖
化
の
危
機
を
深
刻
に
受
け
止
め

ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
る
。
桜
沢
如

一

に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
人
間
が
宇
宙

の
法
則
、
自
然
の
秩
序
に
反
し
た
報
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
ｃ

桜
沢
が
肉
食
に
反
対
し
た
理
由
の

一
つ

に
は
、
肉
食
の
普
及
に
よ
つ
て
飼
料
と
し

て
の
穀
物
の
消
費
量
が
肥
大
化
し
、
自
然

破
壊
が
進
み
、
食
糧
危
機
が
起
こ
り
か
ね

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。

東
大
教
授
の
島
薗
進
は
桜
沢
の
こ
う
し

た
面
を

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
思
想

に
は
、
自
然
支
配
を
志
向
す
る
近
代
科
学

へ
の
批
判
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
連
な
る
発
想

が
あ
る
」
翁
癒
し
を
生
き
た
人
々
Ｌ

と

高
く
評
価
し
て
い
る
。

自
然
界
の
食
物
連
鎖
と
生
態
系
が
深
く

結
び
付
い
て
い
る
事
実
を
桜
沢
は
環
境
破

壊
が
世
界
的
な
問
題
に
な
る
は
る
か
以
前

か
ら
洞
察
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
う
し

た
桜
沢
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

書
物
に
ヘ
ン
リ
ー

・
デ
ー
ヴ
イ
ッ
ド

・
ソ

ロ
ー
の

『森
の
生
活
』
が
あ
る
。

『食
物
と
人
生
』

の
中
で
桜
沢
は
ソ
ロ

ー
の

『森
の
生
活
』
を
絶
賛
し
て
い
る
が
、

そ
の
部
分
を
や
や
長
く
な
る
が
引
用
し
て

み
よ
う
。

「
ソ
ロ
オ
の

『森
の
生
活
』
は
ガ
ン
ジ

イ
の
愛
読
書
で
あ
る
と
い
う
が
、
ま
こ
と

に

『森
の
生
活
』
は
い
い
本
で
あ
る
．
私

も
最
近
初
め
て
よ
ん
で
知
る
こ
と
の
お
そ

か
り
し
を
嘆
い
た
り
喜
ん
だ
り
し
た
。
彼

は
大
学
を
出
る
と
問
も
な
く
赤
手
空
拳
で

森
に
入
り
、
全
く
無
用
物
と
虚
栄
を

一
掃

し
た
真
生
活
の
発
見
に
努
力
し
、
遂
に
二

年
後
に
、
確
信
を
得
て
出
て
来
た
。
こ
れ

は
つ
ま
り
東
洋
の
昔
の
聖
者
、
行
者
の
生

活
の
実
行
だ
。
彼
は
自
ら
小
屋
を
た
て
、

畑
を
作
り
、
猟
を
し
冬
は
人
尺
の
雪
に
埋

も
れ
て
読
書
し
、
見
事
に
楽
し
い
健
全
な

生
活
を
建
設
す
る
法
を
発
見
し
た
。
そ
の

確
信
に
み
ち
た
言
葉
を
聞
け
！
」

こ
の
後
の
文
章
で
は
ソ
ロ
ー
の
“
歳
の

早
世
を
残
念
が

っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は

果
物
の
過
食
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測

し
て
い
る
。

ソ
ロ
ー
の

『森
の
生
活
』
は
∞
年
代
に

日
本
の
ヒ
ッ
ピ
ー
た
ち
に
も
愛
読
さ
れ
た

書
物
で
、
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
桜
沢
の
遺
志

を
継
ぐ
Ｃ
Ｉ
協
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
元
ヒ

ッ
ピ
ー
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
と
い
う
。

さ
ら
に
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
自
然
環

境
の
破
壊
が
人
間
の
生
活
を
脅
か
す
よ
う

に
な
る
に
つ
れ
ソ
ロ
ー
の
思
想
と

『森
の

生
活
』
に
対
す
る
評
価
は
と
み
に
高
ま

っ

て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
は
ソ
ロ
ー
の

『森
の
生
活
』
を
紹
介
し
、
同
時
に
桜
沢

の
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
先
駆
的
な
洞
察

力
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

ち
な
み
に
岩
波
文
庫
の

『森
の
生
活
』

の
解
説
で
、
訳
者
の
飯
田
実
氏
は
ソ
ロ
ー

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
と
り
わ
け
、
環
境
問
題
が
人
類
の
存

続
に
か
か
わ
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
深
刻
化



し
た
近
年
に
お
い
て
、
ソ
ロ
ー
は
生
態
学

お
よ
び
自
然
保
護
運
動
の
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
先
駆
者
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
わ
が
国
に
お
い

て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
生
じ
た
政

治
制
度
の
劇
的
な
変
化
に
よ
り
、
ソ
ロ
ー

が
提
起
し
た
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
国

家
と
個
人
の
良
心
と
い
う
問
題
は
、
い
よ

い
よ
切
実
感
を
帯
び
る
に
至

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
考
え
あ
わ
せ
て
み
る
と
、

よ
う
や
く
日
本
に
お
い
て
も
、
ソ
ロ
ー
の

思
想
と
人
生
が
、
そ
の
全
体
像
に
お
い
て

理
解
さ
れ
、
受
容
さ
れ
る
時
期
が
到
来
し

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。」

こ
の
解
説
が
記
さ
れ
た
の
は
１
９
９
５

年
、
桜
沢
が
ソ
ロ
ー
を
評
価
し
た
時
点
の

約
半
世
紀
後
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
桜
沢

の
思
想
の
先
駆
性
が
窺
え
る
。

ソ
ロ
ー
は
１
８
１
７
年
７
月
、
ボ
ス
ト

ン
近
郊
の
自
然
豊
か
な
田
舎
の
村
コ
ン
コ

ー
ド
に
生
ま
れ
、
４
歳
で
死
ぬ
ま
で
ほ
と

ん
ど
こ
の
村
の
近
く
で
暮
ら
し
た
。
も

っ

と
も
子
供
の
こ
ろ
か
ら
非
常
に
勉
強
が
出

来
た
よ
う
で
大
学
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に

進
み
、
こ
こ
で
ギ
リ
シ
ャ
、
ラ
テ
ン
の
古

典
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
思
想
的
基
盤
を

固
め
た
。
『森
の
生
活
』
を
読
ん
で
い
る

と
ギ
リ
シ
ャ
神
話
や
ラ
テ
ン
文
学
の
み
な

ら
ず
古
今
東
西
の
古
典
の
詩
句
が
縦
横
に

引
用
さ
れ
文
章
に
彩
り
を
添
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
ソ
ロ
ー
の
思
想
が
歴
史
か

ら
切
り
離
さ
れ
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、

西
欧
の
自
然
哲
学
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も

の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
ま
た
、

ソ
ロ
ー
が
自
然
を
愛
す
る
と
同
時
に
読
書

も
愛
し
た
と
こ
ろ
が
桜
沢
と
共
通
し
て
い

る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
優
秀
な
成
績
で

卒
業
し
た
ソ
ロ
ー
は
、
故
郷
の
コ
ン
コ
ー

ド
村
に
帰
り
、
小
学
校
の
教
員
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
生
徒
に
体
罰
を
課
す
こ
と
を
是

と
す
る
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
教
育
界
に
失

望
し
た
ソ
ロ
ー
は
兄
の
ジ
ョ
ン
と
と
も
に

私
塾
を
開
き
、
理
想
の
教
育
の
実
現
を
目

指
し
た
。
だ
が
兄
の
ジ
ョ
ン
の
健
康
状
態

の
悪
化
に
よ
っ
て
こ
の
私
塾
は
二
年
半
で

閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
牧
師
の
娘

エ
レ

ン

・
シ
ュ
ア
ー
ル
と
の
恋
に
破
れ
、
兄
ジ

ョ
ン
の
死
に
も
遭
遇
し
た
が
、
職
業
文
筆

家
と
し
て
自
立
し
、
執
筆

・
講
演
活
動
を

精
力
的
に
行

っ
た
。
や
が
て
１
８
４
４
年

の
秋
、
コ
ン
コ
ー
ド
に
近
い
ウ
ォ
ー
ル
デ

ン
湖
の
岸
辺
の
森
に
土
地
を
買

っ
て
小
屋

を
建
て
、
１
８
４
５
年
７
月
４
日
の
ア
メ

リ
カ
独
立
記
念
日
か
ら
、
２
年
２
か
月
間

に
渡
る
独
居
生
活
を
始
め
た
。
こ
の
間
の

詳
細
な
記
録
が

『森
の
生
活
』
で
あ
る
。

『森
の
生
活
』
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら

ウ
オ
ー
ル
デ
ン
湖
周
辺
の
自
然
に
つ
い
て

の
記
述
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
同
時
に
文

明
社
会
に
対
す
る
批
判
、
ソ
ロ
ー
独
特
の

人
生
哲
学
の
開
陳
に
も
多
く
の
ペ
ー
ジ
が

割
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
文
明
社
会
に
対
し
て
ソ

ロ
ー
が
ど
の
よ
う
な
批
判
を
し
て
い
た
か

を
探

っ
て
み
よ
う
。

ソ
ロ
ー
の
文
明
社
会
に
対
す
る
批
判
は

な
ん
と
い
っ
て
も
文
明
の
名
に
お
い
て
人

間
が
あ
ま
り
に
も
多
く
の
も
の
を
必
要
と

す
る
に
至

っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

た
と
え
ば
ソ
ロ
ー
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
む
か
し
か
ら
最
高
の
賢
者
た
ち
は
、

貧
し
い
ひ
と
び
と
以
上
に
質
素
で
乏
し
い

生
活
を
送

っ
て
き
た
も
の
だ
。」
文
明
社

会
は
エ
ア
コ
ン
を
手
に
入
れ
た
が
、
暖
炉

の
熱
や
タ
ベ
の
涼
風
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
。

井
戸
の
水
や
薪
を
水
道
や
ガ
ス
に
変
え
た
。

た
し
か
に
エ
ア
コ
ン
や
水
道
、
ガ
ス
は
便

利
で
あ
る
が
生
活
の
楽
し
み
を
そ
こ
か
ら

も
っ
た
い
な
～
い
‥
圭
漏
疇波
を
カ
ッ
ト
す
る
な
ん
て

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
生
ん
だ
驚
愕
の
最
新
技
術

ア
ズ
回
Ｓ
・ｙ
ｍ
ｍ
金
彰
』
コ
ン
セ
ン
ト

一
般
の
電
気
に
高
次
元
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
入
り
、
発
生
す
る
電
磁
波
や

光
・熱
・音
を
媒
介
と
し
て
高
次
元
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
空
間
に
放
出
し
ま
す
。

電
化
製
品
や
電
子
機
器
が
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ア
ポ
ロ
Ｓ
Ｅ
ｎ
ｍ
Ｍ
Ｏ
ｏ
ｎ

新
登
場
‥

Ｓ
ｙ
ｎ
ｍ
コ
ン
セ
ン
ト
が
使
え
な
い

Ｉ
Ｈ
ク
ツ
キ
ン
グ
ヒ
！
タ
ー
・大
型
エ
ア
コ
ン
・オ
ー
ル
電
化
住
宅
に
は
…

新
改
良
の
特
殊
触
媒
で
強
力
な

高
次
元
エ
ネ
ル
ギ
ー
透
過
性
を
実
現
―

配電盤や電化製品本体に貼るだけ !

おF00い合わせ、資料請求は

鍔誡夕くこちらまで

自 然 食 品 の 店  ヒ ノ モ ト
〒9100032ネ冨丼県福丼市堀の宮1803
TEL0776(21)381l FAX0776(27)6888
http://www earth― desi8n jp/hinOmoto/

メールフト
゛
レス:hinomotoOskγ  hokuriku ne jp
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得
る
こ
と
は
難
し
い
。
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
消
費
量
の
無
制
限
な
拡
大
は
自
然
環

境
を
破
壊
し
、
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

贅
沢
な
食
事
は
か
え

っ
て
病
気
の
も
と
と

な
る
。
最
高
の
賢
者
が
質
素
で
乏
し
い
生

活
を
送

っ
て
き
た
と
い
う
ソ
ロ
ー
の
言
葉

に
桜
沢
は
わ
が
意
を
得
た
り
と
思

っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
次
の
よ
う
な

一
節
も

文
明
批
判
と
し
て
実
に
面
白
い
。

「未
開
人
は
家
が
安

い
か
ら
そ
れ
を
も

て
る
の
に
対
し
て
、
た
い
て
い
の
文
明
人

は
そ
ん
な
余
裕
が
な
い
か
ら
借
り
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」

ロ
ー
ン
の
支
払
い
に
汲
々
と
し
て
い
る

日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
に
と

っ
て
は

何
と
も
皮
肉
な
台
詞
だ
が
、
南
の
島
の
ヤ

シ
の
葉
で
屋
根
を
ふ
い
た
家
に
住
む
人
々

の
呑
気
な
暮
ら
し
に
憧
れ
を
抱
く
日
本
人

は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
次
の
よ

う
な

一
節
は
桜
沢
の
言
葉
と
言

っ
て
も
お

か
し
く
な
い
。

「動
物
食
に
対
す
る
人
間
の
嫌
悪
感
は
、

経
験
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、　
一
種
の
本

能
な
の
だ
。
（中
略
）
自
己
の
高
度
な
、

あ
る
い
は
詩
的
な
能
力
を
最
良
の
状
態
に

維
持
し
た
い
と
本
気
で
考
え
る
ひ
と
び
と

は
み
な
、
と
り
わ
け
動
物
食
や
過
食
を
避

け
て
き
た
に
違
い
な
い
。」

「人
間
が
肉
食
動
物
で
あ
る
こ
と
は
、

ひ
と
つ
の
恥
辱
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
？

（中
略
）
将
来
、
人
間
に

も

っ
と
罪
の
な
い
健
康
的
な
食
物
だ
け
を

食
べ
る
よ
う
に
と
教
え
る
も
の
が
あ
ら
わ

れ
れ
ば
、
か
れ
は
ま
さ
に
人
類
の
恩
人
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
自

身
の
食
習
慣
は
と
も
か
く
と
し
て
、
人
類

は
進
歩
す
る
に
つ
れ
、
動
物
の
肉
を
食
べ

る
の
を
や
め
る
運
命
に
あ
る
と
、
私
は
信

じ
て
疑
わ
な
い
。
ち
ょ
う
ど
野
蛮
な
種
族

が
文
明
人
と
接
触
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か

ら
、
た
が
い
の
肉
を
食
べ
あ
う
習
慣
を
や

め
た
よ
う
に
。」

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
宣
（髄
が
こ
こ

に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
。
『森
の
生
活
』
に
は
ま
た
ソ

ロ
ー
の
人
生
観
、
人
間
観
が
い
た
る
と
こ

ろ
で
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
ま
た

一
五

〇
年
後
の
今
日
に
お
い
て
も
実
に
新
鮮
で
、

興
味
深
い
。

「
み
ん
な
が
褒
め
た
り
も
て
は
や
し
た

り
す
る
人
生
は
、
数
あ
る
人
生
の
ひ
と
つ

に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
ほ
か
の
生
き
方
を
犠

牲
に
し
て
、
ひ
と
つ
の
生
き
方
だ
け
を
過

大
視
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う

か
。」
今
日
の
学
校
教
育
で
は
生
徒
の
夢
や
希

望
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

偏
差
値
が
進
学
の
基
準
と
な
り
、
偏
差
値

の
高
い
大
学
に
進
み
金
か
権
力
か
社
会
的

地
位
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
人
生
の
最
大

の
目
的
と
な
る
。
社
会
で
は
経
済
格
差
が

拡
大
し
、
多
く
の
敗
者
と
少
数
の
勝
者
と

に
分
か
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
ソ
ロ
ー
の
よ
う

な
人
間
は
敗
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
エ
リ
ッ
ク

・
ホ
ッ
フ
ァ
ー

が
指
摘
す
る
よ
う
に
本
当
の
独
創
性
を
発

揮
す
る
の
は
多
く
の
場
合
社
会
か
ら
は
み

出
し
た
変
わ
り
者
、
と
き
に
は
弱
者

・
敗

者
扱
い
さ
れ
て
き
た
人
々
で
あ
る
。
人
生

に
多
様
な
価
値
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
来
る

だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
ソ
ロ
ー
の
次
の
よ

う
な
言
葉
は
ま
こ
と
に
傾
聴
に
値
す
る
。

こ
れ
も
長
く
な
る
が
引
用
し
て
お
こ
う
。

「生
活
が
い
く
ら
み
じ
め
で
あ
ろ
う
と
、

そ
こ
か
ら
顔
を
そ
む
け
た
り
は
せ
ず
、
あ

り
の
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
だ
。
自
分
の
生

活
を
避
け
た
り
罵
倒
し
た
り
し
て
は
い
け

な
い
。
そ
れ
だ

つ
て
当
人
ほ
ど
は
悪
く
な

い
の
だ
か
ら
。
生
活
は
、
諸
君
が

一
番
富

ん
で
い
る
と
き
に
い
ち
ば
ん
ま
ず
し
く
み

え
る
も
の
だ
。
粗
捜
し
屋
は
天
国
に
だ

っ

て
粗
を
見

つ
け
る
。
貧
し
く
て
も
生
活
を

愛
し
た
ま
え
。
救
貧
院
に
入

っ
て
い
よ
う

と
、
楽
し
く
胸
の
と
き
め
く
、
す
ば
ら
し

い
時
間
は
あ
る
だ
ろ
う
。
落
日
は
金
持
ち

の
邸
宅
の
窓
だ
け
で
は
な
く
、
養
老
院
の

窓
か
ら
も
、
同
じ
よ
う
に
あ
か
あ
か
と
照

り
返
る
。」

こ
れ
ほ
ど
反
時
代
的
な
言
葉
は
な
い
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
が

『森
の
生
活
が
』
人

生
の
書
と
し
て
今
日
多
く
の
人
に
愛
読
さ

れ
る
理
由
が
よ
く
分
か
る

一
節
で
も
あ
る
。

最
後
に
ウ
オ
ー
ル
デ
ン
湖
周
辺
の
自
然

に
つ
い
て
の
ソ
ロ
ー
の
詩
情
と
新
鮮
な
好

奇
心
に
満
ち
た
文
章
を
い
く
つ
か
紹
介
し

た
い
と
思

っ
た
が
、
」ヽ
れ
は
『森
の
生
活
』

を
手
に
取

っ
て
じ
っ
く
り
味
わ

つ
て
い
た

だ
く
の
が
最
上
の
方
法
だ
ろ
う
。
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9/21(金)～ 9/24(月 )
3泊4日 80,000円

マタロ料理のプロとして

お仕事をしたしヽ方に!

‐ 111:|||||||||||::|||||||:|:l:|::llllllllllllllllllll::|ll:::l:::ll,lllllll薔 ::::li::::“::::::“菫:::`“,

9/15(土)～ 9/1‐ 19(水 )
4泊 5日 60,ooo円 |・
田中 愛子先生 松本 光司先生

老後を元気で楽しく過ごしたい方

〒401-0305南都留郡富士河口湖町大石2498… 2
電 言舌:0555¨ 76‐ 6662 FAX:0555-76… 6682
メール :arcen02@mfi.or.ip

′|ヽ

,泊2日 20.000円 田中 愛子先生

個人で料理教1室を開いてt)る方、| .■‐|

‐又始めたい方に!        |‐ ■ |   |

盤ヨリ目蔵感農翻団圏膠顧嘉曜ヨ
「
hil菌第2日曜日)

Arc-en-ciel

自然食とアロマテラピー

河口湖フル

"リ
ツェーJb

私の治病体験記
昭和20年以降食生活の欧米化によつて、日本人の

体質が大幅に変化致しました。さらに高度経済成長

期の昭和鉾年以降、AF2を始めとして食品添加
物の大量使用により人類史 L例を見ない合成化学

物質力
'食
品と共に体内に蓄積されはじめました。

また排気ガスや合成洗剤による水質汚染や人気汚

染など環境汚染が深刻化し、そのため疾病の原因も

昭和20年代に比べ複雑に多様化しています。

平成14年度版の簡易4L命表で死亡原因をみると心

臓疾忠や脳血管障IFに比べ群を抜いて悪性新生物 (

ガンなど)の割合が増加しています。

投薬と外科手術に頼らず、食生活の改善で体質の変

化を体験された方 力々ヽ その貴重な体験を広く伝承

し、少しでも多くの方々に食物の大切さを知つてい

ただくためにこのたび体験記の募集を始めます。

どんなささやかな体験談でも構いません。

ぜひあなたの貴重な体験記をお寄せ下さい。

題

　

　

　

臨

食養と食養補助食品で

改善・治癒・延命された体験記

400字詰め原稿用紙5枚以上 (2000字 以上)データー人稿可

執筆概要 l lt体的症状と病名
2 改善努力の内容   食事内容等
3 医師の診断     検査結果等添付歓迎
4 改善対策とその過程 検査結果等添付歓迎

著者名 (仮名IJ能・顔写真があればなお可)

11記に該当する内容であれば、採用、不採用の如何を問わず、

1原稿 1万円の原稿料をお支払い致します (税込)。

ただし、買取り原稿とさせていただき著作権は当協会に所属

致します。原稿の返却は致しませんのでコピーをお取 リドさい。

〒1510065 東京都渋斧区大山町115 日本CI協会
電話 103-3469-7631  FAX:03-3469-7635
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一足

法

・
教

一．・一一一一一一え

一ま‐‐―‐‐‐‐

す

第
２６
回

足
と
あ
な
た
の
健
庚

０

万
病

一
元
、
す
べ
て
は
血
液
の
循
環
か
ら

行

本

昌

弘

文
化
創
作
出
版
社
長

く左兄裏〉

大
腸
は
、
小
腸
か
ら
送
ら
れ
た
水
分
を

含
む
雑
物
を
処
理
す
る
重
要
な
臓
器
で
、

俗
に
言
う
善
玉
菌
、
悪
玉
菌
が
い
っ
ぱ
い

い
る
場
所
で
す
。
そ
の
た
め
、
小
腸
の
ポ

リ
ー
プ
と
か
ガ
ン
な
ど
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
腸
は
ポ
リ
ー
プ
が
で

き
や
す
く
、
ま
た
ガ
ン
に
移
行
す
る
こ
と

が
多

い
の
で
、
よ
く
揉
ん
で
お
き
ま
し
ょ

う
。
痛
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
悪

(機ヽ

たイ7糸ε月易

組切
一鯰
豊

〈大
腸
の
ポ
リ
ー
プ
、
ガ
ン
、
便
秘
、
痔
、
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い
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
な
お
さ
ら
力
を
入

れ
て
揉
ん
で
く
だ
さ
い
。

原
則
的
に
は
踵
の
方
に
向
か
っ
て
、
し

ご
い
て
い
け
ば
良

い
の
で
す
が
、
反
射
区

に
沿

っ
て
、
ま
た
踵
の
方
か
ら
と
し
つ
か

り
揉
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑤
の
直
腸
、
④
の
肛
門
、
⑥
の
腎
臓
の

あ
た
り
が
盛
り
上
が

っ
て
い
て
、
痛
い
人

は
「土
地
が
無
く
て
も
大
地
主
（大
痔
主
と

と
私
は
呼
ん
で
い
ま
す
。
便
秘
の
人
も
痛

い
か
ら
と
い
つ
て
、
こ
こ
は
避
け
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

便
秘
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
横
行
結
腸

の
角
、
下
行
結
腸
と
直
腸
の
角
の
あ
た
り

を
良
く
揉
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
う
い
う
と

こ
ろ
に
便
が
宿
便
と
な

っ
て
、
ポ
リ
ー
プ

が
出
来
や
す
い
の
で
す
。

こ
の
あ
た
り
の
い
わ
ゆ
る
″土
踏
ま
ず
″

と
呼
ば
れ
る
場
所
は
、
消
化
器
の
反
射
区

の
あ
る
所
で
、
次
に
述
べ
る
小
腸
の
反
射

区
と
と
も
に
全
体
を
よ
く
よ
く
揉
ん
で
く

だ
さ
い
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
ご
存
知

の
き
ん
さ
ん
、
ぎ
ん
さ
ん
の
双
子
の
姉
妹

が
そ
れ
ぞ
れ
百
七
歳
、
百
八
歳
ま
で
長
生

き
を
さ
れ
て
、寿
命

一
杯
文
字
ど
お
り
「永

眠
」
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
で
す

ね
。
私
は
、
こ
の
お
二
人
の
足
型
と
足
の

写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
足
型
が
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
肺
か
ら
下
の
踵
ま
で

が
ス
ッ
ポ
リ
抜
け
て
い
て
、
右
記
の
よ
う

に
指
先
と
肩
と
肺
の
反
射
区
と
踵
し
か
無

い
の
で
す
。
や
は
り
百
歳
ま
で
生
き
る
方

と
い
う
の
は
消
化
器
が
丈
夫
で
な
い
と
い

け
な
い
ん
だ
な
、
と
納
得
し
た
も
の
で
す
。

土
踏
ま
ず
が

「土
踏
む
踏
む
」
で
な
い
こ

と
、
こ
れ
が
長
生
き
の
条
件
で
す
。
講
習

会
で
も
、
七
十
歳
以
上
の
方
は
必
ず
土
踏

ま
ず
が
き
れ
い
に
く
び
れ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、き
ん
さ
ん
、
ぎ
ん
さ
ん
の

長
生
き
の
秘
訣
。
そ
れ
は
、
何
時
も
に
こ

に
こ
と
明
る
く
前
向
き
だ

っ
た
こ
と
で
す
。

毎
年
誕
生
日
に
な
る
と
、
マ
ス
コ
ミ
が

追

っ
か
け
て
Ｔ
Ｖ
出
演
と
な
り
ま
す
。
あ

る
と
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
聞
き
ま
し
た
。

「き
ん
さ
ん
、
ぎ
ん
さ
ん
、
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
多
く

の
Ｔ
Ｖ
や
新
聞
、
雑
誌
に
登
場
さ
れ
て
、

お
金
が

一
杯
入
る
で
し
ょ
う
。
ど
う
さ
れ

る
ん
で
す
か
？
」
す
る
と
、
お
二
人
声
を

そ
ろ
え
て

「そ
れ
は
老
後
の
た
め
に
貯
金

し
ま
す
」
と
、
こ
う
答
え
た
と
か
。
真
偽

の
程
は
と
も
か
く
、
い
か
に
も
き
ん
さ
ん
、

ぎ
ん
さ
ん
ら
し
い
前
向
き
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今
で
も
、
あ
の

い
つ
も

ニ
コ
ニ
コ
と
笑

っ
て
い
た
顔
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。

飽
食
の
時
代
に
生
き
る
我
々
は
、
何
と

し
て
も
腹
八
分
に
し
て
、　
一
日
の
カ
ロ
リ

ー
を
減
ら
さ
な
い
と
消
化
器
を
痛
め
つ
け
、

あ
げ
く
に
難
し
い
病
気
に
苦
し
ん
で
し
ま

う
こ
と
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま

せ
ん
。
き
ん
さ
ん
、
ぎ
ん
さ
ん
の
生
き
た

時
代
は
、
決
し
て
豊
か
な
食
生
活
で
は
な

か

っ
た
の
で
す
か
ら
。
私
は
″少
食
粗
食
〃

が

一
番
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も

お
腹
が
空
い
た
ら
、
私
は
人
を
食

つ
て
生

き
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

小
腸
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
食
べ
た

も
の
を
消
化
吸
収
し
て
栄
養
が
血
液
や
肉

に
な
る
よ
う
に
身
体
に
送
り
こ
む
大
切
な

臓
器
で
す
。
し
か
し
、
身
勝
手
な
臓
器
と

も
い
え
、
汚
れ
た
水
分
や
雑
物
の
処
理
は

全
て
大
腸
に
送
り
こ
ん
で
処
理
を
任
せ
る

の
で
す
。
「小
腸
ガ
ン
」
と

い
う
の
は
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

こ
の
小
腸
が
弱

っ
て
し
ま
う
と
、
当
然

の
こ
と
で
す
が
消
化
吸
収
が
出
来
ま
せ
ん

か
ら
、
痩
せ
た
り
力
が
出
な
く
な

っ
た
り

し
て
、
虚
弱
な
体
質
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

す
。
偏
平
足
の
人
で
こ
の
あ
た
り
が
固
い

人
は
、
疲
れ
や
す
く
仕
事
や
勉
強
に
精
が

出
ま
せ
ん
。
よ
く
よ
く
揉
み
ほ
ぐ
し
て
、

た
く
さ
ん
食
べ
な
く
て
も
し

っ
か
り
吸
収

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
小
腸
⑦

（左
右
の
足
裏
）
〈下
痢
、腸
炎
、

腹
部
膨
満

（ガ
ス
）、
老
化
、
疲
労
、
低
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越督
―

痛 ぃっ!!でも気持ちいいっ!

今回は編集長代理の山谷が官足法セミナー

の体験をレポートしま幌

日本CI協会で官足法セミナーをはじめて4

年以_L経ちま丸

まず最初は官足法の講義から始まりま丸

「官足法」とは、官有謀先生が始めた、足揉み

健康法ということでした。

20年前、官足法講師の行本先生が官先生

に出会い、「足の汚れが万病の原因だった」

(文化創作出版、日本CI協会取扱)を出版しま

した。

20年間で170万部も販売していると聞き、驚

きました。

官足法の特徴は、「グリグリ棒」や「赤棒」を

使って、足にある神経の集まり(反射区)を押し

て、細胞に直接働きかけ、足全体を揉んで全身

の血行 (血液循環)を助けることで丸 自分で

棒を使って揉むのですが、何せ「痛い|」 で丸

写真を見ればどのくらい「痛い !」 のか想像

できるでしょう?

行本先生ご自身も「ほら、ここはこうやって揉

むんだよっここはどこそこの反射区でここを揉

むと楽になるんだ」って、見本を見せながら、み

なさんはそれを真似て一緒に揉んでいきま丸

腎臓の反射IXから始まり、内臓系、肩、首、

日と一回のセミナーではとんどの反射区を揉み

ますЭ

身体が悪いところの反射区を揉むと、痛さ

が何倍にもなるので、自分の身体の悪いとこ

ろが分かりま九

官足法は、自分で簡単にできて、費用も「棒J

だけ。副作用もなく、効果は抜群で丸

痛いけど、みなさん是非体験してください。

痛さの後の快感を知ることができま丸 足を

揉むことで身体も温かくなります。

―
‐章雛摯議微き

―
豪1蟷鰈麒颯靡

日 時 :2007年 8月17日 (金 )14:30～ 16:30
講 師 :行本昌弘 文化創作出版社長
会 場 :日 本C:協会2階
参加費 :3,500円 (税込 )

お申込 :日 本CI協会 TEL.03… 3469¨7631

FAX.03… 3469‐7635

燿覇窯
=↓

:1‐ ″.

講師をつとめる行本先生
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素材の味を引き立て生かす

赤 穂 の 天 塩

玄米は“粗 食"

天塩は “粗 塩"

いつまでも伝えていきたい赤穂の塩づくり

『赤穂の天塩』は、 日本の塩田がすべて廃止された1973年、
「音ながらの塩田産の塩」を求める人たちの消費者運動を背景にうまれまし

自然をこの手に

桜沢如一先生の直弟子佐 井々譲が開発
マクロビオティックの創設者、桜沢如1‐の直弟子佐 井々譲は、

試行錯誤の末、タンポポエキスの製造法を開発しました。本品

は国内産タンポポ根を一切添加物を加えず、そのまま40数時間

煮つめた、甘くて口当たりのよい極陽性の食品です.エキス状

になっていますので、パンに塗っても大変おいしく召しあがれます.

特に陰性体質の方には体質改善食品としておすすめです.

〔肇 著〕日本正食 品研究所 佐々井勝詞
〒196-0061東 京都町田市鶴川3‐6‐9 TEL&FAX042(736)8587

1睫趣多オーリワジャリiン株式会社
〒335-0021埼玉県戸田市新曽424フリーダイヤルTEL 0120-667-440

FAX 0120‐ 588‐ 038100g4,200円 (税込 )

美 術 印刷 一般
製 造

販 売
CD

繁 東 資 縦
代表取締役 :野 ヶ 山 勝|=子

東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒111-0053
電 話  東 京 (3862)代 表 1627～ 9番
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米国栄養学博士

安
全

・
安
心

上
局
品
質
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト

①
作
物
に
直
接
栄
養
を
与
え
な
い

化
学
肥
料
と
い
う
の
は
収
穫
量
を
求

め
て
、
人
間
が
こ
う
す
れ
ば
良
く
な
る

と
考
え
て
植
物
に
直
接
栄
養
を
与
え
る

方
法
で
す
。
し
か
し
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農

業
は
そ
う
で
は
な
く
、
栄
養
は
土
中
の

微
生
物
が
作
り
出
す
と
い
う
、
非
常
に

根
本
的
な
考
え
に
立
ち
返
っ
て
い
ま
す
。

土
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
農
業
の
基
本
で
す
。

②
危
険
な
化
学
物
質

・
化
学
技
術
は

用
い
な
い

自
然
に
存
在
す
る
も
の
に
手
を
加
え
、

し
か
も
安
全
性
の
保
証
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
遺
伝
子
組
換
え
の
製
品
を
使

用
し
な
い
、
ガ
ン
な
ど
の
病
気
の
原
因

に
な
り
か
ね
な
い
農
薬
と
呼
ば
れ
る
も

の
は

一
切
使
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。こ

う
し
た
農
業
に
お
い
て
は
、
通
常

品
よ
り
生
産
性
が
低
く
な
り
ま
す
。
化

学
肥
料
に
よ

っ
て
高
め
ら
れ
て
い
た
生

産
性
が
、
そ
の
使
用
を
中
止
す
る
の
で

す
か
ら
当
然
生
産
性
は
落
ち
ま
す
。
ま

た
病
虫
害
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
農

薬
を
使
用
し
な
い
の
で
、
病
気
や
虫
に

よ

っ
て
蝕
ま
れ
た
部
分
は
切

っ
て
捨
て

る
し
か
な
い
の
で
す
。
植
物
が
深
く
根

を
張
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
耕

す
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

除
草
剤
で
簡
単
に
雑
草
を
駆
除
す
る

の
で
は
な
く
、
鋤
き
込
む
な
ど
数
々
の

労
働
力

・
多
く
の
労
働
時
間
を
必
要
と

し
ま
す
の
で
、
生
産

コ
ス
ト
は
自
然
と

高
く
な
り
ま
す
。
加
工
段
階
に
お
い
て

も
、
安
定
剤
や
保
存
料
な
ど
の
添
加
物

は
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
輸
送
や
保
管

に
も
例
え
ば
定
温
に
保

つ
な
ど
、
細
心

の
注
意
が
必
要
に
な
り
そ
こ
で
も
コ
ス

ト
は
発
生
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
製
品
の
生
産
を
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
よ
う
に
高

い
コ
ス
ト
が
か

か

っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
り
、
消
費
者

一槃 勝久
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特集 :有機サプリメント

に
は
そ
の
対
価
支
払

い
を
求
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
消
費
者
に
対

価
支
払
い
を
求
め
る
に
は
、
そ
の
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
製
品
が
本
物
で
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
生
産
品
の
信
用
保
証
で

あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
が
制
度
と
し
て

存
在
し
な
く
て
は
、
現
実
的
に
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
も
の
は

存
在
し
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
日
本
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う

な
言
葉
の
氾
濫
に
よ
り
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
の
信
用
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
つ
ま
り
信
用

が
失
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
誕
生
し
た
の
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
認
証
制
度
で
す
。
し
か
し
ヨ

ー
ロ
ツ
パ
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
認
証
に
関
す
る
動
き
が

既
に
１
９
６
０
年
代
か
ら
存
在
し
、
自

然
発
生
的
に
民
間
の
認
証
活
動
が
進
ん

で
き
た
わ
け
で
す
が
、
日
本
に
お
い
て

は
全
く
こ
う
し
た
経
験
は
な
く
、
今
回

の
制
度
の
導
入
は
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
製
品
に
関
し
て
は
、
危
険

な
化
学
物
質
を
混
入
し
な
い
、
そ
れ
が

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
精
神
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
原
材
料
に
と
ど
ま
ら
ず

製
品
全
体
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
の
で
す
。

こ
れ
は
規
制
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ

う
し
た
精
神
が
あ
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
に
本
部
が
あ
る
国
際
有
機
農

業
運
動
連
盟

（Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
）
を
中
心

に
し
て
、
世
界
各
国
で
活
動
し
て
い
る

民
間
の
認
定
団
体
が
各
々
の
基
準
に
基

づ
き
認
定
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
も
う

一
つ
は
日
本
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

の
よ
う
に
、
国
や
自
治
体
が
統

一
基
準

を
定
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
統

一
基

準
を
設
け
て
い
る
国
や
自
治
体
で

［有

機
］
［オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
］
と
表
示
す
る
た

め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
自
治
体
の

認
定
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

認
定
を
受
け
る
た
め
の
基
準
は
、
堆
肥

に
使
用
で
き
る
資
材
や
温
度
管
理
、
緩

衝
地
帯
の
幅
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

そ
の
厳
し
い
検
査
基
準
を
満
た
し
た
も

の
だ
け
が

［認
定
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
］

と
し
て
認
め
ら
れ
、
各
機
関
の
認
定
マ

ー
ク
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
は
２
０
０
０
年
６
月
に
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
が
改
正
さ
れ
、
［有
機
○
○
］
と
表

示
し
て
販
売
す
る
に
は

［生
産
工
程
管

理
者
］
の
認
定
を
取
得
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

に
基
づ
く
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
有
機
農
産
物
加
工

食
品
を
製
造
す
る
場
合
は
［製
造
業
者
］
、

ま
た
業
務
の
内
容
に
よ
り

［小
分
け
業

者
］
［輸
入
業
者
］
の
認
定
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｍ輻雖関して

①
化
学
的
に
合
成
さ
れ
た
肥
料
及
び
農

薬
の
使
用
を
避
け
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、
播
種
ま
た
は
植
付
け
前
２
年

以
上

（多
年
生
作
物
の
場
合
は
、
最

初
の
収
穫
前
３
年
以
上
）の
間
、
堆
肥

等
に
よ
る
土
づ
く
り
を
行

っ
た
土
壌

に
お
い
て
生
産
す
る
こ
と
。

②
入
手
困
難
な
場
合
を
除
き
、
有
機
栽

培
さ
れ
た
種
子
を
使
用
す
る
こ
と
。

③
遺
伝
子
組
み
替
え
の
種
子
は
使
用
で

き
な
い
。

現
在
対
象
と
な
る
農
作
物
は
大
豆
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
じ
ゃ
が
い
も
、
菜

種
、
綿
実
、
て
ん
さ
い
で
す
。
そ
の

多
く
は
、
除
草
剤
や
殺
虫
剤
を
多
く

散
布
し
て
も
枯
れ
な
い
よ
う
に
遺
伝

子
操
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
国
内
で
は
遺
伝
子
組
み
替
え

農
作
物
は
作
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

―
ガ
一ラ
ク
）認
定
に
つ
い
て
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輸
入
さ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
の
原
料

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

遺
伝
子
組
み
替
え
さ
れ
た
農
作
物
の

安
全
性
は
い
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
し
、
な
に
よ
り
通
常
農
産
物
よ

り
、
よ
り
多
く
の
農
薬
が
使
わ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
の
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

④
病
害
虫
防
除
や
食
品
保
存
な
ど
の
た

め
に
放
射
能
照
射
を
し
な
い
こ
と
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

価鼈蜃』漿肛動鰤脳とは

原
材
料
で
あ
る
有
機
農
産
物
の
持
つ

特
性
が
、
製
造
ま
た
は
加
工
の
過
程
に

お
い
て
保
持
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
、

化
学
的
に
合
成
さ
れ
た
食
品
添
加
物
お

よ
び
薬
剤
の
使
用
を
避
け
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
製
造
さ
れ
た
加
工
食
品
を
い

い
ま
す
。
食
塩
お
よ
び
水
の
重
量
を
除

い
た
原
材
料
の
う
ち
、
有
機
農
産
物
お

よ
び
有
機
農
産
物
加
工
食
品
以
外
の
原

材
料
の
占
め
る
割
合
が
５
％
以
下
で
あ

る
こ
と
が
必
要
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
の
表
示
は
、
２

０
０
１
年
４
月
よ
り
義
務
化
さ
れ
、
法

律
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
認
証
団
体

の
調
査
費
用
、
検
査
員
の
交
通
費
。
宿

泊
費
、
認
証
シ
ー
ル
代
な
ど
、
す
べ
て

生
産
者
も
し
く
は
加
工
業
者
の
負
担
と

な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
有
効
期
間
は

１
年
の
み
で
す
。
こ
う
し
た
経
済
的
負

担
や
、
認
証
に
つ
い
て
農
林
水
産
省
と

の
見
解
の
違
い
な
ど
か
ら
、
長
年
有
機

栽
培
を
行

っ
て
い
て
も
認
証
を
受
け
な

い
生
産
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
乳
製
品
、
蜂
蜜
、
卵
、
塩
な

ど
は
現
在
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
対
象
外
と
な

っ

て
い
ま
す
。

定
量
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
で
遺
伝
子
組
換
え
穀

物
の
合
有
率
を
推
定
で
き
る
の
は
、
大

豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
穀
粒
に
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
加
工
品
中
に
含
ま
れ
る

遺
伝
子
組
換
え
作
物
の
合
有
量
の
直
接

の
検
知
方
法
は
、
現
在
確
立
し
て
い
ま

せ
ん
。
米
国
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
が
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
消
費
者
の
高

い
健

康
、
安
全
意
識
か
ら
で
す
。
高
所
得
者

を
中
心
と
し
た
層
は
、
「
ロ
ハ
ス
」
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
健
康
的
で
環
境
に
も

優
し
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
を
好
ん
で

い
ま
す
。
近
年
、
こ
の
志
向
は
高
所
得

者
か
ら
中
所
得
者

層

へ
と
広
が

っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ

う

な

傾

向

を

う

け
、
米
国
の
老
舗

ス
ー
パ
ー
が
続

々

と
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ

（自
然
食
品
小
売

業
）
を
模
倣
し
た

実
験
店
舗
を
開
発

し
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ

ク
商
品
拡
充
を
は

じ
め
ま
し
た
。
ウ

オ
ル
マ
ー
ト
も
オ

ー
ガ

ニ
ッ
ク
商
品

　
　

・

の
販

売

を

強

化

　
　
一

し
、

い
ま
や
オ
ー
　
　
一

ガ

ニ
ッ
ク
市
場
の
　
　
一一

リ
ー
ダ
ー
に
な
ら

ん
と
す
る
勢

い
で

す
。
高
所
得
者
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
い
、
一昌
く
売
れ

る
ブ
ラ
ン
ド
を
手
に
し
た

い
と

い
う

「戦
略
」
に
起
因
す
る
部
分
も
大
き
い
で

し
ょ
う
。
大
手
小
売
業
参
入
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
も
大
き
く
、
大
量
生
産
が
可
能

に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
消
費
者
に
は
こ

れ
ま
で
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
商
品
よ
り
も

凩

Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
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安
価
で
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の

で
す
。　
一
方
、
追

い
上
げ
ら
れ
る
ホ
ー

ル
フ
ー
ズ
も
安
穏
と
し
て
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
需
要
増
大
に
よ
る
調
達
先
の
競
争

激
化
で
、
品
質
の
確
保
が
困
難
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
地
元
農
家
や
小

規
模
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
農
家
の
育
成

を
真
剣
に
考
慮
し
て
い
ま
す
。

ニ
ッ
チ

市
場
を
制
し
た
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
は
今
、

他
の
小
売
業
に
負
け
な
い
新
た
な
差
別

化
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

高
く
売
れ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
を

一
時
的
な
商
売
道
具
と
す

る
の
は
短
絡
的
で
す
。

し
か
し
、
大
手
参
入
に
よ
り
製
販
の

取
引
が
整
備
さ
れ
、
地
元
の
中
小
農
家

の
将
来
を
含
め
た
論
議
が
さ
れ
る
米
国

に
、
日
本
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多

い
で

し
ょ
う
。
日
本
に
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の

波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本

で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
市
場
が
今
後
広
が
る

に
は
、
消
費
者

へ
の

「オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」

啓
蒙
運
動
が
必
要
で
し
ょ
う
。

靱
隧

・Ｒ‥

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
と
は
…
…

ア
メ
リ
カ
連
邦
農
務
省

の
こ
と

で
、

日
本
の
農
林
水
産
省
に
あ
た
り
ま
す
。

米
国
で
は
２
０
０
２
年
１０
月
よ
り
全

米
統

一
認
定
基

準

で
あ

る

Ｎ
Ｏ

Ｐ

（ｚ
註
ｏ
●
Ｌ
ｏ
品
営
いｏ
■
８
鳴
営
３

が
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
米
国
農
務
省
に
よ
る
認

可
を
受
け
た
認
定
機
関
の
み
が

Ｕ
Ｓ
Ｄ

Ａ

Ｏ
畠
８
一の
マ
ー
ク
を
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ

Ｏ
畠
営
庁

マ
ー
ク
は
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省
が
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
に
よ

っ
て
栽
培
さ
れ
た
物
で

あ
る
と
認
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｍ晰皿ドの確立

世
界
で
始
め
て
の
有
機
サ
プ
リ
メ
ン

ト

「
フ
ァ
ー
ス
ト

・
オ
ー
ガ

ニ
ク
ス
」

は
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省

（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）

よ
リ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
認
定
を
受
け
日
本

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
認
証
と
二
つ

の
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。
「
フ
ァ
ー
ス

ト

・
オ
ー
ガ
ニ
ク
ス
」
は
ア
メ
リ
カ
農

務
省

（Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
よ
リ
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
認
定
を
受
け
て
い
る
有
機
野
菜
を
使

用
し
て
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ア

メ
リ
カ
に
は
い
く

つ
も
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
認
定
団
体
が
あ
り
、
各
団
体
に
よ
り

認
定
基
準
が
異
な
る
と

い
う
問
題
点
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
農
務

省
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
指
示
に
よ
り

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
認
定
全
米
統

一
基
準
を

下
記
の
よ
う
に
制
定
し
ま
し
た
。

『製
品
と
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
認
定
の
中
で
も
、
製
品
に
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
認
定

マ
ー
ク
を
表
記
す
る
た
め
に

は
、
水
分
お
よ
び
塩
分
を
除
き
、
重
量

ベ
ー
ス
で
％
％
以
上
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

原
料
で
な
け
れ
ば
認
定
を
受
け
る
こ
と

の
出
来
ま
せ
ん
。
（原
材
料
の
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
％
計
算
は
、
水
、
塩
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
除
い
た
残
り
の
原
料
で
計

算
し
ま
す
。）

『各
原
料
に
お
い
て
は
、
農
産
物
で
あ

れ
ば
収
穫
前
の
３
年
は
農
薬
や
化
学
肥

料
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
で
有
機

栽
培
さ
れ
る
こ
と
な
ど
の
規
定
が
あ
り
、

家
畜
に
関
し
て
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
し

て
生
産
さ
れ
た
飼
料
を
給
与
し
、
成
長

促
進
剤
や
抗
生
物
質
は
使
用
し
な
い
こ

と
等
の
細
か
な
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
名
乗
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。』
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有
機
エ
イ
ジ
ヨ
ン
プ
レ
ツ
ク
ス
愛
用
者
よ
り

木
村
美
紀
さ‐‐‐ん

神
奈
川
県
　
４‐
歳

現
在
４‐
歳
。
そ
ろ
そ
ろ
生
活
習
慣
病

な
ど
色
々
な
病
気
が
気
に
な
る
歳
に
な

り
、
健
康
の
た
め
に
野
菜
中
心
の
ヘ
ル

シ
ー
な
食
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
…
…

と
日
々
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
１４

歳
と
１２
歳
の
育
ち
盛
り
の
子
供
が
い
る

の
で
、
ど
う
し
て
も
肉
中
心
の
生
活
に

な
っ
て
し
ま
い
、
野
菜
不
足
が
気
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
野
菜
不
足

を
補
え
る
よ
う
な
何
か
い
い
サ
プ
リ
メ

ン
ト
が
な
い
か
な
と
探
し
て
い
た
所
、

こ
の
フ
ァ
ー
ス
ト

・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス

に
出
会
い
ま
し
た
”
有
機
野
菜
が
バ
ラ

ン
ス
よ
ぐ
含
ま
れ
て
い
る
点
が
と
て
も

気
に
入
り
飲
み
始
め
ま
し
た
が
、
今
ま

で
ボ
ツ‐‐
ボ
ツ
と
出
来
て
い
た
吹
出
物
が

出
に
く
ぐ
な
・り
、
顔
色
が
明
る
く
な
り

ま
し
た
。
肌
も
つ
る
つ
る
に
な
り
、
友

人
か
ら

「
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
の
り

が
良
く
な

っ
た
ね
。
化
粧
品
変
え
た
．

の
，
Ｌ
っ
て
聞
か
れ
る
事
も
あ
り
ま
．す
。

自
分
で
も
飲
み
始
め
る
前
の
肌
質
と
明

ら
か
に
変
化
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
の

で
、
毎
日
飲
む
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て

い
ま‐
す
。■
●

・港
谷
洋
子
さ
ん
　
千
葉
県
　
昴
歳

●
今
ま
で
マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン
や
オ
メ
ガ

３
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
フ
ァ

ー
ス
ト

・
オ
ー
ガ
ニ
ツ
ク
ス
を
飲
み
始

め
て
１０
日
目
く
ら
い
か
ら
肌
の
調
子
が

よ
く
な
り
ま
し
た
。
（目
じ
り
の
ち
り

め
ん
ジ
ワ
が
目
立
た
な
く
な
り
、一
毛
穴

も
前
よ
り
目
立
た
な
く
な
つ
た
様
子
Ｙ

便
通
が
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
毎
〓
同

じ
時
間
に
も
よ
お
す
様
に
な
り‐
■
一ｔ

た
。
今
の
と
こ
ろ
目
立
っ
た
変
化
に
気

づ
い
た
の
は
そ
の
点
で
す
。
こ
ん
な
に

早
く
効
果
が
出
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
び

う
ぐ
り
し
て
い
ま
す
。
飲
ん
だ
感
じ
も

溝
涼
感
が
あ

っ
て
と
て
も
気
に
入

っ
て

い
ま
す
。

岩
崎
文
子
さ
ん
　
神
奈
川
県
　
”
歳

飲
み
始
め
て
１０
，
１４
■
日
で
肌
の
ソ
・

ル
ツ
ル
を
感
じ
ま
し
た
●
普
段
，
ア
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
を
塗
ら
な
い
の
一で
化
粧
の

り
は
不
明
で
す
が
、
顔
を
洗
う
と
き
に

お
肌
が
つ
る
つ
る
し
て
い
ま
す
ｆ
体
調

は
以
前
カ
ッ
プ
麺
を
食
べ
る
と
お
腹
を

こ
わ
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
ど
う
し

て
も
食
べ
た
く
な

っ
て
食
べ
た
と
こ

ろ
い
お
腹
を
こ
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ

一ん
で
し
．た
。

一■
令
で
一は
１
日
飲
み
忘
れ
た
だ
け
で
、

一ま
た
調
子
が
悪
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

一ら
も
飲
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
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特集 :有機サプリメント

o運熙‰
アクティブな生活のための、

オーガニックサプリメント

が 最近■目を集めているオーガニック(有機)とは?

ォーガニック(有機)、 それは化学物質に頼らないもののことです。有機栽培に

利用する肥料には化学合成農薬や化学肥料にはない健康を維持する

微量栄養素や二次代謝を多量に含んでいます。

HHなぜオーガニックが必要か
私達の身のい|りにある化学物質が、自然環境や私達自身に影響を与え

続けていることが分かってきました。環境ホルモン、アトピー、アレリレギーなど

解決できない問題が増える中、化学物質や食品添加物を1つ 1つ減らして

いくのと同時に、オーガニックなど質の高い栄養素を多く取り入れていく

生活習慣を身に付けていきましょう。

燎
ビタミンC以外の自然勒

mm高価格な理由
お米にもプランド米があ ように、厳しい規制・基準のせ 、生産数が限弾 ています。野菜に関して

言えば、有機生産できているものは全体のわずか10%ほどしかないと言われています。

化学肥料も使わない分、人件費がかかったり、ロスがおきたりして生産が難しいからです。

有機栽培された栄養価の高い野菜を ―度に、バランスよく、毎日摂取することは大変なことです。

しかしサプリメントであれば必要量を手軽で簡単に補うことができます。

中でも「ファースト・オーガニックス」は厳しい条件のもと、その優秀さが米国(USDA)で
初めて認定されたサプリメントです。また日本においても有機JASマークを取得しています。

全米ではUSDA、 日本では有機」A■ダブル認証がされてしる世界初の有機サプリメントです。

●100%天然原料
●フィリップ・マフェトン医師推奨

●USDA(アメリカ連邦農務省)と有機JAS(日 本農林水産省)より認定

♂ 家,:零拿:1昴草が認められたサプリメントのすすめ

■販売者 7T一リワジャバリ株式会社 酬:f:il。基弄量『畢麟恵撫8&038

Ohsawa

天然成分と合成成分の違い
合成ビタミンCと天然ビタミンCのイメ■ジ歯

…

  
‐嬌

自然アスコルビン違

*体 内の吸収を高めるにはそれぞれの栄養素が村lr■に働きあつて

作′1する事が必要です。

A訴油′e)とまアメリカ連邦農務省は
日本の農林水産省にあたります.uSDAの
許可を受けた商品のみかよOA Omたマ
ークをつけることができます.オーガニックと
は 穀虫剤や化学合成肥料を使用せず栽

培したもので、遺伝子組み換え 食品照射

漆力帳 の使用も認められまtf4.

農林水産大臣が制定した
'日
本農林規格

lUAS規 格)1による格付け調査に合格した

製品にOASマークをつけることが認められ

ます.「有機」ASマ ーク」力
`な
い農産物や晨

産物加工食品にr有 機 J「オーガニックJ

などの名称の表示や 紛らわしい表示をす

ることは法律で禁止されています。
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健
康
は
幸
福
と
平
和
の
基
盤

人
は
常
に
多
く
の
夢
や
願
望
を
抱
い
て

生
き
て
い
る

安̈
ら
か
で
満
た
さ
れ
た
心
、

健
康
な
身
体
、
円
満
な
人
間
関
係
、
平
和

な
家
庭
、
豊
か
な
生
活
、
身
体
的
能
力
、

知
的
能
力
、
様
々
な
成
功
、
肌
界
の
平
和

な
ど
、
限
り
な
く
求
め
て
い
る
．

ど
ん
な
夢
や
願
望
も
、
基
盤
と
な
る
の

は
健
康
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
健
康
で
な

け
れ
ば
、
喜
び
も
、
充
足
感
も
、
感
謝
の

念
も
、
美
し
さ
も
、
愛
も
、
心
か
ら
感
じ
、

そ
れ
を
深
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
．
典
の
ャ
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
い

い
生
き
方
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
　
ま

し
て
、
平
和
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
な
ど

到
底
で
き
る
も
の
で
は
な
い
．
自
分
の
こ

と
だ
け
で
、
飽
和
状
態
な
の
だ
〓

だ
れ
も
が
望
ん
で
い
る
最
高
の
生
き
方

は
、
個
々
の
健
康
と
人
類
全
体
の
平
和
が

な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

＾
人

＾
人
の
健
康
と
幸
せ
が
広
く
拡
大

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
と
平
和
が

実
現
す
る
の
で
あ
る
．

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
要
は
、　
ハ
ー
ド
で
は

な
く
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
ソ

フ
ト
で
あ
る
．

人
の
要
は
肉
体
と
い
う

ハ
ー
ド
で
は
な

く
、
膨
大
な
デ
ー
タ
と
し
て
苔
積
さ
れ
て

い
る
心
で
あ
る
．

世
界
の
平
和
は
、
社
会
の
し
く
み
や
人

類
の
作
り
出
し
た
文
明
の
利
器
と

い
う

ハ

ー
ド
で
は
な
く
、
地
球
上
に
生
き
る
人
々

の
心
如
何
で
成
り
立

つ
も

の
で
あ
る
。

人
々
が
永
遠
に
求
め
続
け
て
き
た
も

の

を
得
る
た
め
に
は
、
人
々
の
真

の
健
康
を

ベ
ー
ス
に
し
な
け
れ
ば
実
現
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
中

今
、
多
く

の
人
が
そ
こ
に
気
づ
き
始
め

て
き
た
。

ど
ん
な
問
題
も
、
皮
相
的
、
部
分
的
、

刹
那
的

に
と
ら
え

る

の
で
は
な
く
、
本

質

・
本
源
を
見
て
核
心
部
分

の
改
革
を
行

わ
な
け
れ
ば
、
根
源
的
解
決
に
は
至
ら
な

い
．健
康
問
題
を
考
え
る
場
合
も
、
本
質

・

本
源
を
認
識
す
る
こ
と
が
真

の
健
康
に
つ

な
が
る
の
で
あ
る
．

真
の
健
康
と
は

健
康
と
は
、
単
に
病
気
が
な
い
と
い
う

こ
と
の
み
で
は
な
い
．
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
、
完
全
調
和
の
状
態
を
い
う
の
で

あ
る
ｃ

肉
体
的
に
完
全
な
状
態
と
は
、
細
胞
レ

ベ
ル
、
分
子
レ
ベ
ル
、
原
子
レ
ベ
ル
で
調

和
さ
れ
、
日
常
の
ど
ん
な
状
況
に
お
い
て

も
何
の
支
障
も
な
く
生
活
で
き
る
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
た
身
体
で
あ
る
。

人
体
は
∞
～
７０
兆
個
の
細
胞
で
構
成
さ

れ
て
い
る
．

全
身
を
流
れ
る
血
液
細
胞
が
∞
兆
個
あ

り
、
こ
れ
を
含
め
る
と
１
０
０
兆
個
の
細

|■|,1■ |

||`|:1,

|:球
=

|11■ til

11111豪

^ミ

芸燃↓

|ヽ準彗彗|タ
|||:||1警 |=:′

1ヽ111ヾミヽ

=嶺
|

tいヽヽ
`″

一欝医療
Ｆ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
伽利
Ⅲ
川

臨
収
譜
限

■|■|'■ltl●,■しヽ■■t■ .■

|ギ姦燿畿轍繋感ギ11111■

‐鮨 繊
=.‐
‐‐.1‐

ト
ー
タ
ル
７
４
フ
デ
ザ

||.II11111111'11111'|●T
L
DV

真
の
健
康

ゆ ″′夕

“

12∞7.8● 2`



饉
胞
が
人
の
生
命
を
維
持
し
て
い
る
。

そ
の
す
べ
て
の
細
胞
が
、
正
常
に
機
能

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
障
な
く
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
周
囲
の
状
況
や
環
境

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
、
常
に

一
定

の
体
内
環
境
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

健
康
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

気
温
や
気
圧
が
変
化
し
て
も
、
体
内
の

温
度
も
血
液
を
流
す
圧
力
も

一
定
で
あ

２一
。外
部
か
ら
ほ
こ
り
や
虫
な
ど
の
異
物
が

侵
入
し
て
も
、
自
動
的
に
排
除
さ
れ
て
し

■よ
ｎヽノ。
病
原
菌
が
侵
入
し
て
も
、
健
康
な
体
内

で
は
繁
殖
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

体
内
条
件
が
悪
く
て
病
原
菌
が
繁
殖
し

て
も
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
働
い
て
排
除
し

て
し
ま
う
。

す
べ
て
自
動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
の

で
、
余
計
な
事
を
す
る
必
要
は
な
い
。
健

康
体
は
、
生
き
る
の
が
と
て
も
楽
で
あ
る
。

一撰
気

と

は

健
康
と
病
気
の
境
界
は
、
明
確
で
は
な

い
。
現
代
医
学
で
は
、
生
活
に
支
障
を
き

た
す
症
状
が
あ
る
か
、
病
理
検
査
を
し
て

障
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合
を
疾
患
と
い

ｎゝノ。と
こ
ろ
が
、
現
代
人
は
疲
労
と
も
病
症

と
も
区
別
が
つ
か
な
い
よ
う
な
、
複
数
の

不
快
現
象
が
現
れ
る
こ
と
が
多
い
。
不
快

症
状
が
異
常
な
ほ
ど
強
く
な
っ
て
病
院
の

検
査
を
受
け
て
も
、
病
名
が
つ
か
な
い
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
で
も
本
人
の
訴

え
が
強
い
と
、
「神
経
性
…
…
」
と
い
う

よ
う
な
病
名
が
付
け
ら
れ
る
。

心
や
神
経
が
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
き
た

し
て
い
る
と
い
う
訳
で
あ
る
。
病
気
を
細

か
く
明
確
に
分
類
し
て
、
簡
単
に
片
を
つ

け
よ
う
と
す
る
。

人
の
身
体
は
、
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

き
わ
め
て
複
雑
精
妙
な
も
の
で
あ
り
、
地

球
上
で
も

っ
と
も
精
密
な
構
造
物
で
あ

る
。
機
械
の
よ
う
に
扱
え
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
を
単
純
化
し
無
機
化
し
て
扱
お

う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
無
理
と
矛
盾
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。

人
に
は
本
来
、
自
己
治
癒
力
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
け
が
で
も
病
気
で
も
、
す
べ

て
は
自
己
治
癒
力
が
治
す
の
で
あ
る
。
治

療
は
、
そ
れ
を
補
助
す
る
も
の
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
自
己
治
癒

力
の
働
き
を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り

を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

病
気
は
、
苦
痛
を
と
も
な
う
も
の
で
あ

る
。
体
に
異
変
が
あ
れ
ば
、
神
経
が
異
常

事
態
の
シ
グ
ナ
ル
を
脳
に
つ
た
え
る
。
す

る
と
、
行
動
意
欲
が
な
く
な

っ
て
く
る
。

そ
れ
は
、
自
然
に
安
静
を
促
す
こ
と
に

な
る
。
余
計
な
機
能
を
す
べ
て
停
止
し
て
、

全

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
修
復
に
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

同
時
に
脳
は
、
異
常
事
態
を
修
復
す
る

た
め
に
必
要
な
機
能
を
総
動
員
し
て
、
正

常
な
状
態
に
一戻
そ
う
と
す
る
。
余
計
な
負

担
を

一
切
な
く
し
て
、
自
己
治
癒
力
を
フ

ル
に
発
揮
で
き
る
条
件
を
つ
く
れ
ば
、
ど

ん
な
病
気
も
速
や
か
に
安
全
に
確
実
に
治

癒
す
る
も
の
で
あ
る
。

病
気
は
人
を
苦
し
め
る
悪
な
る
存
在
で

は
な
く
、
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

仮
に
病
気
の
存
在
が
な
け
れ
ば
、
人
は

わ
ず
か
の
異
変
で
あ

っ
け
な
く
死
ん
で
し

ま
う
。
病
気
を
避
け
た
け
れ
ば
、
自
分
の

身
体
に
苦
痛
を
伴
う
ほ
ど
の
修
復
反
応
を

お
こ
す
よ
う
な
負
担
を
与
え
な
け
れ
ば
よ

い
の
で
あ
る
。
自
然
界
の
法
則
に
則

っ
た

TLD(ト ータルライフデザイン)の原理

一般的な解決法

欲・購購一褥一躙欲魃聰膜一漑蒻聰鰤絣一鐵一蛛・輔一
．一畿
麟・難難肝・魃一魃雛
鉤一難一鮮一簸一畿難
徳無

一一
一帯一一一・一

チ
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普段の生活の基盤になるもの



生
活
を
し
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

現
代
人
の
生
活
は
、
過
度
の
負
担
と
ゆ

が
み
の
連
続
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
様
々

な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
発
生
す
る
。
少
々
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ら
、
気
づ
か
な
い
う
ち

に
修
正
さ
れ
て
何
事
も
な
く
過
ご
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
生
活
条
件
が
あ
ま
り
に
悪
い

と
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
や
機
能
低
下
が
大
き
く

な
る
。
こ
れ
を
修
復
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

体
内
で
は
大
き
な
変
動
が
お
こ
る
。

こ
の
と
き
は
、
変
化
が
大
き
い
た
め
に

そ
れ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
不
快

症
状
に
な

っ
て
現
れ
る
。

こ
の
、
修
復
現
象
を
病
気
と
い
う
。

不
快
な
現
象
や
苦
し
い
現
象
が
現
れ
る

の
で
悪
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ

も
そ
も
視
点
が
ず
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

調
和
の
生
活
を
し
て
い
れ
ば
、
大
き
な

修
復
反
応
は
お
こ
ら
な
い
の
で
、
不
快
な

こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
病
気
は
、
生
活
の
不
調
和
を
気

づ
か
せ
る
体
内
か
ら
の
警
鐘
で
あ
り
、
命

を
守
る
働
き
で
あ
る
。

生
命
保
持
の
働
き
を
最
大
限
に
発
揮
さ

せ
れ
ば
、
問
題
は
速
や
か
に
解
消
さ
れ
る
。

病
気
が
悪
化
し
た
り
、
命
を
失
う
こ
と
が

あ
る
の
は
、
対
処
の
仕
方
が
間
違

っ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

腑睡
康
レ
ベ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク

今
自
分
の
身
体
の
健
康
レ
ベ
ル
が
ど
の

程
度
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
人
間
ド

ッ
ク
で
精
密
検
査
を
受
け
て
も
そ
れ
で
十

分
と
は
い
え
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
臨
床
検
査
で
は

一
定
レ
ベ

ル
以
上
の
障
害
が
な
け
れ
ば
結
果
に
現
れ

な
い
。
病
気
が
進
行
し
て
悪
化
す
る
前
に
、

兆
候
程
度
の
段
階
で
事
前
に
問
題
を
解
消

す
る
必
要
が
あ
る
。

悪
化
し
て
か
ら
で
は
、
修
復
す
る
の
に

余
計
な
時
間
と
労
力
が
か
か
る
の
だ
。
回

復
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
、
少
な
く
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
問
題
は
初
期
の
う
ち
に
除

い
て
、
重
大
事
に
な
る
こ
と
は
回
避
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
、
き
わ
め
て
簡
単
で

あ
る
。
人
は
、
健
康
で
あ
れ
ば
自
分
の
肉

体
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。
少
し

で
も
異
変
が
あ
れ
ば
、
脳
は
そ
れ
を
気
づ

か
せ
る
た
め
信
号
を
送

っ
て
感
じ
さ
せ

る
。
場
合
に
よ
つ
て
は
、
苦
痛
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
朝
起
き
て
か
ら
１
日
中
身
体

の
存
在
を
意
識
し
な
け
れ
ば
、
健
康
と
い

え
る
。

現
代
人
に
は
、
そ
ん
な
人
は
皆
無
で
あ

る
。
一肩
や
腰
、
腕
や
足
、
胃
や
腸
な
ど
身

体
の
内
外
に
そ
の
存
在
を
感
じ
て
い
る
。

そ
の
現
象
は
、
す
べ
て
内
か
ら
の
警
告
で

あ
る
。
そ
の
警
告
を
無
視
し
続
け
た
結
果
、

い
つ
の
間
に
か
重
大
な
事
態
に
陥

っ
て
い

く
の
で
あ
る
。

起
床
時
の
身
体
の
感
覚
で
自
然
に
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
の
で
あ
る
。

朝
か
ら
、
疲
労
感
が
残

っ
て
い
る
、
日

が
疲
れ
て
い
る
、
腰
が
重
い
、
頭
が
重
い
、

意
欲
が
わ
か
な
い
な
ど
、
毎
日
憂
鬱
な
目

覚
め
で
も
、
そ
ん
な
も
の
か
と
我
慢
し
て

生
活
を
続
け
る
。

そ
う
い
う
人
が
大
半
で
あ
る
。
苦
痛
が

ひ
ど
く
て
、
病
院
で
検
査
を
受
け
、
病
名

が
つ
い
て
も
確
実
な
解
決
法
も
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

健
康
は
、
自
ら
守
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

他
に
頼
ろ
う
と
す
る
の
が
そ
も
そ
も
間
違

っ
て
い
る
。
原
理
が
わ
か
れ
ば
、
自
分
で
健

康
維
持
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

健
康
の
要

⌒１
）
食
生
活

人
の
体
は
、
細
胞
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

細
胞
は
、
血
液
に
よ
っ
て
養
わ
れ
て
い
る
。

毎
日
生
ま
れ
て
い
る
７
０
０
０
億
個
の
新

生
細
胞
の
素
材
も
血
液
で
あ
る
。

血
液
は
、
生
命
維
持
の
重
要
な
要
で
あ

る
。
血
液
は
、
す
べ
て
食
物
に
よ
っ
て
造

ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
食
物
の
質

が
細
胞
の
質
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

食
物
は
、
日
か
ら
摂
り
入
れ
ら
れ
胃
と

腸
で
処
理
さ
れ
た
あ
と
、
小
腸
か
ら
吸
収

さ
れ
る
。
栄
養
素
は
、
こ
こ
か
ら
血
液
に

変
っ
て
肝
臓
に
運
ば
れ
て
い
く
。
肝
臓
内

で
、
血
液
の
最
終
段
階
に
変
化
し
て
心
臓

に
送
ら
れ
、
全
身
に
送
り
出
さ
れ
る
。
こ

う
し
て
血
液
は
、
全
身
の
細
胞
を
生
か
し

て
い
く
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

毎
日
の
食
生
活
が
、
体
質
、
体
力
、
脳

健康ピラミッド
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機
能
、
神
経
系
、
精
神
状
態
ま
で
も
左
右

す
る
の
で
あ
る
。

（２
）
精
神
生
活

身
体
各
器
官
、
臓
器
、
脳
は

一
体
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
器
官
を
、
統
括
し
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
は
、
自
律
神
経
と

ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
。
自
律
神
経
と
ホ
ル
モ

ン
の
中
枢
は
、
脳
の
中
心
に
位
置
す
る
脳

幹
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
脳
が
全
身
器
官
の
が
フ
ン
ス
を

保
つ
重
要
な
役
割
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

脳
は
、
心
と
直
結
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
心
の
状
態
が
身
体
に
即
反
映
す
る
。

楽
し
い
、
う
れ
し
い
、
安
心
、
感
謝
な

ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
識
の
と
き
は
、
自

律
神
経
系
は
安
定
し
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が

旺
盛
に
な
り
、
血
流
が
盛
ん
に
な
り
、
免

疫
力
は
増
進
し
、
全
身
細
胞
の
機
能
が
高

上
し
、
障
害
を
お
こ
し
に
く
く
な
る
。

反
対
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
心
は
、
す
べ
て

が
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
全
身
の
あ
ら
ゆ
る

機
能
が
低
下
し
て
、
病
気
に
か
か
り
や
す

く
な
る
。
病
気
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
悪
化

す
る
。
傷
が
あ
れ
ば
、
治
り
に
く
く
な
る
。
重

篤
な
病
人
な
ら
、
命
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。

ま
た
、
無
意
識

（下
意
識
）
の
中
に
あ

る
想
い
と
自
己
像
は
、
脳
を
通
じ
て
肉
体

に
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
。
下
意
識
の
中
に

何
が
存
在
す
る
か
は
、
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
表
面
に
現
れ
る
現
象
を
見
て
お

お
よ
そ
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

心
は
常
に
喜
び
と
感
謝
の
念
に
満
た
さ

れ
、
下
意
識
の
な
か
に
は
健
康
で
幸
せ
な

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
満
た
し
て
お
く
。

真
の
健
康
を
求
め
る
な
ら
、
こ
の
よ
う

な
心
の
調
和
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
須

で
あ
る
。
ど
れ
ほ
ど
優
れ
た
健
康
法
を
実

行
し
て
も
、
食
生
活
を
完
璧
に
整
え
て
も
、

心
が
乱
れ
て
い
て
は
真
の
健
康
は
縁
遠
い

も
の
と
な
る
。

（３
）
動

細
胞
が
生
命
活
動
す
る
と
き
は
、
栄
養

素
と
酸
素
を
休
み
な
く
供
給
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

少
し
で
も
不
足
す
る
と
、
と
た
ん
に
機

能
が
低
下
す
る
。
し
ば
ら
く
供
給
が
止
ま

れ
ば
、
細
胞
は
死
滅
す
る
。
全
身
の
あ
ら

ゆ
る
細
胞
に
、
絶
え
間
な
く
必
要
物
質
を

供
給
す
る
の
は
血
液
の
役
割
で
あ
る
。

一
方
、
細
胞
の
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た

老
廃
物
を
全
身
各
器
官
か
ら
回
収
し
、
肝

臓

・
腎
臓
を
通
し
て
体
外
に
排
泄
す
る
に

は
、
血
管
と
と
も
に
リ
ン
パ
管
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

供
給
も
回
収
も
、
血
管
・
リ
ン
パ
管
の

中
を
体
液
が
流
れ
て
行
わ
れ
る
。
血
管

・

リ
ン
パ
管
の
中
を
、
血
液

・
リ
ン
パ
液
が

円
滑
に
流
れ
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
筋

肉
の
伸
縮
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

筋
肉
活
動
の
ポ
ン
プ
作
用
に
よ
っ
て
、

体
液
は
勢
い
よ
く
流
さ
れ
る
。

ど
ん
な
に
完
壁
な
食
生
活
を
実
践
し
て

い
て
も
、
動
か
ず
に
い
る
生
活
は
循
環
不

良
を
お
こ
し
、
体
中
に
老
廃
物
が
滞
り
、

様
々
な
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な

２一
。若
い
年
代
で
あ
れ
ば
、
動
か
な
く
て
も

あ
る
程
度
は
循
環
す
る
。
が
、
年
齢
が
高

く
な
る
ほ
ど
体
液
循
環
が
悪
く
な
り
、
動

か
な
け
れ
ば
流
れ
な
く
な
る
。
だ
れ
で
も
、

年
を
と
る
ほ
ど
動
か
な
く
な
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
ま
す
ま
す
体
は
固
く
な

り
、
筋
力
は
衰
え
て
い
く
た
め
動
く
の
が

お
っ
く
う
に
な
り
、
悪
循
環
に
お
ち
い
り
、

や
が
て
脳
ま
で
も
循
環
不
良
が
起
，ち
て
く

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
認
知
症
へ
と
発
展
す

２一
。特
別
な
運
動
を
す
る
必
要
は
な
い
。

日
常
の
ふ
つ
う
の
動
き
を
、
頻
繁
に
ス

ピ
ー
デ
イ
ー
に
動
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

立
っ
た
り
座
っ
た
り
、
荷
物
を
持
っ
た

り
、
掃
除
を
し
た
り
、
何
気
な
い
行
動
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。

●PROF:LE
ほそかわ・かずひろ
1948年生まれ。東西医学、心身医学、食事療

法 (食養)、 伝承医療等を統合した総合的治療

法・健康法を30年間現場で研究。食養と心身
コントロール (自己整斉法)をベースに、根源

的な統合健康法の普及・指導を行っている。

著書に『自然健康法』「気と食・驚異のパラン

スパワー』「食養生大全』(共著)などがある。
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じ
め
に
‥
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・　
　
　
　
一　
・―
―

今
月
号
か
ら
一二
―
ヨ
ー
タ
の
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
や
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
フ
の
情

報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま

す
。
私
は
１
９
９
９
年
に
ボ
ス
ト
ン
か
ら

移
り
住
み
、
今
年
で
一コ
ー
コ
ー
ク
在
住

８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

８
年
と
い
つ
も
の
、
仕
事
場
は
自
宅
、

食
事
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
自
炊
、
マ
ク
ロ
の

食
材
は
通
販
で
他
州
よ
リ
ネ
ッ
ト
で
購

入
、
と
ほ
と
ん
ど
家
か
ら
出
な
い
生
活

を
し
て
き
た
た
め
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク

は
も
と
よ
り
、
一二
―
ヨ
‐―
ク
の
情
報
に

は
か
な
り
疎
い
と
い
つ
の
が
正
直
な
ど

こ
ろ
で
す
も
実
際
、
日
本
に
住
む
友
人

か
ら
コ
ニ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
今
、■〇
〇
が

流
行
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
，
こ
と
．尋
ね
ら

れ
て
初
め
て
知
る
と
い
？
」と
も
多
々

あ
る
く
ら
い
で
す
。
こ
ん
な
私
で
す
か

ら
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
は
少
々
頼
り
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
い」れ
か
ら

は
好
奇
心
の
ア
と
ア
ナ
を
頼
り
に
、
自

分
の
暮
ら
し
や
体
験
を
通
し
て
見
え
る

身
近
な
一三
―
ヨ
ー
ク
情
報
を
お
届
け
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ム員
答
π
粧
品

の
レ
）ヽ′ピ
も
盛
り
込
ん
で
紹
介
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

一米
国
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
食
品
と
は
？

一商
品
表
示
と
そ
の
意
味

一
昔
前
ま
で
は
”
●
”
ご
３
一
⌒ナ
チ
ュ

ラ
ル
　
自
然
ド
か
否
か
と
い
う
こ
と
が

話
題
だ

っ
た
ア
メ
リ
カ
の
食
事
情
ｃ
何

が
自
然
な
の
か
定
義
付
け
が
難
し
か

つ

た
た
め
、
「ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
と
い
う
表
示

は
か
な
り
乱
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
．
し

か

し

現

在

の

キ

ー

ワ

ー

ド

で
あ

る
”（栖
西
庁
（オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
　
有
機
ド
と

い
う
言
葉
は
規
制
が
し
か
れ
、
む
や
み

に
食
品
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
表
示
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
消
費
者

の
安
心
に
つ
な
が
る
か
と
言
え
ば
、
規

制
が
細
か
い
分
、
逆
に
複
雑
に
な

っ
て

し
ま

っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
．
実
際
の

と
こ
ろ
、
食
品
を
購
入
す
る
と
き
に
は

以
前
よ
り
も
高
度
な
消
費
者
の
知
識
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る

「オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
」

と
は
何
か
を
簡
単
に
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
．

ざ
員
曽
一ｏ
（オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
Ｔ

の
商

品
で
い
ち
ば
ん
よ
く
見
か
け
る
表
示

は
”
Ｃ
∽
∪
＞
Λ
ｏユ
浄
Ｏ
Ｒ
鬱
】汁

（ア
メ
リ

カ
合
衆
国
農
務
省
に
認
可
さ
れ
た
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
食
品
ド
と
い
う
も
の
［
こ
れ
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オーガニックの苺と普通の苺。産地もはつきり書かれていま丸

は

「
９５
％
以
上
が
有
機
の
原
材
料
で
あ

る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
す
。
完
全
に

有
機
の
場
合
は
”
Ｈ８
Ｓ

Ｃ
∽
∪
＞
あ
ｑ
巳
＆

ｏ
品
営
口

と
い
う
表
示
に
な
り
、
「最
低

で
も
Ю
％
が
有
機
原
材
料
」
で
あ
る
な

ら
ば
”日
と
の
ま
，

Ｒ
器
』汁

５
鴨
＆
け
”
お

（有
機
原
材
料
で
作
ら
れ
た
ド

と
表
示

さ
れ
ま
す
。

”Ｃ
∽
∪
＞
あ
①簿
日
の
Ｏ
ｏ
鴨ヽ
５
【，

の
コ
雲
側

を
取
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

審
査
が
年
々
厳
し
く
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
申
請
費
用
も
ど
ん
ど
ん
高
く
な

っ

て
き
た
た
め
小
規
模
経
営
の
有
機
農
家

は
、
認
可
を
中
請
を
や
め
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
う

い
っ
た
農
家
の
中
に
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
持
続
可
能
な
方

法
で
の
作
物
栽
培
に
こ
だ
わ
り
を
持

つ

人
た
ち
も
多
く
な
り
、ご
①毬
ａ

Ｒ
∞
餃
諄

Ｌ

い
う
独
自
の
表
示
を
つ
け
る
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
で
す
。

一
¨
互
‥
ヨ
ー
カ
ー
に

一
オ
！
ガ
一
ラ
ク
ラ
イ
フ
を
提
供
す
る

一大
型
ス
ー
パ
ー
「ホ
ー
ル
フ
ー
ス
」

ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
は
全
米
で
チ

エ
ー
ン

展
開
し
て
い
る
大
型
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

系
ス
ー
パ
ー
で
す
。

マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
の

中
で
は
チ
ェ
ル
シ
ー
地
区
な
ど
を
含
め

３店舗ありますが、私が■．■一一一一一薔戦一

”工回伝いいＨ賤［〔御一一げ一″一一朴一一一一″一

利日″コ一部畳制向「「オ一はか月ツ
．一一一一一一一一一一一一

州″̈
剛「リレ入国御けれ』つる【伸″　・一一一一一一一一一

け”川「哺噸秘膳‐こ「″喝れ切「紺．　・
．‐一・・一一一

面
積
は
５
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
ビ

一●
一●
●
■
一

ル
の
正
面
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
力
ず
●
■
●
´
一

エ
レ
ベ
ー
タ
を
降
り
て
い
く
と
、一な
上
●
●
■
●
ヽ
一

い
に
凱
嘲
聾
薫
』
ら
い
物
鶴
』
精
一人
一
・
一
一
一
一一一一一摯

ま
ず
日
に
飛
び
込
ん
で
来
る
のは
、左
一
一一一
．一
ヽ
一
一

す
。
オ
ー
ガ
一ラ
ク
の
も
の
は
ざ
『∞”“一？
、　
　
　
一■
●
一

そ
う
で
な
い
も
の
は
”ｏｏつくのユ
ざ
ｏ２
　
　
　
．●
■
一

（通
常
の
ド
と
表
示
し
て
い
る
の
は
ホ
　
・
・―
■
●

―
ル
フ
ー
ズ
な
ら
で
は
か
も
し
れ
ま
せ

ん

（普
通
の
ス
ー
パ
ー
で
は
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
で
な
い
商
品
に
あ
え
て
特
別
な
表

示
は
つ
け
ま
せ
ん
）
。

奥

へ
進
ん
で
い
く
と
ア
ジ
ア
食
材
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
イ

ン
ド
や
タ
イ
な
ど
の
他
、
和
食
材
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
昆
布
、
わ
か
め
、
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馘 襴

あ
ら
め
、
ひ
じ
き
、
の
り
な
ど
の
海
藻

類
を
は
じ
め
、
み
り
ん
や
し
ょ
う
ゆ
な

ど
の
調
味
料
、
葛
粉
、
ご
ま
塩
な
ど
な

ど

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
乾
物
食
材

は
こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
揃
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

お
米
や
雑
穀
類
は
あ
ま
り
見
か
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
粉
類
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
の
商
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

全
粒
粉
、
ス
ペ
ル
ト
小
麦
、
蕎
麦
粉
、

キ
ビ
粉
、
ラ
イ
麦
粉
な
ど
、
並
ん
で
い

る
と
あ
れ
こ
れ
試
し
た
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
′
く
ま
ξ

（大
豆
粉
）
と
い

う
の
も
あ
り
、
き
な
粉
と
同
じ
も
の
な

の
か
ち
ょ
っ
と
興
味
が
沸
き
ま
し
た
。

入
り
口
正
面
か
ら
右
手

へ
伸
び
る
の

は
、
日
本
の
デ
パ
地
下
と
ホ
テ
ル
の
バ

イ
キ
ン
グ
が
あ
わ
さ

つ
た
よ
う
な
グ
ル

メ
フ
ー
ド
エ
リ
ア
。
世
界
中
の
お
惣
菜

か
ら
ス
イ
ー
ツ
か
ら
ワ
イ
ン
か
ら
な
ん

で
も
あ
り
ま
す
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
料
理

の
種
類
が
豊
富
な
フ
ー
ド
バ
ー
も
あ
り
、

こ
の
店
舗
の
人
気
の
ひ
と

つ
と
な

っ
て

い
ま
す
。
フ
ー
ド
バ
ー
で
は
、
バ
イ
キ

ン
グ
感
覚
で
好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ

け
器
に
入
れ
た
ら
、
レ
ジ
で
重
さ
を
は

か

っ
て
代
金
を
支
払

い
ま
す
。
レ
ジ
の

横
に
は
大
き
な
ダ
イ
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
が

あ
る
の
で
、
そ
こ
で
買

っ
た
も
の
を
食

べ
て
も
い
い
し
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
ラ
ン
チ
を
す
る

の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
こ
の
フ
ー
ド

バ
ー
は
気
軽
に

（そ
し
て
チ
ッ
プ
を
気
に

ЧttI警山需 iVギU~~~~ ザ喩yγ・6・VV

NORI,ARAME,KOMBUな ど……日本語がそのまま使われています。

粉類。蕎麦粉も売られていま丸
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せ
ず
に
）
ヘ
ル
シ
ー
な
ラ
ン
チ
を
食
べ
ら

れ
る
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
だ
け
で
な

く
、
観
光
客
に
も
大
人
気
で
す
。
い
つ
も

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
食
べ
物
の
話
し
ば
か
り
に
な

り
ま
し
た
が
、
私
が
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
で

よ
く
利
用
す
る
の
は
お
総
菜

エ
リ
ア
の

右
奥
に
あ
る
ボ
デ
ィ
ケ
ア
用
品
売
り
場

で
す
。
こ
こ
に
は
ス
キ
ン
ケ
ア
用
の
植

物
油
脂
や
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
精
油
な

ど
、
自
然
化
粧
品
の
材
料
が
た
く
さ
ん

お
い
て
あ
り
ま
す
。
私
は
コ
ロ
ン
バ
ス

サ
ー
ク
ル
の
近
く
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
材
料
の

一

部
を
調
達
し
て
い
ま
す
。
特
に
ロ
ー
ズ

ウ
オ
ー
タ
ー
は
化
粧
水
に
使
う
の
で
、

何
本
も
ま
と
め
て
購
入
し
ま
す
。
メ
ー

カ
ー
の
違
う
も
の
を
何
種
類
か
買

っ
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
で
は
参
加
者
の
方
々

に
好
き
な
の
を
選
ん
で
化
粧
水
を
作

っ

て
も

り
っ
て
い
ま
す
。

作
り
方
は
ロ
ー
ズ
ウ
ォ
ー
タ
■
０
０
面
に
、

ウ
ォ
ッ
カ
小
さ
じ
１
／
２
と
グ
リ
セ
・リ
ン

１
／
２
を
加
え
て
よ
ぐ
混
ぜ
る
だ
け
ず
一

さ
っ
ぱ
り
感
を
強
調
ｔ
た
●
な
ら
ウ
イ

ッ
カ
の
量
を
増
や
し
●
し
０
と
，
感
を
強
一

調
し
た
い
な
ら
グ
リ
セ
ツ
ン
を
プ
ラ
ス
ｔ
一

て
、
使
い
心
地
を
調
節
し
ま
す
ず
●
●
●
●

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ

に
参
加
す
る
ほ
と
ん
ど
の
方
は
自
然
化

粧
品
作
り
は
初
め
て
で
、
見
た
こ
と
の

な
い
材
料
に
興
味
津
々
。
化
粧
水
の
レ

シ
ピ
を
紹
介
す
る
と
き
は
、
そ
の
手
軽

さ
と
使
い
心
地
の
よ
さ
に
驚
く
と
同
時

に
、
「
ロ
ー
ズ
ウ
オ
ー
タ
ー
は
ど
こ
で
買

え
る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
も

「
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
に

あ
り
ま
す
よ
。」
と
言
え
ば
、
み
な
さ
ん

す
ぐ
に
納
得
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
帰
り

に
立
ち
寄

っ
て
、
買

っ
て
帰
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
。

Vegarr Paradise

ベジタリアン料理のフードバー 海藻サラダなどがあ
'ノ

ました。
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● PROF:LE
やまむら。しんいちろう

1949年、岩手県盛岡市生まれ。77年 に岩手山麓
雫石町で自然食品店「い一は・と一ぶ」を始める。

80年盛岡市に移転し、マクロビオティックの普
及に専念。99年渡米しクシインスティチュー ト

MCTを 卒業。帰国後、盛岡市の大沢神経内科に
おいてコーシュ研究所を設立。盛岡を拠点に全国

各地で食事指導のほか、講演会、勉強会などを中

心に活動。

■●■|||ヽr■
'|、

、●■●:

お
な
か
を
こ
わ
し
た
、
胃
が
痛

い
、

頭
が
痛

い
、
足
を
ひ
ね
っ
た
…
…
毎
日

の
生
活
の
中
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご

と
が
あ
り
ま
す
ね
。

わ
が
家
で
は
で
き
る
だ
け
お
医
者
さ

ま
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
子

供
が
小
さ
い
と
き
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
食

養
の
手
当
を
使

っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
わ
が
家
で
よ
く
使

っ
た
、
い

い
え
…
…
今
で
も
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
、

困

っ
た
な
、
と

い
う
と
き
に
使

っ
て
い

る
お
手
当
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

●
梅
醤

番
茶

食
養
生
の
お
手
当
の
中
で
も
最
も
使
う

の
は
梅
醤
番
茶
で
す
ね
。
こ
れ
は
腎
臓
を

助
け
る
鹸
味

（塩
辛
い
味
の
こ
と
）
と
肝

臓
を
助
け
る
酸
味
が
入

っ
て
ま
す
か
ら
、

頭
痛
や
吐
き
気
、
疲
労
の
時
に
は
と
て
も

素
晴
ら
し
い
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

梅
醤

エ
キ
ス
と
い
う
商
品
を
よ
く
使

っ

て
い
ま
し
た
が
、
自
分
で
作
る
と
き
は
紫

蘇
を
入
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

紫
蘇
は
肺
ど
牌

（膵
）
臓
に
作
用
し
ま

す
か
ら
、
ム
カ
ム
カ
す
る
と
き
や
、
咳
の

で
る
風
邪
の
と
き
に
良
い
で
す
ｃ
ま
た
、

生
姜
は
肺

。
大
腸
の
ほ
か
に
胃
に
も
作
用

し
ま
す
か
ら
胃
痛
、
胃
下
垂
、
下
痢
の
と

き
に
入
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

寒
気
が
す
る
と
き
、
汗
を
か
か
せ
た
い

と
き
に
は
生
姜
を
、
利
尿
さ
せ
た
い
と
き

や
油
脂
の
食
べ
過
ぎ
で
頭
が
痛
い
と
き
、

ム
カ
ム
カ
す
る
と
き
に
は
大
根
お
ろ
し
を

大
さ
じ
１
入
れ
ま
す
。

小
さ
い
子
に
は
薄
め
に
作
り
、
生
姜
や

大
根
は
入
れ
ま
せ
ん
。
油
消
し
を
す
る
と

き
に
は
椎
茸
ス
ー
プ
の
方
が
良
い
で
す
か

ら
。
飲
む
量
は
大
人
で
湯
飲
み
７
分
日
、

子
供
で
半
分
が
目
安
で
す
。

甘
い
物
や
ジ
ュ
ー
ス
、
冷
た
い
物
の
摂

り
す
ぎ
の
と
き
は
、
醤
油
を
小
さ
じ
１
～

２
杯
に
熱
い
三
年
番
茶
を
注
い
だ
だ
け
の

醤
油
番
茶
で
も
十
分
で
す
。
厳
し
い
下
痢

の
と
き
に
は
、
小
さ
じ
３
分
の
１
程
度
の

梅
干
し
の
黒
焼
き
を
梅
醤
番
茶
に
い
れ
る

か
、
硬
め
の
葛
湯
に
加
え
て
飲
み
ま
す
。

あ
ま
り
量
が
多
か
っ
た
り
何
度
も
飲
む
と

便
秘
し
ま
す
。
咳
の
と
き
は
昆
布
の
黒
焼

き
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

梅
干
し
の
種
の
黒
焼
き
と
い
う
の
も
あ

り
ま
す
。
高
温
の
オ
ー
プ
ン
の
中
に
梅
千

し
の
種
を
い
れ
て
焼
き
、
す
り
鉢
で
す

っ

て
粉
に
し
ま
す
。

苦
味
は
心
臓
に
作
用
し
体
の
余
分
な
水

分
を
取
り
の
ぞ
き
ま
す
か
ら
、
動
悸
、
不

整
脈
、
心
臓
肥
大
や
胃
や
腸
の
病
気
あ
る

い
は
下
痢
な
ど
の
時
、
小
さ
じ
１
杯
を
飲

み
ま
す
。

梅
と
言
え
ば
わ
が
家
で
は
、
夏
の
飲
み

物
と
し
て
梅
ジ
ュ
ー
ス
を
よ
く
飲
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
甘
味
と
し
て
黒
砂
糖
を
使

っ

た
り
て
ん
さ
い
糖
を
使

っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
色
が
黒
く
な
る
う
え
に
ク
セ
が
出
る

の
で
評
判
が
悪
く
、
結
局
蜂
蜜
に
落
ち
着

き
ま
し
た
。
梅
は
疲
労
を
回
復
し
血
液
を

ア
ル
カ
リ
に
保
ち
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
定
着

す
る
働
き
が
あ
る
の
で
と
て
も
良
い
で
す

よ
。
お
な
か
が
痛
い
と
言
う
と
き
や
、
風

邪
を
ひ
く
前
ぶ
れ
が
で
た
と
き
に
は
、
梅

肉

エ
キ
ス
を
お
湯
で
と
か
し
、
米
飴
を
加

え
て
飲
ま
せ
る
の
も
良
い
で
す
よ
。

●
梅
醤

葛

［酸

・
戯

。
甘
味
］

小
さ
じ
山
盛
り

一
杯
の
葛
に
、
水
を
加
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え
て
あ
ら
か
じ
め
良
く
溶
か
し
て
お
き
ま

す
。
そ
れ
に
１
カ
ツ
プ
の
水
を
加
え
、
か

き
混
ぜ
な
が
ら
中
火
で
煮
立
た
せ
、
半
透

明
に
な

っ
て
き
た
ら
と
ろ
火
に
し
ま
す
。

梅
醤
小
さ
じ
１
杯
を
葛
湯
の
中
に
入
れ
て

で
き
あ
が
り
で
す
。

甘
い
物
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
陰
性
を
取
り

す
ぎ
た
と
き
に
よ
く
使
い
ま
す
。
胃
や
大

腸
の
調
子
が
悪
い
と
き
に
は
最
後
に
少
量

の
お
ろ
し
生
姜
を
加
え
る
と
い
い
で
す
よ
。

き
ゅ
っ
と
締
ま

っ
て
い
る
タ
イ
プ
に
は
米

飴
や
蜂
蜜
を
小
さ
じ
１
杯
い
れ
ま
す
。

●
椎
茸
茶

［甘
味
］

椎
茸
は
体
に
た
ま
っ
た
動
物
性
脂
肪
や

コ
ル
ス
テ
ロ
ー
ル
を
溶
か
し
て
凝
っ
て
い

る
筋
肉
や
体
の
緊
張
を
解
き
は
ぐ
す
効
果

が
あ
り
ま
す
。

熱
湯
で
干
し
椎
茸
５
個

（必
ず
天
日
干

し
）
を
も
ど
し
、
３
カ
ッ
プ
の
水
で
煮
出

し
ま
す

（※
戻
し
汁
も
加
え
ま
し
ょ
う
）
。

沸
騰
し
た
ら
火
を
弱
め
、
と
ろ
火
で
半

量
に
な
る
ま
で
煮
出
し
ま
す
。
最
後
に
２

～
３
滴
の
醤
油
を
加
え
て
で
き
あ
が
り
。

こ
れ
を
２
回
に
分
け
て
飲
み
ま
す
。
油
脂

の
取
り
す
ぎ
に
夜
頭
痛
を
止
め
、
血
圧
を

下
げ
る
強
力
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

動
物
脂
肪
の
多
い
や
揚
げ
物
、
炒
め
物

を
取
り
す
ぎ
た
場
合
に
は
、
椎
茸
茶
に
大

さ
じ
１
杯
の
大
根
お
ろ
し
を
入
れ
て
服
用

す
る
。

脂

っ
こ
い
も
の
と
同
時
に
、
酒
や
甘
い

物
も
多
か

っ
た
場
合
に
は

「大
根
。椎
茸
・

昆
布
茶
」
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

干
し
椎
茸
４
個
と
１０
ｃｍ
の
だ
し
昆
布
を

３０
分
ほ
ど
水
に
つ
け
て
一戻
し
、
大
根
お
ろ

し
％
カ
ッ
プ
と
水
２
カ
ッ
プ
を
加
え
て
∞

分
煮
出
し
ま
す
。

火
を
止
め
る
前
に
醤
油
数
滴
を
た
ら
し

ま
Ｆ
し
ょ

つヽ
。

こ
れ
を
１
日
２
回
に
分
け
て
飲
み
ま
す
。

高
血
圧
、
頭
痛
、
便
秘

の
と
き
に
良

い
で

す
よ
♪

●
だ
い
こ
ん

［辛
味
］

か
ら
咳
の
で
る
風
邪
、
百
日
ゼ
キ
、
気

管
支
炎
、
過
食
、
二
日
酔
い
、
魚
類

・
豆

腐
の
中
毒
の
と
き
に
使
い
ま
す
。

大
根
を
細
か
く
切
っ
て
容
器
に
入
れ
、

蜂
蜜
を
ひ
た
ひ
た
か
け
て
お
く
と
２
～
３

日
で
大
根
が
し
ぼ
み
、
透
明
な
上
澄
み
が

出
ま
す
か
ら
そ
れ
を
服
用
し
ま
す
。
入
れ

た
大
根
は
取
り
除
き
ま
す
。

蓮
根
湯
は
痰
の
出
る
咳
の
と
き
に
使
い

ま
す
が
、
か
ら
咳
の
と
き
に
は
こ
れ
が
良

く
効
き
ま
す
。
も
し
痰
が
出
る
咳
に
変
わ

つ
た
ら
蓮
根
湯
に
切
り
か
え
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
風
に
調
理
し
て
も
あ
た
ら
な
い

の
で

「大
根
役
者
」
と
言
う
そ
う
で
す
が

（笑
）、
大
根
の
効
能
は
本
当
に
ス
ゴ
イ
で

す
―
　
肉
、
魚
、
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ん
で
も

御
座
れ
で
す
。

①
胸
や
け
、
胆
石
、
脚
気
、
ひ
き
つ
け
、

便
秘
大
根
の
お
ろ
し
汁
を
食
前
か
食
後
に
服

用
し
ま
す
。

②
腹
痛
大
根
の
種
子
Ю
粒
ほ
ど
を
、
か
み
砕
い

て
飲
み
込
み
ま
す
。

③
頭
痛
、
鼻
づ
ま
り

大
根
の
お
ろ
し
汁
を
数
滴
鼻
の
中
に
入

れ
ま
す
。
右
の
頭
痛
は
右
の
鼻
に
、
左

は
左
の
鼻
に
注
ぎ
ま
す
。
脱
脂
綿
に
つ

け
鼻
の
中
に
塗
り
ま
す
。

④
ニ
キ
ビ

新
し
い
大
根
お
ろ
し
を
ガ
ー
ゼ
に
し
み

込
ま
せ
て
患
部
に
く
り
か
え
し
て
貼
り

ま
す
。

⑤
モ
チ
、
団
子
が
ノ
ド
に
つ
ま
っ
た

大
根
の
お
ろ
し
汁
を
飲
ま
せ
ま
す
。

●
蓮
根

［甘
味
］

健
胃
、
心
臓
病
、
高
血
圧
、
貧
血
を
改

善
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち

を
は
じ
め
わ
が
家
で
は

「穴
の
あ
い
た
蓮

根
さ
ん
♪
」
に
は
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
、
咳
の
と
き
に
ね
。

前
述
し
た
梅
醤
葛
湯
に
節
蓮
根
（粉
末
）

を
山
盛
り
１
杯
入
れ
て
飲
む
の
で
す
。
コ

ツ
は
早
め
に
飲
む
こ
と
。
ゲ
ホ
ゲ
ホ
と
激

し
い
咳
に
な
る
と
治
る
の
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
こ
の
効
能
は
ホ
ン
ト
に
素
晴
ら

し
く
て
、
岩
手
医
科
大
学
の
お
医
者
さ
ま

も
節
蓮
根
を
良
く
買
い
に
来
る
ほ
ど
で
し

た
。
蓮
根
に
は
ほ
か
に
こ
ん
な
使
い
方
や

効
能
が
あ
り
ま
す
。

①
ご
飯
に
葉
、
根
、
茎
を
刻
ん
で
蓮
根
粥

を
つ
く
り
ま
す
。
（蓮
根
だ
け
で
も
良

い
で
す
よ
）

②
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
夜
尿
症

葉
”
ｇ
を
水
４
０
０
ｃｃ
で
半
量
に
煎
じ

て
服
用
し
ま
す
。
ま
た
は
蓮
根
の
種
を

毎
日
５
個
食
べ
ま
す
。
心
の
病
は
蓮
根

粥
で
も
良
い
で
す
。

③
鼻
づ
ま
り
鼻
血

蓮
根
の
お
ろ
し
汁
を
鼻
孔
に
た
ら
し
ま

す
。
蓄
膿
症
は
蓮
根
パ
ス
タ
ー
（湿
布
）。

④
胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、
百
日
ゼ
キ
、

低
血
圧
、
吐
血
、
肺
炎

す
り
お
ろ
し
て
絞
っ
た
汁
を
、
盃
に
１

杯
ず
つ
１
日
に
３
回
服
用
し
ま
す
。
喘

息
は
節
蓮
根
末
を
使
い
ま
す
。

●
蓬葉

に
は
解
熱
、
利
尿
作
用
、
渋
に
は
収

銀
、
止
血
作
用
が
あ
り
ま
す
ま
す
。
ま
た
、

乾
燥
し
た
ヨ
モ
ギ
は
入
浴
剤
と
し
て
使
え

ま
す
。
肌
を
滑
ら
か
に
す
る
美
容
効
果
が

あ
る
の
で
ア
ト
ピ
ー
に
良
い
で
す
。
ま
た

葉
緑
素
に
は
や
潰
瘍
の
治
療
を
促
す
効
果
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も
あ
る
ん
で
す
。
わ
が
家
で
は
末
の
男
の

子
が
大
豆
の
ア
ト
ピ
ー
で
し
た
か
ら
ヨ
モ

ギ
に
は
ず
い
ぶ
ん
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
お

灸
の
と
き
に
使
う
モ
グ
サ
も
ヨ
モ
ギ
で
す

も
の
ね
。
保
湿
剤
と
し
て
ヨ
モ
ギ
の
ク
リ

ー
ム
は
か
ゆ
み
止
め
に
も
な
り
ま
す
。
ど

こ
で
買
え
る
の
か
良
く
お
問
い
合
わ
せ
を

頂
く
の
で
す
が
、
近
所
に
な
い
と
き
に
は

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ

い
。「

あ
な
た
が
足

で
踏
み

つ
け
て
い
る
雑

草
。
踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
起
き
上
が

る
雑
草
。
雑
草
が
土
を
耕
し
て
く
れ
て
い

る
か
ら
、
美
し
い
花
や
大
き
な
木
が
育
つ

ん
だ
―
」
。
尊
敬
す
る
黒
姫
和
漢
薬
の
狩

野
誠
先
生
の
言
葉
で
す
。

◎
肝
臓
病

（日
の
調
子
が
悪

い
方
も
）
、

動
脈
硬
化
、
貧
血
に
ヨ
モ
ギ
茶
、
青
汁

◎
ヨ
モ
ギ
茶
の
作
り
方

ヨ
モ
ギ
の
葉
を

一
Ｃｍ
ぐ
ら
い
に
刻
ん
で

日
か
げ
で
千
し
ま
す
。
よ
も
ぎ
の
青
汁

は
よ
く
洗

っ
て
ジ
ュ
ー
サ
ー
に
か
け
、

盃

一
杯
ぐ
ら
い
を
飲
む
か
人
参
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
に
入
れ
て
飲
み
ま
す
。

●
し
そ

［辛
味
］

セ
キ
、
利
尿
、
健
胃
、
急
性
腸
炎
、
精

神
安
定
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

葉
ま
た
は
種
子
を
陰
干
し
に
し
、
ｌ
Ｈ

５
ｇ
を
煎
じ
て
２
～
３
回
に
分
け
て
飲
み

ま
す
ｃ

①
リ
ュ
ウ
マ
チ

茎
、
葉
を
刻
み
布
袋
に
入
れ
て
、
浴
剤

と
し
て
使
い
ま
す
。

②
国
内
炎
、
扁
桃
腺
炎
、
咽
頭
炎

葉
１０
ｇ
を
水
２
カ
ッ
プ
で
半
量
に
煎
じ

て
う
が
い
を
く
り
返
え
す
。

●
は
と
麦

［甘
味
］

は
と
麦
は
イ
ボ
取
り
草
と
い
っ
て
で
き

物
に
と
て
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

わ
が
家
で
は
舌
を
噛
ん
だ
り
国
内
炎
が

で
き
た
と
き
に
使
い
ま
し
た
が
、
神
経
痛
、

リ
ユ
ウ
マ
チ
、
糖
尿
病
、
む
く
み
、
化
膿
、

ニ
キ
ビ
、
そ
し
て
精
神
病
に
も
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ
し
か
し
な
ん
と
い

っ
て
も
、
は
と
麦
の
お
粥
が

一
番
で
す
。

症
状
が
あ
る
と
き
は
は
と
麦
の
煮
だ
し

汁
か
は
と
麦
茶
を
煎
じ
て
飲
む
と
よ
り
効

果
的
で
す
。

ミ苺腰彗1靭すよろず相談うけたまわり! 山村慣―郎のこんなときど―する!?総議゙ぶ
=篇
鐵鮮会半鐵鶴11ま■■■

こんな時どうしたらいいの? というご質問や日
頃感じている疑問があればできる限りお答えします。

どうぞ編集部にドンドンお便りをお寄せ下さい。
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夏
に
は
蝉
時
雨
の
な
か
、
川
遊
び
が
楽
し

め
る
高
麗
川
、
春
は
桜
や
菜
の
花
、
そ
し
て

秋
は
彼
岸
花
や
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
誇
る
巾
着

田
、　
一
年
を
通
じ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
が
楽
し
め

る
日
和
田
山
。
ア
メ
リ
カ
の
農
村
で
よ
く
見

ら
れ
る
納
屋
を
模
し
た
赤
い
木
造
建
築
の
ア

リ
サ
ン
カ
フ
エ
は
、
こ
の
よ
う
な
大
変
自
然

に
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
電
車
に
乗

れ
ば
池
袋
か
ら
わ
ず
か
１
時
間
ち
ょ
っ
と
の

距
離
に
あ
り
ま
す
。

カ
フ
ェ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ア
リ
サ
ン
有
限
会

社
が
欧
米
諸
国
か
ら
輸
入
し
て
い
る
食
材
と
、

基
本
的
に
は
地
元
埼
玉
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

有
機
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
料
理
で
、
中
に
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ

ク
対
応
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

お
食
事

の
人
気
者
は
、
ベ
ジ
バ
ー
ガ
ー
。

挽
き
割
り
小
麦
か
ら
作
ら
れ
た
パ
テ
と
季
節

の
お
野
菜
を
サ
ン
ド
し
た
ボ
リ
ユ
ー
ム
た

っ

ぶ
り
の
バ
ー
ガ
ー
。
ス
イ
ー
ツ
も
す
べ
て
カ

フ
ェ
で
手
作
り
し
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、

動
物
性
や
砂
糖
を
使
わ
な
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス

イ
ー
ツ
の
人
気
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
や
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
な
ど

に
興
味
が
な
く
て
も
、
お
い
し
く
、
健
康
的

だ
と
い
う
こ
と
で
、　
一
般
の
方
に
も
受
け
て

い
る
よ
う
で
す
。

天
気
の
良
い
日
に
は
、
カ
フ
エ
の
デ
ッ
キ

で
高
麗
川
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
食
べ
る
ラ
ン

チ
や
ス
イ
ー
ツ
が
格
別
で
す
。
こ
こ
で
は
四

季
を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
リ
サ
ン
カ
フ
エ
を
経
営
し
て
い
る
ア
リ

サ
ン
有
限
会
社
は
、
日
本
在
住
の
ア
メ
リ
カ

人
ジ
ャ
ッ
ク
と
そ
の
妻
で
あ
る
台
湾
人
の
フ

ェ
イ
が
、
故
郷
ア
メ
リ
カ
で
朝
食
に
食
べ
て

い
た
グ
ラ
ノ
ラ
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー
な
ど

の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ー
ド
を
個
人
的
に
輸
入
し

始
め
た
こ
と
に
遡
り
ま
す

（名
前
の

「
ア
リ

サ
ン
」
は
、
フ
エ
イ
の
故
郷
で
あ
る
台
湾
の

山

「
阿
里
山
」
か
ら
き
て
い
ま
す
）
。
そ
の

後
、
在
日
の
友
人
た
ち
に
ロ
コ
ミ
で
知
れ
渡

り
、
彼
ら
の
分
も

一
緒
に
輸
入
し
始
め
、
１

９
８
８
年
に
通
信
販
売

へ
と
発
展
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
全
国
各
地
の
自
然
食
品
店

や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
卸
す
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
輸
入

商
品
は
設
立
当
初
以
来
、
″
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
〃

食
材
、
そ
の
中
で
も
で
き
る
だ
け

″オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
″
食
材
を
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。

ア
リ
サ
ン
カ
フ
エ
は
２
０
０
１
年
の
オ
ー

プ
ン
で
す
が
年
々
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
、
特

に
週
末
は
都
心
か
ら
の
お
客
様
で
と
て
も
賑

わ

っ
て
い
ま
す
。
カ
フ
エ
の
隣
に
は
土
曜
、

日
曜
の
み
オ
ー
プ
ン
す
る
シ
ョ
ッ
プ
も
併
設

し
て
お
り
、
ア
リ
サ
ン
商
品
の
み
な
ら
ず
地

元
で
採
れ
た
有
機
野
菜
も
不
定
期
で
販
売
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
も
行

っ
て
お
り
、
過
去
に
は
ア
リ
サ
ン
食

材
を
使

っ
た
料
理

・
お
菓
子
教
室
、
ヨ
ガ
教

室
、
世
界
の
現
状
を
知
る
お
話
会
や
映
画
上

映
会
、
写
真
展
や
コ
ン
サ
ー
ト
等
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
１
番
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

が
毎
年
９
月
の
第

一
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
マ

ー
ケ
ッ
ト
デ
ー
で
す
。
外
部
か
ら

″オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
″
″
エ
コ
ロ
ジ
ー
″
″
ロ
ー
カ
ル
″
等

を
掲
げ
る
業
者
が
約
∞
社
程
集
ま
り
、
天
然

酵
母
パ
ン
、
有
機
野
菜
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
遠
足
気
分
で
ア
リ
サ
ン
カ
フ
エ

に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

アリサンカフェ   ‐

韓■県餞1青市嵩麓本郷186-″

露躍麓FT↑
ら
,「,:↑

店 ―名

住  1所

最 寄‐駅

T E● L

1‐ 1.11脇驚轟lttent鳳

iす
す11慇1ぶ||
〒‐F::1言警1‐警■‐■

37● Mαcrο bjο′′9“′ 2007 8

9月 1日  (t)10:00-16:00
参加無料 !

場 所 :ア リサンオーガニック
センター/阿里山カフェ
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藤
儀
麗
賦
守
疼
鶴
謬

「手
当
療
法
」

バ
ス
タ
ー
、
温
湿
布

な
ど
家
庭
で
で
き
て
効
果
抜
群
！

現
代
の
病
院
治
療
で
も
採
用
す
べ
し

■
ガ
ン
は
血
液
汚
ね
釜
じ
の
”浄
化
装
置
“　
　
■
こ
ん
に
ゃ
く
、
生
姜
の
コ
四湿
布
療
法
」

■
『家
庭
で
で
き
る
自
然
療
法
』の
す
す
め
　
　
■
製
薬
資
本
が
根
絶
や
し
に
し
た
民
間
療
法

■
「バ
ス
タ
ー
療
法
」
驚
異
の
毒
出
し
効
果
！
　
■
イ
ン
テ
リ
ほ
ど
信
じ
ら
れ
ず
悲
劇
の
道
ヘ

ヨ
ガ
と
の
出
会
い
で
知
っ
た
真
理

わ
た
し
は
、
二
〇
代
半
ば
で
ヨ
ガ
と
出

会

い
、
こ
の
体
験
が
、
そ
の
後
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

出
会

っ
た
の
は
世
界
的
に
著
名
な
沖
ヨ

ガ
の
指
導
者
、
沖
正
弘
導
師
。

そ
の
風
貌
は
端
侃
す
べ
か
ら
ざ
る
風
格

と
威
厳
が
漂
い
、
前
に
単
座
す
る
と
本
当

に
緊
張
し
ま
し
た
。

三
島
ヨ
ガ
道
場
で
、
最
初
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
許
さ
れ
た
の
で
す
が
、
ま
さ
に
緊

張
の
極
み
。
案
内
さ
れ
た
先
生
の
部
屋
は
、

ろ
う
そ
く
の
炎
の
明
か
り
の
向
こ
う
に
沖

指
師
。

「何
か
質
問
が
あ
る
か
ね
」
と
問
わ
れ
、

思
わ
ず

「
…
…
”
信
念
“
と
は
い
っ
た
い

何
で
し
ょ
う
？
」
と
発
す
る
と

「
ふ
む
…
」

と

一
呼
吸
お
い
て

「物
事
は
、　
一
応
見
え

て
お
る
よ
う
だ
な
」
と
う
な
づ
き

「し
か

し
、
ま
だ
色
盲
だ
ッ
ー
」
に
は
、
う

つ
む

消費者・環境問題評論家
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い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

横
で
案
内
役
の
ジ
ャ
ー
ジ
姿
の
訓
練
生

が
ほ
く
そ
笑
む
。
す
る
と

「貴
様
ら
は
、

め
く
ら
だ
ッ
ー
」
と
大

一
喝
。

縮
み
い
っ
た
そ
の
姿
を
思

い
出
し
ま

す
。沖

ヨ
ガ
と
出
会
い
で

「病
気
を
治
す
こ

と
は
、
病
院
以
外
で
も
可
能
な
の
だ
」
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

沖
先
生
は
、
見
か
け
は
ま
る
で
織
田
信

長
の
ご
と
き
裂
畠
の
気
迫
を
周
囲
に
ま
き

散
ら
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
心
根

は
真
に
慈
愛
に
満
ち
た
方
で
し
た
。

「
‥
Ｎ

Ｏ
Ｕ
Ｔ

こ
れ
が
生
命
だ
！
」

沖
先
生
が
患
者
や
訓
練
生
を
前
に
行

っ

た
講
和
で
、
印
象
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

無
言
で
黒
板
に
大
き
く

「
Ｉ
Ｎ
　
Ｏ
Ｕ

Ｔ
」
と
板
書
し
、
チ
ョ
ー
ク
で
黒
板
を
叩

き
腹
の
底
か
ら
野
太
く

一
声
。

「
こ
れ
が
、
生
命

（
い
の
ち
）
だ
！
」
。

「
い
い
か
。
入
れ
た
ら
出
せ
。
出
し
た

ら
入
れ
ろ
」
。
つ
ま
り
新
陳
代
謝
。
わ
れ

わ
れ
は
、
食
事
で
も
ク
ス
リ
で
も
、
入
れ

る
こ
と
ば
か
り
考
え
が
ち
。

し
か
し
、
沖
先
生
は

「入
れ
る
」
こ
と

と
同
じ
く
ら
い

「出
す
」
こ
と
が
大
切
だ
、

と
強
調
さ
れ
た
。
ナ
ル
ホ
ド
…
…
と
う
な

づ
き
ま
し
た
。

食
事
も
、
呼
吸
も
、
千
不
ル
ギ
ー
も
、

心
も
、
情
報
も
…
…
入
れ
た
分
だ
け
、
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
つ
ま
り
、
生

命
と
は
身
体
と
い
う
器
を
通
過
す
る
”
流

れ
“
で
あ
り
、
こ
の
”流
れ
“
が
滞
る
こ
と

が
、
生
命
の
異
常
…
…
病
気
で
あ
る
…
…

と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

「流
れ
る
水
は
腐
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
ま

す
。
逆
に
言
え
ば
「流
れ
な
い
水
は
腐
る
」
。

そ
こ
に
は
様
々
な
腐
敗
菌
が
繁
殖
し
、
メ

タ
ン
ガ
ス
の
泡
が
浮
い
て
き
ま
す
。

自
然
界
の
川
の
流
れ
で
す
ら
”滞
り
“は
、

腐
敗
を
生
み
ま
す
。
ま
し
て
や
、
生
命
活

動
で
の
”滞
り
“
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病

を
生
み
出
す
こ
と
は
、　
一
目
瞭
然
で
す
。

消
化
器
系
な
ら
消
化
不
良
、
便
秘
、
腸
閉

塞
…
…
。
循
環
器
系
な
ら
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

バ
ス
タ
ー
療
法

中毒
出
し
の
驚
き
効
果

ガ
ン
と
い
う
悪
性
腫
瘍
な
ど
、
そ
の
”滞

り
“
の
代
表
格
で
し
ょ
う
。

沖
ヨ
ガ
で
は

『求
道
実
行
』
と
い
う
機

関
誌
や
沖
先
生
の
著
作
物
な
ど
で
、
具
体

的
な
養
生
法
、
治
療
法
な
ど
も
指
導
し
て

い
ま
し
た
。
面
白
い
の
は
、
そ
れ
ら
は
全

て
古
代
か
ら
伝
わ
る
民
間
伝
承
医
療
で
あ

っ
た
こ
と
で
す
。

ヨ
ガ
が
五
〇
〇
〇
年
以
上
も
伝
わ
る
民

衆
の
体
験
科
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
当
然

で
し
ょ
う
。
そ
の
中
に

「手
当
法
」
が
、

い
く
つ
も
解
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば

「里
芋
パ
ス
タ
」
と
か

「豆

腐

パ

ス
タ
」
な
ど
な
ど
。

パ
ス
タ
と

は
”
す
り
お
ろ
し
た
“
も
の
の
意
味
。

つ

ま
リ
ペ
ー
ス
ト
と
同
義
。
（で
」
ね
た
も
の

の
意
」
「糊
」
「軟
膏

。
泥
剤
」

¨

『広
辞

苑
Ｌ
。
「豆
腐
パ
ス
タ
」
な
ど
半
球
状
の
キ
ャ

ベ
ツ
に
砕
い
た
豆
腐
を
入
れ
、
そ
こ
に
後

頭
部
を
浸
け
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
。
な
ん
と

も
奇
妙
な
図
。

正
直

「
」
れ
で
病
気
が
治
る
の
か
な
？
」

と
不
思
議
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

「頭

を
漬
け
た
ら
気
持
ち
い
い
だ
ろ
う
な
」
と

感
覚
的
に
は
理
解
で
き
ま
し
た
。
患
部
に

当
て
た
パ
ス
タ
は

一
定
時
間
が
た

っ
て
外

す
と

「色
が
変
わ
り
」
配
心臭
を
放

つ
」
。

つ
ま
り
患
部
の
皮
膚
か
ら
体
内
の
”毒
“
を

吸
い
出
し
て
い
る
！

ま
さ
に

「
Ｉ
Ｎ
　
Ｏ
Ｕ
Ｔ
」
。
民
間
医

療
の
底
力
を
目
の
当
た
り
に
し
た
驚
き
を

感
じ
ま
し
た
。

ガ
ン
は
血
液
汚
れ
（毒
）
の
”浄
化
装
置
“

「経
皮
毒
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

皮
膚
は
毒
を
吸
収
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
様

に
、
毒
を
排
泄
も
す
る
の
で
す
。

「ガ
ン
は
血
液
の
汚
れ

（毒
）
の
”浄
化

装
置
“
で
あ
る
」

こ
れ
は
自
然
医
学
の
泰
斗
、
森
下
敬

一

博
士
の
至
言
。
つ
ま
り

「ガ
ン
は
個
別
臓

器
の
疾
病
で
は
な
く
、
全
身
病
で
あ
る
」
。

こ
れ
は
食
事
療
法
の
父
、
マ
ッ
ク
ス

・

グ
ル
ソ
ン
博
士
の
名
言
で
す
。
東
西
の
自

然
医
学
の
巨
頭
は
互
い
に
ガ
ン
の
本
質
を

衝
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
五
〇
〇
〇
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
ヨ
ガ
理
論
と
、
ま
さ

に
同

一
の
真
理
を
語

っ
て
い
る
の
で
す
。

「誤

っ
た
食
事
な
ど
で
汚
れ
た
血
液
は
、

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
腐
敗
し
敗
血
症
を

起
こ
し
急
死
す
る
。
そ
こ
で
、
ガ
ン
が
汚

れ
た
”毒
“
を
自
ら
引
き
受
け
血
液
を
浄

化
し
て
宿
主
を
延
命
化
さ
せ
て
い
る
の

だ
」
。つ

ま
り
、
ガ
ン
の
”ゴ
ミ
捨
場
“
理
論
。

わ
た
し
は
、
こ
の
理
論
に
日
か
ら
ウ
ロ
コ

の
思
い
が
し
ま
し
た
。
自
然
界
の
出
来
事

に
は
、
す
べ
て
理
が
あ
る
。

ガ
ン
だ

つ
て
、
で
き
た
く
て
、
で
き
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
主
人

（宿
主
）
を
守

る
た
め
、
自
ら
犠
牲
に
な

っ
て
”主言

を

引
き
受
け
て
い
る
…
…
そ
う
思
う
と
ガ
ン

が
健
気
に
、
愛
し
く
、
思
え
て
き
ま
す
。

む
ろ
ん
、
ガ
ン
に
な
る
前
の
臓
器
で
も

炎
症
や
腫
れ
は
毒
素

（体
毒
）
の
滞
り
が

原
因
。
や
は
り
毒
素
を
排
出
す
れ
ば
、
健

康
な
臓
器
に
戻
る
の
で
す
。
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『家
庭
で
で
き
る
自
然
療
法
』
の
す
す
め

そ
こ
で
沖
ヨ
ガ
理
論
の
”
Ｉ
Ｎ
‘‘
．．
Ｏ
Ｕ

Ｔ
“
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

体
外
か
ら
ま
ち
が

っ
た
食
事
と

い

う
”主景

を
”Ｉ
Ｎ
“
し
て
い
る
限
り
、
ガ
ン

が
治
る
は
ず
が
な
い
。
”
ゴ
ミ
捨
場
“は
や

む
を
え
ず
大
き
く
な
る
し
か
な

い
。

つ

ま
り
”
ゴ
ミ
捨
場

“
を
小
さ
く
す
る
に

は
”Ｉ
Ｎ
“を
減
ら
し
１
０
Ｕ
Ｔ
“
を
増
や
す

の
で
す
。

”Ｉ
Ｎ
“
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク

（玄
米
正
食
）
あ
る
い
は

断
食
な
ど
の
人宣
争
療
法
“
で
は
”Ｏ
Ｕ
Ｔ
“
は
？

そ
れ
は
民
間
伝
承
の

「手
当
療
法
」
が
ベ

ス
ト
で
す
。

そ

の
具

体

的

や

り

か

た

は
―
―

翁
家
庭
で
で
き
る
自
然
療
法
』
東
城
百
合

子
著
、
あ
な
た
と
健
康
社
よ
り
）

※
ま
ず
事
前
の
注
意
点

①
手
当
て
の
前
に
、
必
ず
排
尿
を
し
て
お

②
食
後
の
満
腹
時
は
さ
け
る
。
空
腹
時
に

行
う
。

③
入
浴
は
手
当
て
の
前
に
。
血
行
が
落
ち

着
く
ま
で
三
〇
～

一
時
間
は
あ
け
る
。

手
当
て
の
終
わ

っ
た
後
は
入
浴
し
な

い
。

■
芋
パ

ス
タ
ー

¨
里
芋

の
皮
を
厚
く
む

く
。
（う
す

い
と
カ
ュ
ク
な
る
）
　

す
り

お
ろ
し
、
芋
と
同
量
の
小
麦
粉
、
芋
の

一

割
の
お
ろ
し
生
姜
を
ま
ぜ
、
ね
り
あ
わ
せ

る
。
こ
れ
を
布

（又
は
和
紙
）
に
厚
さ
約

一
Ｃｍ
に
の
ば
し
て
包
む
。
患
部
を
生
姜
湯

で
む
し
た
後
に
貼
る
。
四
～
五
時
間
し
て
、

乾
き
き
ら
な
い
う
ち
に
外
す
。
ま
た
生
姜

湯
で
患
部
を
温
め
て
か
ら
、
ま
た
新
し
い

芋
パ
ス
タ
を
貼
る
。
（熱
を
も

っ
て
い
る

場
合
は
、
温
め
ず
す
ぐ
パ
ス
タ
を
貼
る
）

（図
Ａ
）
。
か
ゆ
く
な
る
人
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
代
用
。
ガ
ン
の
他
、
腫
れ
物
、
内
臓
痛
、

ね
ん
ざ
、
リ
ウ
マ
チ
、
神
経
痛
な
ど
。
と

く
に
熱
の
あ
る
炎
症
に
効
く
。

■
豆
腐
パ
ス
タ
ー

一
豆
腐
を
水
き
り
し
、

よ
く
つ
ぶ
す
。
こ
れ
に
約

一
割
の
お
ろ
し

生
姜
を
ま
ぜ
、
つ
な
ぎ
に
小
麦
粉
を
ま
ぜ
、

水
が
た
れ
な
い
く
ら
い
に
。
そ
れ
を
二
Ｃｍ

く
ら
い
の
厚
さ
に
木
綿
の
布

（又
は
重
ね

た
ガ
ー
ゼ
）
に
の
ば
し
て
は
み
出
さ
な
い

よ
う
に
包
み
、
患
部
に
当
て
る
。
あ
と
は
、

芋
パ
ス
タ
ー
と
同
じ
。
急
性
肺
炎
で
も
二

曰
く
ら
い
で
解
熱
す
る
ほ
ど
効
果
あ
り
。

■
味
噌
パ
ス
タ
ー

¨
古
い
便
が
出
な
い
腹

痛
な
ど
便
秘
症
に
き
く
。　
一
回
の
量
は
大

豆
粒
味
噌
四
〇
〇
～
五
〇
Ｏ

ｇ
を
鍋
に
入

れ
か
き
回
し
な
が
ら
温
め
、
こ
れ
を
布
に

一
Ｃｍ
く
ら
い
の
厚
さ
に
の
ば
し
、
上
に
ガ

―
ゼ
を
貼

っ
て
、
ヘ
ソ
の
部
分
は
和
紙
で

ふ
さ
い
で
ぺ
っ
た
り
貼
る
。
上
か
ら
ゆ
で

コ
ン
ニ
ャ
ク
で
温
め
る
と
さ
ら
に
効
果
あ

り
。　
一
～
二
時
間
で
と
る
。

■
そ
ば
パ
ス
タ
ー

¨
そ
ば
粉
を
ボ
ー
ル
に

適
量
入
れ
、
ぬ
る
ま
湯
を
注
い
で
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
よ
り
少
し
固
め
に
ね
る
。
木
綿
の
布

に

一
・
五
～
二
田
の
厚
さ
に
の
ば
し
、
包

む
。

ヘ
ソ
の
部
分
だ
け
和
紙
か
ボ
ー
ル
紙

で
覆

い
、
お
な
か
全
体
に
貼
る
。
（ス
ギ

ナ
を
細
か
く
刻
ん
で
は
る
直
前
に
ま
ぜ
て

も
よ
い
）

一
～
二
時
間
で
腹
水
を
吸

っ
て
し
っ
と

り
す
る
の
で
と
り
か
え
る
。
パ
ス
タ
ー
の

前
に
、
生
姜
湿
布

（後
述
）
を
す
れ
ば
、

さ
ら
に
効
果
あ
り
。
と
り
か
え
る
前
に
も

生
姜
湿
布
す
る
と
よ
い
。

■
ビ
ワ
生
葉
パ
ス
タ
ー

¨
ビ
ワ
の
葉
は
東

洋
医
療
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
卓
効
が
あ
る

図A(出典 :『家庭でできる自然療法』よ
'り

)

②すりおろす
⑤芋、生姜、
小麦粉を
よくまぜる

⑥木綿の布に1セ ンチ厚みに
伸ばし、包んで貼る

③ひね生姜をすりおろす
(事の 1割位 )
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こ
と
が
し
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
葉
パ

ス
タ
ー
は
、
痛
み
を
早
く
と
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

ビ
ワ
の
生
葉
三
枚
ほ
ど
を
丸
め
て
お
ろ

し
器
で
お
ろ
す
。
（細
か
く
刻
ん
で
も
よ

し
）
　

そ
の
中
に
お
ろ
し
生
姜
を

一
割
ほ

ど
ま
ぜ
る
。
少
し
水
を
加
え
、
小
麦
粉
を

適
量
く
わ
え
て
ま
ぜ
ペ
ー
ス
ト
状
に
す

る
。
ガ
ー
ゼ
に
の
ば
し
て
包
み
、
痛
む
と

こ
ろ
に
当
て
る
。
上
に
ラ
ッ
プ
を
当
て
濡

れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
三
角
布
な
ど
で
巻

い
て
動
か
な
い
よ
う
固
定
し
て
休
む
。

こ
ん
に
ゃ
く
、
生
姜
の
温
湿
布
療
法

も
う
ひ
と
つ
。
「手
当
療
法
」
で
欠
か

せ
な
い
の
が
温
湿
布
療
法
。

こ
れ
は
患
部
を
温
め
る
こ
と
で
痛
み
や

炎
症
、
ガ
ン
を
治
す
療
法
で
す
。

ガ
ン
を
治
す
の
は

「笑
う
」
「食
事
改

善
」
「温
め
る
」
と
安
保
徹
教
授

（新
潟

大
学
）
も

「温
め
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を

説
い
て
い
ま
す
。

そ
の
他

「”体
を
温
め
る
“
と
病
気
は

必
ず
治
る
」
（石
原
結
賓
医
師
）
、
「冷
え

は
い
ち
ば
ん
の
大
敵
」
（森
下
敬

一
博
士
）

な
ど
温
熱
療
法
が
、
万
病
を
治
す
こ
と
は
、

い
ま
や
医
学
界
の
常
識
で
す
。

■
こ
ん
に
ゃ
く
温
湿
布

¨
こ
れ
は
、
家
庭

で
も
っ
と
も
手
軽
に
で
き
ま
す
。
二
丁
の

こ
ん
に
や
く
を
約

一
〇
分
間
ゆ
で
て
、
こ

れ
を
タ
オ
ル
ニ
、
三
枚
で
包
む
。
腹
と
右

わ
き
腹

（肝
臓
）
の
上
に
お
く
。
約
三
〇

分
間
温
め
、
冷
た
い
タ
オ
ル
で
ふ
く
。　
一

時
間
く
ら
い
は
温
か
い
の
で
、
同
じ
こ
ん

に
や
く
を
腎
臓

（後
の
細
腰
よ
り
三
ｃｍ
ほ

ど
上
の
背
骨
の
量
脇
二
つ
）
に
約
三
〇
分

間
当
て
る
。
（図
Ｂ
）

最
後
に
冷
た
い
タ
オ
ル
で
さ
っ
と
ふ
き

と
っ
て
静
か
に
休
ま
せ
る
。
使
い
終
わ
っ

た
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
水
の
入
っ
た
容
器
に

入
れ
て
冷
蔵
庫
で
保
存
し
て
お
け
ば
、
ゆ

で
て
小
さ
く
な
る
ま
で
何
回
で
も
つ
か
え

る
。
効
能
は
、
ガ
ン
、
胃
腸
病
、
風
邪
、

発
熱
、
慢
性
病
、
高
血
圧
、
腎
臓
病
、
肝

臓
病
、
糖
尿
病
、
疲
労
、
結
核
な
ど
。
体

内
の
毒
素
を
出
す
と
と
と
も
に
臓
器
を
温

め
、
新
陳
代
謝
を
促
進
し
、
肝

・
腎
を
温

刺
激
し
て
よ
く
働
か
せ
る
の
で
全
身
強

壮
、
疲
労
回
復
に
最
適
。
ま
た
通
じ
、
小

図B(出典 :『家庭でできる自然療法』より)

①こんにやく2丁を
10分煮る

②タオル2-3枚に
包む

③肝臓と腹の上を20分～30分温め、最後冷
タオルで1分。
腎臓の上を20分～30分温め、冷 1分。

こんにゃくの温濃布

。子ども老人は半分の時間でする。

倉l業明治15年

大自然の恙みを

人にやさいヽ
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水
の
出
も
よ
く
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
ん
に

ゃ
く
玉
は
三
年
間
も
土
の
中
で
育

っ
て
で

き
る
。
こ
の
大
地
の
生
命
力
と
も
い
う
べ

き
氣

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
内
に
入

っ
て
く

る
。
（使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
問
題
外
）

■
生
姜
湯
湿
布

¨
準
備
す
る
も
の
。
ひ
ね

生
姜

一
五
Ｏ

ｇ

（香
り
の
強

い
も
の
）
。

お
ろ
し
器
、
水
、
約
三
リ
ッ
ト
ル
、
本
綿

袋
、
厚
め
の
タ
オ
ル
四
枚

（ま
た
は
バ
ス

タ
オ
ル
ニ
枚
）。
金
だ
ら
い

（水
三
リ
ッ

ト
ル
入
る
も
の
）、
温
度
計
。

①
ひ
ね
生
姜
を
皮
ご
と
お
ろ
す
。

②
布
袋
に
入
れ
る
。

③
金
だ
ら
い
を
コ
ン
ロ
に
か
け
約
七
〇
℃

・́卜
。

④
お
ろ
し
生
姜
の
入
っ
た
布
袋
を
入
れ
汁

を
出
し
生
姜
湯
を
つ
く
る
。

⑤
湯
は
七
〇
℃
で
さ
め
な
い
よ
う
ト
ロ

火
。
（沸
騰
さ
せ
る
と
酵
素
が
死
ん
で

効
力
が
な
く
な
る
）

⑥
厚
手
タ
オ
ル
ニ
枚
重
ね
二
組

つ
く
る
。

（又
は
、
バ
ス
タ
オ
ル
ニ
枚
）
こ
れ
ら

を
交
互
に
生
姜
湯
に
浸
し
、
固
く
し
ぼ

っ
て
患
部
に
湿
布
す
る
。
さ
め
た
ら
と

り
か
え
る
。
こ
れ
を
く
り
か
え
す
。

（体
の
上
に
は
毛
布
を
か
け
冷
え
な
い

よ
う
に
注
意
）
。

⑦
七
～
八
回
交
換
す
る
こ
と
約
二
〇
分
。

弱

っ
た
病
人
は
疲
れ
る
の
で
、
少
し
短

め
に
。
子
ど
も
は
約

一
〇
分
間
。
お
な

か
の
中
ま
で
温
か
く
な
り
楽
に
な
る
。

③
仕
上
げ
。
冷
た
い
タ
オ
ル
で
サ
ッ
と
ふ

く
。
細
胞
を
し
め
、
血
行
を
よ
く
す
る
。

（病
人
で
冷
た
い
の
を
い
や
が
る
ば
あ

い
は
無
理
し
な
い
）
（図
Ｃ
）

（注
）
生
姜
湿
布
は
空
腹
時
に
行
う
。
湿

布
の
前
後
は
風
呂
に
入
ら
な
い
。
翌
日
は
、

新
し
い
生
姜
湯
て
や
る
こ
と
。

「真
心
か
ら
出
て
く
る
手
当
て
は
、
病

気
に
も
氣
が
入
り
、
病
人
を
安
ら
が
せ
て

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
お
義
理

や
形
式
で
は
効
果
は
少
な
い
。
難
病
か
ら

救
わ
れ
る
と
い
う
の
も
、
こ
の
看
護
の
心

あ

っ
て
の
も
の
。
（治

っ
た
）
実
例
が
多

い
の
も
そ
の
証
し
…
…
」

「残

っ
た
生
姜
湯
で
足
浴
し
て
も
、
水

虫
を
治
し
、
血
行
を
よ
く
し
疲
れ
を
と
る
。

ガ
ン
や
そ
の
他
の
難
病
者
、
慢
性
病
者
な

図C(出典 :『家庭でできる自然療法』よ
`り

)

・ 老人・子どもは温10分～15分、冷はちよつと当てる。
・手当は食間の空腹時にする。風呂の前もさける。

|
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ど
は
、
生
姜
湯
が
毒
素
を
引
き
出
し
黒
く

な
る
ほ
ど
で
す
」
　

東
城
百
合
子
さ
ん
は

「手
当
て
は
真
心
が
大
切
で
す
」
と
熱
く

説
い
て
い
ま
す
。

や
さ
し
い
声
を
か
け
る
…
…
湿
布
を
と

り
か
え
る
…
…
そ
ん
な
介
護
者

の
愛
情

が
、
温
湿
布
療
法
に
相
乗
効
果
を
も
た
ら

す
の
で
し
ょ
う
。

■
ビ
ワ
の
葉
温
灸

¨
①
ビ
ワ
の
生
葉

（若

葉
で
な
く
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
緑
の
濃

い
葉
）

の
上
に
、
人
枚
に
折

っ
た
さ
ら
し
を
重
ね

る
。
②
そ
の
上
か
ら
特
殊
な

「棒
も
ぐ
さ
」

に
火
を
つ
け
て
患
部
を
押
圧
し
ま
す
。

こ
れ
は

「指
圧
」
「ビ
ワ
の
葉
」
「お
灸
」

の
三
つ
の
効
果
が
同
時
に
得
ら
れ
る
。
難

病
、
ガ
ン
ヘ
の
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ７
は

「ガ
ン
に
特
効
が
あ
る
」

と
ア
メ
リ
カ
で
大
評
判
と
の
こ
と
。
こ
の

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ７
は
ビ
ワ
の
葉
に
も
大
量
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「ビ
ワ
の
葉
の
薬
効
は
、
お
釈
迦
様
が
ビ

ワ
の
葉
を
あ
ぶ
っ
て
患
部
に
当
て
る
治
療

法
を
教
え
ら
れ
た
と
い
う
。
」ゝ
の
事
か
ら

ビ
ワ
の
葉
療
法
は
仏
教
と
と
も
に
民
間
に

伝
え
ら
れ
て
き
た
と
い
い
ま
す
Ｌ
ビ
ワ
葉

温
灸
も
、
も
ぐ
さ
の
熱
で
ビ
ワ
の
葉
の
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ７
が
分
解
し
て
ガ
ン
細
胞
を
破

壊
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
モ
ル

ヒ
ネ
で
も
止
め
ら
れ
な
い
末
期
ガ
ン
の
痛

み
も
止
め
て
く
れ
ま
す
安
東
城
さ
ん
）

製
薬
資
本
が
根
絶
や
し
し
た
民
間
療
法

こ
れ
ら
パ
ス
タ
ー
療
法
や
温
湿
布
療
法

―
―
。
初
め
て
知

っ
た
と
い
う
ひ
と
も
多

い
は
ず
。
わ
た
し
の
よ
う
に
第

一
印
象
は

「奇
妙
な
こ
と
を
す
る
も
ん
だ
な
」
と
奇

異
に
感
じ
る
ひ
と
が
大
半
で
し
ょ
う
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
戦
後
、
ア
メ
リ
カ

軍
に
占
領
さ
れ
た
日
本
で
は
、
こ
れ
ら
民

間
伝
承
の
医
療
は
、
意
図
的
に
根
絶
や
し

に
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
わ
た
し
の
『抗
ガ
ン
剤

で
殺
さ
れ
る
』
（花
伝
社
）
、
『ガ
ン
で
死
ん

だ
ら
１
１
０
番
、
愛
す
る
人
は
”
殺
さ
れ

た

』
（五
月
書
房
）
を

一
読
す
れ
ば

一
目
瞭

然
。
世
界
を
支
配
す
る
石
油
メ
ジ
ャ
ー
…

…
そ
の
傘
下
の
製
薬
資
本
が
、
抗
ガ
ン
剤

利
権
を
独
占
す
る
た
め
、
」ヽ
れ
ら
自
然
療

法
を
黙
殺
か
つ
抹
殺
し
て
き
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
年
間
約

一
五
兆
円
と
い
わ
れ
る

ガ
ン
利
権
を
独
占
し
て
き
ま
し
た
。

か
れ
ら
は
食
事
療
法
や
手
当
療
法
な
ど

「安
上
が
り
」
で

「簡
単
な
」
方
法
で
ガ

ン
が
治

っ
て
も
ら

つ
て
は
困
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
医
学
教
育
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
か

ら
も

一
切
追
放
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

７

ン
テ
リ
ほ
ど
だ
め
で
す
ね
…
…
」

だ
か
ら
、
パ
ス
タ
ー
療
法
や
こ
ん
に
や

●

●
・　

４

大地の恵みと食卓を

むすび続けて

社 /大 阪市 中央 区 大 手 通 2-2-7
東日本営業部 /埼 玉県さいたま市見沼区卸町2-610
西日本営業部 /大 阪府堺 市 西 区鶴 田町 28-7
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く
湿
布
な
ど
、
普
通
の
人
が
初
め
て
お
目

に
か
か
る
と
、
奇
異
に
映
る
の
で
す
。
そ

れ
も
学
歴
の
高
い
イ
ン
テ
リ
ほ
ど
、
迷
信

的
に
み
え
る
で
し
ょ
う
。

「イ
ン
テ
リ
ほ
ど
だ
め
で
す
ね
」
。
全
身

三
六
ヶ
所

の
末
期

の
悪
性
リ
ン
パ
腫
か

ら
、
完
全
生
還
し
た
近
藤
町
子
さ
ん
は
、

悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
て
語
り
ま
す
。
「イ

ン
テ
リ
ほ
ど
医
者
を
信
じ
て
し
ま
う
。
そ

し
て
、
代
替
療
法
を
信
じ
な
い
」
。
何
人

も
の
”
イ
ン
テ
リ
“
の
友
人
を
ガ
ン
で
奪

わ
れ
た
悔
し
さ
…
…
。

「私
は
パ
ス
タ
ー
療
法
か
ら
温
湿
布
ま

で
な
ん
で
も
や
り
ま
し
た
」
。
こ
れ
ら
の

卓
抜
し
た
効
能
が
、
余
命
数
か
月
と
宣
告

さ
れ
た
末
期
ガ
ン
か
ら
彼
女
を
救

っ
た
。

こ
れ
ら
民
間
療
法
を
ケ
イ
ベ
ツ
し
た
友

人
た
ち
は
、
抗
ガ
ン
剤
や
放
射
線
、
手
術

に
す
が
り
、
皆
ア
ッ
と
い
う
ま
に
死
ん
で

い
き
ま
し
た
。
（殺
さ
れ
て
い
っ
た
）

こ
れ
ら
民
間
伝
承
の
医
学
は
、
体
験
科

学
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
ま
す
。
効
果
が
あ

る
か
ら
後
世
代
に
脈
々
と
伝
承
さ
れ
て
き

た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
数
百
年
、
数
千
年

も
”
人
体
実
験
“
を
繰
り
返
し
て
き
た
、

圧
倒
的
な
医
学
的
根
拠
が
あ
り
ま
す
。

い
っ
ぼ
う
、
医
者
も
患
者
も
盲
信
し
て

き
た
抗
ガ
ン
剤
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

ア
メ
リ
カ
政
府
は

一
九
七

一
年
か
ら
わ

ず
か
二
〇
年
で
、
抗
ガ
ン
剤
を
は
じ
め
と

す
る
”
〓
一大
療
法
“
に
”効
果
ナ
シ
“
と
自

旗
を
上
げ
ま
し
た
。
〓
Ｏ
Ｔ
Ａ
リ
ポ
ー

ト
し
。

こ
の
真
実
を
知

っ
て
も
、
あ
な
た
は
パ

ス
タ
ー
療
法
を
”
迷
信
“
と
見
下
し
ま
す

か
？ち
な
み
に
参
考
文
献
と
し
た

『家
庭
で

で
き
る
自
然
療
法
』
は

「
一
般
の
書
店
に

出
さ
ず
、
宣
伝
も
せ
ず
、
読
者
か
ら
読
者

へ
…
…
と
七
五
万
部
が
世
に
出
て
、
人
か

ら
人

へ
と
伝
え
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
」

（あ
と
が
き
）
と
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

民
間
伝
承
お
そ
る
べ
し
。
い
く
ら
、
ま
が

い
も
の
現
代
医
学
が
弾
圧
し
て
も
、
マ
ス

コ
ミ
で
黙
殺
し
て
も
、
真
実
は
庶
民
の
口

か
ら
回
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
く
も
の
な
の

で
す
ね
。

自
然
療
法
の
本
で
心
身
共
に
救
わ
れ
た

そ
の
体
験
記
の
ひ
と
つ
―
―

「全
身
ガ
ン
で
、
全
身
の
穴
や
毛
穴
か

ら
血
が
吹
き
出
し
、
痛
み
が
頭
が
い
骨
に

ぶ
つ
か

っ
て
ぬ
け
ら
れ
な
い
で
は
ね
か
え

っ
て
く
る
。
そ
ん
な
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
を
当

て
ら
れ
る
よ
う
な
苦
し
み
…
…
そ
ん
な
真

っ
最
中
に
友
人
か
ら

『自
然
療
法
』
の
御

本
を
い
た
だ
き
、
夢
中
で
読
み
、
実
行
し

ま
し
た
。
私
は

一
人
暮
ら
し
で
す
か
ら
、

人
を
頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ビ
ワ
の
葉

を
と
る
の
も
、
這
う
よ
う
に
し
て
や
っ
と

近
所
か
ら
分
け
て
い
た
だ
く
。
左
手
は
動

か
な
い
の
で
、
右
手
で
ビ
ワ
の
葉
を
丸
め

て
や
っ
と
す
り
お
ろ
し
、
生
姜
も
お
ろ
し

て
ま
ぜ
る
。
小
麦
粉
を
入
れ
パ
ス
タ
を
つ

く

っ
て
、
痛
む
背
中

・
腰

・
背
骨
に
は
る
。

痛
み
と
疲
れ
で
起
き
て
い
ら
れ
ず
寝
て
そ

れ
を
湿
布
す
る
。
そ
れ
で

一
時
間
で
あ
ん

な
は
げ
し
い
痛
み
が
や
わ
ら
い
で
…
…
七

か
月
で
と
れ
て
い
た
…
…
。
私
は
こ
の
御

本
を

一
生
懸
命
読
み
、
食
事
も
こ
の
通
り

実
行
し
て
、
食
欲
も
な
く
、
生
き
る
力
も

失
せ
そ
う
な
時
に
、
手
当
て
と
食
養
で
生

き
る
力
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
当
時
の
私
は

全
身
が
真

っ
黒
で
、
紫
と
緑
ば
か
り
、
赤

の
な
い
異
様
な
姿
で
し
た
。
今
は
人
並
み

の
顔
に
な
り
、
こ
う
し
て
元
気
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
た
だ
ひ
た
す
ら
こ
の

一
冊
の

自
然
療
法
の
御
本
で
、
心
身
共
に
救
わ
れ

ま
し
た
」
（名
古
屋
市
、
山
崎
照
子
さ
ん
）

心
あ
る
政
治
家
、
官
僚
、
そ
し
て
病
院

関
係
者
に
訴
え
た
い
。
こ
れ
ら
温
湿
布
療

法
、
パ
ス
タ
ー
療
法
、
ビ
ワ
の
葉
温
灸
な

ど
を
、
現
在
の
病
院
治
療
で
も
導
入
し
て

ほ
し
い
。
苦
し
む
人
々
を
救
う
効
果
が
あ

る
こ
と
は
数
百
年
、
数
千
年
の
体
験
伝
承

か
ら
も
真
実
だ
か
ら
で
す
。

（出
典
¨
宮
家
庭
で
で
き
る
自
然
療
法
』
よ
り
）
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早大生協の消費者担当の組織部員として活躍。学生常務理事として生協経営にも参加した。約2年半の生協活動ののち、日米学生会議の日本代
表として訪米。ラルフネーダー氏のグループや米消費者同盟 (CU)と 交流。75年、同学部社会学科卒業。日本消費者連盟に出版・編集スタッフと
して参加。86年 8月 の独立後は消費者・環境問題を中心に評論・執筆・講演活動を行い現在に至る。この間、90年 3月 と12月 にラルフ・ネーダー

氏の招待で渡米。多彩な市民。環境団体と交流を深める。温暖化などの地球環境問題、シックハウスなどの健康問題、さらに文明論的視点から
鋭い建築・医療・食品批評を展開している。また、市民運動の立場から(株)屋上緑化をスタートさせた。
主な著書に『抗ガン剤で殺される』『笑いの免疫学』『ガンにならないゾ!宣言PART!① ②』(花伝社)『あぶない電磁波』(三―書房)、『早く肉をや
めないか? 狂牛病と台所革命』『やつぱりあぶない、:H調理器』「ケータイで脳しゅよう』(三五館)、『あなたもできる自然住宅』(築地書館)など多
数。ほかに訳書として『まだ、肉をたべているのですか』(ハワード・F・ ライマン グレン・マーザー著 三交社 )、 連盟名で『あぶない化粧品』(三
―書房)など、多数の本を執筆している。
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=オ
イノンプは使つた旧間、

悪臭が消えま■
にも安全熙害の100%純相物性消異液です。

:][::illil

織・槽0カタバ黙 り抽出した人間にも動物

L重翌1][Eli」
:::日 :i

穆゙摯

100倍～250倍に、水で薄めて
使うので非常に経済的です。

=オ
イノン

:::〕薔:長り1言::::目
(消費税込み)…

霧ittd聞棚 !

]言:::覇

摯

』

卜

ヽ

餞

靱●水で100倍～250倍に薄めて霧欧きなどで悪臭
に散布すれば、たつた1秒で消臭します

●連続する悪臭には、カロ湿器等の水の

中へ100倍～250倍に薄まる様に
投入すると悪臭が消え続けます。

●洗濯時の衣類の具いは、水で100倍～250
倍に薄めた液に5分間つけると消具します。

姉妹品もお使ttTさい。

HE3-lC〕1
杉・桧・松エキス・オオバコ

を原料に、エキスを特殊な
方法で抽出精製し、
ブレンドした
天然植物活力液。

1珈 ●100cc入り  2,300円
●500cc入り 10,000円
● 1リットJレ入り 18,000円

(消費税込み 送料無料 )

フローラ・バスロ102

ニ ャ ン ケ ン ポ ン

杉・桧・松。オオバコから

出来たペレット状の
ペット食品。

87日璽髯登り]:3888HR
●2kg入り 6,000円

(消費税込み 送料無料 )

ニオワンダフル
■魚、家畜、家禽の健康維持に
■糞尿のひとい悪臭が減少する。
■動物が元気に健康に育つ。

●20Kg入り  71500円
(消費税込み 送料無料 )

タスカリッタ…
杉エキス・桧 エキス・松エキス・

オオバ コエキス・オリゴ糖・ビタ

ミンCと緑 茶 エキスを配合 した

栄養機 能 食 品。

―
     ・ぶ簿
都キ‐

撃
や鯰

一絣舞一

顆 粒 HB-101
●300g入り   1,900円
●lkgス0    5,700円

(消費税込み 送料無料 ) 匿党駐響F:7(『
まず

● 1袋 (2g× 60包入り)3,800円 (消費税込み送料無料)



い素
材
が
僕
を
変

え
た

一チ
′
バ
ト
ワ
ン
を
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
服
の
お
店

一の
店
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

十
一
一
■
た
求
リ
ユ
ト
ム
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
中
、
朝
か
ら

．
夜
ま
で
ノ
ン
ス
ト
ツ
プ
。
刺
激
に
満
ち
た
毎

「
で
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
に
あ
る

樫
虜
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

伺
時
に
音
楽
活
動
も
や
っ
て
い
て
、
そ
の

レ
ー
ベ
ル
か
ら
Ｃ
Ｄ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

と
て
も
充
実
し
た
日
々
を

た
。

ｔ
あ
る
と
き
、
疲
労
が
重
な
っ
た

せ
い
か
急
に
倒
れ
、
救
急
車
で
運
ば
れ
る

事
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
以

来
、
原
因
不
明
の
苦
し
い
症
状
が
続
き
、

仕
事
が
で
き
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
が
て
、
少
し
ず
つ
仕
事
に
復
帰
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
働
い
て
い
る
自
分

を
客
観
的
に
見
て
い
る
、
も
う

一
人
の
自

分
の
存
在
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
自
分
が
本
当
の
自
分
で
あ
る
と

感
じ
始
め
た
と
き
、
自
然
と
、
今
い
る
場

所
が
自
分
の
い
る
べ
き
場
所
で
は
な
い
よ
う

に
思
い
始
め
、
結
局
、
そ
の
職
場
を
離
れ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
僕
に
と
っ
て

運
命
の
日
が
訪
れ
ま
す
。
長
年
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
作
曲
家
兼
レ
コ
ー
デ
・
ン
グ
エ
ス
ン

ニ
ア
の
友
人
に
会
い
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
。

「素
敵
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
い
る
よ
。
さ
と
う

う
さ
ぶ
ろ
う
さ
ん
と
言
っ
て
、
自
然
素
材
を

使
っ
た
服
を
創
っ
て
い
る
人
な
ん
だ
け
ど

ね
。」
彼
は
そ
う
言
っ
て
、
そ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
っ
た
麻
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
ら
せ
て
く

れ
た
の
で
す
。

そ
の
瞬
間
、
今
ま
で
”麻
Ｑ
ン
ャ
ケ
ッ
ト
”

と
い
つ
も
の
に
抱
い
て
い
た
感
覚
を
根
底
か

ら
覆
さ
れ
る
よ
う
な
衝
撃
が
走
り
ま

た
。
そ
れ
は
理
屈
で
は
な
く
、
と
に
か

気
持
ち
が
良
い
。
身
体
を
優
し
く
包

く
れ
る
よ
う
な
心
地
良
さ
で
し
た
。
さ
ら

に
話
を
聞
く
と
、
糸
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら

‐‐‐
―――――‥

手
作
業
で
、
草
木
染
め
、
手
織
り
。
さ
ら
に

裁
断
も
機
械
で
何
十
枚
も
ま
と
め
て
切
る
・

よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
、
一
枚

一
枚
ハ
サ
ミ
で
●

切
っ
て
い
く
。
縫
製
も
袖
だ
け
、
襟
だ
け
を
一

ま
と
め
て
縫
う
よ
う
な
分
業
を
せ
ず
に
、

一
人
の
人
が

一
枚
の
服
全
て
を
縫
っ
て

上
げ
て
い
く
と
の

」と
。

「
そ
う
か
、
そ
う
で
つ
こ
と
な
ん
だ
。」

そ
れ
を
聞
い
た
だ
け
で
全
て
に
納
得

い
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
僕
と
「う
さ
と
」

服
と
の
初
め
て
の
出
会
い
だ
っ
た
の
で
す

そ
れ
か
ら
徐
々
に
「う
さ
と
」
の
服
を
着

始
め
ま
し
た
。
今
ま
で
お
気
に
入
り

た
服
を
久

し
ぶ
り
に
着

て
み
た
と
き

「え
，

こ
れ
が
今
ま
で

一
番
着
心
地
が

く
て
気
に
入
ぞ
い
た
服
？
言
田覚
る
鳥
）

ど
、
感
触
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
自
然
，

素
材
の
持
つ
力
と
、
モ
ノ
作
り
に
込
め
ら
れ
・‐‐１１１‐‐‐

た
手
不
ル
ギ
ー
の
力
を
確
信
し
た
瞬

し
た
。
そ
う
な
る
と
、
も
う
い
つ
で
も
自

僕
は
渋
谷
で
若
者
に

あ
る
某
フ
ア
イ
ン
ョ
ン
ビ
ル
で
、
売
上

■ヽ |11
響羊|

:i´''響

宮
川
昭
夫
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鮨 1

素
材
に
包
ま
れ
て
い
た
く
な
り
ま
す
。

●
機
然
素
材
は
身
体
を
楽
に
緩
め
て
く
れ

う
ち
に
今
ま
で
い
か
に
身
体
に

い
た
の
か
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

食
に
関
す
る
こ
と
に
興
味
を

一持
ぢ
始
め
、
自
然
の
こ
と
、
地
球
の
こ
と
に

も
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
そ
れ
ぞ
れ
色
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
ま
ず
食

か
ら
変
わ
り
、
そ
し
て
身
に
つ
け
る
も
の
が

変
わ
り
、
さ
ら
に
生
活
全
般
が
変
わ
っ
て
い

。
で
も
き
っ
と
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
み

ん
な
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

本
物
の
素
材
で
心
を
込
め
て
作
っ

た
服
は
本
当
に
気
持
ち
が
い
い
。
本

物
の
素
材
で
心
を
込
め
て
作
っ
た
食

事
は
本
当
に
お
い
し
い
。
音
楽
に
お

い
て
も
同
じ
で
、
心
の
こ
も
っ
た
演

奏
は
心
に
響
く
。
実
に
シ
ン
プ
ル
で

す
。
こ
の
ン
ン
プ
ル
な
こ
と
が

一
番
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
数
年
が
経
ち
、
現
在
は

あ
り
が
た
い

」と
に
、
音
楽
活
動
を
継
続

し
な
が
ら
、
つヽ
さ
と
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

で
店
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
毎

日
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
以
前
と
は
違
っ
た
充
足
感
を
感
じ
て

い
ま
す
。

作
曲
は
空
を
眺
め
た
り
、
散
歩
を
し
た

り
し
て
出
来
ま
す
が
、
レ
コ
ー
デ
イ
ン
グ
は

多
く
の
機
材
に
囲
ま
れ
て
の
作
業
に
な
り

ま
す
っ
で
も
自
然
素
材
に
守
ら
れ
て
い
る
の

で
し
ま
つ
、
身
体
が
と
て
も
楽
な
の
で
す
ｃ

食
は
身
体
の
中
か
ら
、
服
は
身
体
の
外

か
ら
僕
た
ち
の
身
体
に
働
き
か
け
て
く
れ

ま
す
。
自
然
素
材
を
身
に
つ
け
て
自
然
に

想
い
を
馳
せ
る
時
、
僕
も
ま
た
、
自
然
の

一
部
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
こ
ん
な

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
の
は
、
や
は
り
自

然
の
恵
み
を
身
に
ま
と
う
こ
と
が
、
自
然

と
共
に
在
る
と
い
つ
感
覚
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
僕
が
い
て
、
今
の
僕
が
い
る
。

自
然
素
材
が
そ
の
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く

れ
、
僕
を
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。
い
や
、
正

確
に
は
、
き
っ
と
”僕
を
、
本
来
の
僕
に
戻

自綺 業デザイナ■

を経験した後、欧米で

オートクチュール、ウェ

ディングドレスなどの創

作活動を行う。1994年

から命のエネルギーを

感じる本物の素材を求

めて世界を旅し、1996

年タイ・チェンマイに行

き着く。タイの少数民族

の伝統的な手織り、草

木染めの布等、素材を

活かしたデザインの服を創作し続けている。北海道南富良野出

身。現在タイ・チェンマイ在住。2004年から『Celebra‖ on of

Oneness』 と題した平和の祈りのイベントを、うさとの縁で結ば

れた人たちと一緒に全国各地で開催している。

|‐ |口うさとシ当ップ     ‐   ■■
1都心よ|リアクセス至便な鷺沼駅から歩いてすぐの1場■
1所に、うさとジャバンのアンテナショップがありま魂 木|‐
の家具のぬくもりが感じられる静かな空間で、ゆつくIJ

くつろいでいただけま魂 お気軽にお越しください。

〒216…0005神奈川県川崎市宮前区土橋3‐ 2‐10

TEL 044‐ 865‐9133 営業時間11:00～ 19:00

年中無休(但し、年末年始。夏季休暇は除きます)

アクセス/東急田園都市線「鷺沼駅」から徒歩3分

(渋谷駅から鷺沼駅までは急行で17分です)

T604‐ 8202

京都市中京区衣棚通三条上ル突抜町126

TEL 075… 213‐ 4517 FAX 075‐ 213‐ 4518

EmailiinfoOusaato.com

http://www.usaato.com

●PROFILE         し
みやかわ・あきお        て

儡 酔 il
制作の他、映像作品、イベン  だ

ilttf:}]:ζ   [
2005年より手織り草木染の自  ま
然素材の服「うさと」アンテナ  t
ショップの店長として勤務。

自然素材に包まれつつ、独自

の音楽活動を展開している。

宮
川
さ
ん

一
家
の
団
染
風
景

■うさと総代理店
有限会社うさとジャパン

9/1(土 )～9/7(金 )
『うさとの服展』

会場 :リマ東北沢店2階特設会場にて

この機会をお見逃しなく |
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▲

ｍ

Ⅲ

襴

Ｈ

闘

Ｈ

目

日

□

一

一

Ⅲ

隔

Ш

一

Ш

▼

⑬

醸

鰺

鰊

薇

鑢

攀

鬱

蜀

瘍

鰊

咸

磯

攀

螂

磯

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
７
ッ
ク
・ヨ
ガ
教
室

講
師
森
山
　
幹
麗

マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ツ
ク

・
ヨ
ガ
を
楽
し
む

陰
陽
理
論
と
五
行
説
の
応
用
方
法

ヨ
ガ
の
言
葉
の
意
味
は

「
調
和
や
結
ぶ
、
つ
な
ぐ
」
な
ど
で
、
総
合
的
な
理
解
が
深
く
、

さ
ら
に
実
行
し
て
い
る
内
客
も
多
い
ほ
ど
効
力
が
高
ま
り
、
幅
広
い
分
野
と
の
調
和
が
体
感

で
き
ま
す
。

今
回
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ヨ
ガ
の
基
本
的
考
え
と
な
る
、
「大
き
な
物
の
見
方
と
考

え
方
」
の
実
行
哲
学
に
欠
か
せ
な
い

「陰
陽
」
と

「五
行
説
」
の
応
用
方
法
に
つ
い
て
ヨ
ガ

を
通
じ
て
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
■

世
界
的
に
長
年
親
し
ま
れ
、
良
き
教
え

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
自

然
の
原
理

。
原
則
的
な
理
論
が
存
在
し
ま

す
。現

代
社
会
で
は
、
特
に
都
会
の
生
活
で

自
然
と
接
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
た
め

の
弊
害
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
五
行

説

（自
然
界
の
木

・
火

・
土

・
金

・
水
の

相
乗
効
果
と
相
殺
効
果
の
循
環
関
係
）
や

陰
陽

（陰
＝
陸
地

。
女
性

。
冬

・
寒
さ

・

受
身
的

・
偶
数

・
月
。
陽

＝
大
空

。
男

性

・
夏

。
暑
さ

・
行
動
的

・
奇
数

・
太

陽
。
な
ど
の
相
対
的
関
係
）
の
理
論
を
上

手
に
理
解
し
活
用
し
て
い
る
人
が
少
な
く

な

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ヨ
ガ
に

限
ら
ず
、
自
然
と
接
し
て
い
る
仕
事
の
農

林
水
産
業
な
ど
の
他
、
趣
味
、
恋
愛
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
な
ど
、
何
で
も
自
由
に
思
い

通
り
に
実
行
で
き
て
い
る
人
は
、
自
然
の

力
に
逆
ら
わ
ず
上
手
に
応
用
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い

る
能
力
が
あ
り
ま
す
し
、
今
は
そ
れ
が
実

行
で
き
な
い
で
い
る
人
が
多
い
こ
と
も
事

実
で
す
が
、
自
分
を
変
え
た
い
と
考
え
模

索
し
、
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
る
人
達
は

き

っ
と
こ
の
自
然
の
力
に
助
け
ら
れ
そ
れ

を
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
ｃ

実
際
に
ヨ
ガ
や
自
然
食
を
両
立
し
て
総

合
的
に
始
め
よ
う
と
す
る
場
合
、
自
分
に

適
し
た
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
陰
陽
理
論
な
ど
は
特
に
中
庸
と

呼
ば
れ
る
考
え
方
も
、
時
と
場
所
な
ど
の

他
、
個
人
差
に
よ
り
幅
が
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
し
、
安
易
に
陰
陽
表

に
照
ら
し
あ
わ
せ
た
だ
け
で
良
し
悪
し
を

判
断
し

「
こ
の
食
物
は
陰
性

（陽
性
）
だ

か
ら
い
け
な
い
…
…
」
と
否
定
す
る
の
で

は
な
く

「今
は
必
要
が
無
い
」
く
ら
い
の

寛
容
な
心
構
え
を
持

つ
こ
と
も
必
要
で

す
。
自
分
の
肉
体
と
精
神
レ
ベ
ル
で
は
、

ど
こ
ま
で
が
陰
性
と
陽
性
の
限
界
で
あ
る

か
を
確
か
め
た
上
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
位
置
を
中
庸
と
し
、
知
覚

（体
感
）
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
庸
と
な

る
状
態
も
常
に
変
化
し
て
い
る
の
で
、
盲

目
的
な
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
は
危
険
と

言
え
ま
す
。

ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
や
呼
吸
法
で
も
体
質
や

精
神
を
陽
性
に
変
化
さ
せ
た
い
場
合
の
ヨ

ガ
の
組
み
立
て
方
は
、
や
は
り
五
行
説
の

循
環
を
重
視
し
た
考
え
方

（木

・
火

・

上

・
金

・
水

の
バ
ラ
ン
ス
と
五
臓

・
五

体

・
五
志

・
五
液

・
五
味

・
五
色
な
ど
と

の
関
連
を
知
る
こ
と
）
や
陰
陽
理
論

（陽

性
＝
求
心
力
と
、
陰
性
＝
遠
心
力
の
生
命

リ
ズ
ム
な
ど
）
の
バ
ラ
ン
ス
や
呼
吸
の
強

弱

・
均
等

・
癖
な
ど
も
考
慮
し
ま
す
し
、

陰
性
に
変
化
さ
せ
た
い
場
合
も
そ
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
て
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
陰

陽
の
相
対
的
な
刺
激
で
あ
る
、
「動
」
と

「静
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
ポ
ー
ズ
の
実

践
方
法
や
呼
吸
法

・
瞑
想
方
法
の
取
り
入

れ
方
の
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
上
手
に

応
用
で
き
る
と
そ
の
可
能
性
が
無
限
に
広

が
つ
て
い
き
ま
す
。
日
常
で
は
お
勤
め
の

日
と
休
日
が
あ
る
よ
う
に
、
都
会
で
の
生

活
と
田
舎
暮
ら
し
を
両
立
し
た
り
、
相
対

的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
幅
が
大
き
い
人

は
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
よ
く
理

解
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

都
会
に
は
都
会
の
営
な
が
あ
り
、
自
然

に
は
自
然
の
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
。
相
手

を
否
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
入
る
の
で
は
話

が
進
み
ま
せ
ん
。
ヨ
ガ
や
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
を
実
践
し
て
い
こ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
双
方
の
奥
深
さ
を
体
験
し
自
分
自
身

が
あ
る
べ
き
姿
を
そ
こ
か
ら
学
び
、
五
行

説
の
よ
う
な
お
互
い
が
助
け
合
い
協
力
し

合

っ
て
今
の
状
態
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す

れ
ば
、
ご
縁
が
あ

っ
て
お
付
き
合
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
々
に
精

一
杯
感
謝
し
全

力
で
接
す
る
こ
と
で
も
、
五
行
説
や
陰
陽

理
論
の
実
践
に
つ
な
が
る
と
言
う
考
え
も

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

●PROFILE
もりやま・みきよし

東京都国立市出身。リマ・クッ
キングスクール師範科修了。
大森英櫻正食医学講座修了。
龍村ヨガ&呼吸法研究所指導
者養成講座修了。NPO法人日
本YOGA連盟仙台支部長。く
つろぎ工房主宰。
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た
だ
決
め
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
ヨ
ガ

及
び
自
然
食
業
界
は
精
神
面
や
心
と
身
体

の
総
合
的
な
調
和
を
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
よ
う
な
幅
広
い
理
論
を
基
に
実
践

し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
社
会
生
活
に
お
い
て
も
仕
事
な

ど
で
無
理
や
無
駄
に
気
が
つ
き
な
が
ら
状

況
判
断
が
で
き
ず
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
す

ぎ
る
と
、
思
考
能
力
が
停
止
し
悪
い
方
向

に
陥
り
や
す
く
な
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

自
分
自
身
の
負
担
を
大
き
く
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
場
合
に
よ

っ
て
は
自
然
環
境
な

ど
に
も
そ
の
波
紋
が
広
が
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
五
行
説
も
理
解
し
た
上
で
そ
の
負
担
や

責
任
も
修
行
の

一
環
と
し
て
実
践
し
、
自

分
自
身
で
す
べ
て
を
受
け
入
れ
て
い
る
の

な
ら
よ
い
の
で
す
が
、
無
意
識
の
う
ち
に

自
他
を
害
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
命
に

か
か
わ
る
問
題
に
発
展
し
て
し
ま

い
ま

す
。ヨ

ガ
を
通
じ
て
人
生
の
楽
し
み
方
を
開

花
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
や
は
り
自
然
を
愛
し
大
切
に

し
た
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
に

も
気
が
つ
き
ま
す
。
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
や
連
絡
先
か
ら
詳
し
い
活
動
が

ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
お
二
人

は
、
よ
く
仕
事
で
お
世
話
に
な
る
の
で
す

が
、
大
自
然
の
中
に
自
身
の
心
と
身
体
を

投
げ
だ
し
、
自
然
環
境
に
お
け
る
あ
ら
ゆ

る
問
題
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
心
構
え
を
養

っ
て
、
そ
の
感
動
や
や
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
伝
え
広
め
、
す
べ
て
を
楽
し

め
る
環
境
を
作
る
努
力
を
さ
れ
て
い
ま

す
。個

人
的
な
地
位
や
経
済
力
や
立
場
を
投

げ
捨
て
て
な
く
て
は
得
ら
れ
な
い
幸
せ
も

あ
り
ま
す
が
、
五
行
説
や
陰
陽
の
応
用
が

で
き
て
く
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
ま
で
旅

行
に
行
か
な
く
て
も
近
い
と
こ
ろ
で
今
で

き
る
こ
と
か
ら
自
分
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
、
大
き
な
幸
せ
に
つ
な
が
る
道
筋
が
拓

け
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

８
月
３‐
日
か
ら
福
島
県
只
見
町
の
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
を
し
た
よ
う
な
感
党
に
な
る

貴
重
な
重
要
文
化
財
に
宿
泊
し
、
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
事
と
き
れ
い
な
空
気

を
身
体
の
中
に
取
り
入
れ
、
ヨ
ガ
や
ハ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
む

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ

ク
ラ
イ
フ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
ヨ
ガ
リ
ト

リ
ー
ト
２
０
０
７
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ｒ
（一ｏ
ヽ
ヽ
ンで′く́
”ヽ
あ
｝Ｆ
く
〇
〓
”
こ
つ

辮 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

写真は海でカヤックに乗り、無人島の一角でマク
ロビォティック料理とヨガを堪能した企画の写真
主催は仙台市の「SORA 武内ヒロコさん」
シーカヤックを乗りこなし、マクロビオティッ

クやヨガ、農業や整体・鍼灸などあらゆるジャン
ルのコラボレーションから参加される方々ヘリラ
クゼーションを提供する活動をしています。

ホームページとお問合せ先
http://www.sora― mame,com/index.htm/
TEL&FAX 022‐ 222‐9660

このイベントで協力してくださつたヨガインスト
ラクターの森田尚子さんは、ヨガを実践しながら
フリーダイビング・インドアカップの世界大会に

日本代表で選ばれるなど、活躍されている方です。

http:〃 www.yogin卜nao com/

今話題の「マクロビオティックJと「ヨガ」の調和により、自然の原理・原則と本格的

なヨガを分かりやすく、1日 の々レベルに応じてお伝えします.

お子様連れのお母様やこれからヨガを始めたいとお考えの方、経験者の方や学

生の方も歓迎致します=1司じ目的をお持ちの方 と々′とヽ身共にリフレンシユできるひと

ときを共有してみませんか?

◎料金 :1回3,000円 (税込)入会金不要 (小学生未満無料 )
◎会場 :日本Ci協会2階ホール ′Jヽ田急線「東北沢」駅北口より徒歩2分

◎ご用意頂くもの:お持ちの方はヨガマット(※遠方の方は不用)、タオル、運動しやすい服装
※貴重品や体調の管理は各自でお願い致します。
お問い合わせ、お申し込みは日本CI協会までTEL.03‐ 3469¨7631

■
籍
・・，
よ
一ス
警
慾
議
奮
撥
一

◎講義 陰陽理論とヨガ
◎実技 /ねじる

◎呼吸法・食事 /総合応用呼吸法

◎リラクゼーション症状別リラクゼーシヨン

8月 11日 土曜日 17:00～ 19:00

8月 20日 月日程日 14:30～ 16:30
8月 21日  メ(1翌日 10:00～ 12:00

8月 27日 月曜日 14:30～ 16:30
8月 28日 火曜日 10:00～ 12:00

I』ヱ:織難繁響鶴蟻機,1蒸認臨騒雛

'観
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マ
ク
ロ
ビ
一オ
テ
イ
ツ
ク
．で

第
１１
回
　
自
然
が
大
好
き
！

夏
休
み
の

一
大
イ
ベ
ン
ト

毎
年
夏
に
な
る
と
、
ム
舎
艮
に
住
ん
で
い

る
学
生
時
代
の
友
達
か
ら

「遊
び
に
お
い

で
よ
―
」
と
誘
わ
れ
、
子
ど
も
を
連
れ
て

泊
ま
り
に
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
子
ど
も
た

ち
と
私
の
夏
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
ー

友
達
の
家
は
王
寺
の
近
く
で
、
掘
れ
ば

何
か
が
出
て
く
る
よ
う
な
、
悠
久
の
考
古

学
地
帯
で
す
。
大
阪
の
都
市
部
ま
で
そ
れ

ほ
ど
遠
く
な
い
の
に
、
山
に
囲
ま
れ
て
い

て
、
天
然
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
た

っ
ぷ

り
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

子
ど
も
た
ち
も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

友
達
の
家
族
は
両
親
と
弟
、
そ
し
て
大

の
か
れ
ん
ち
ゃ
ん
の
五
人

（？
）
家
族
。

弟
さ
ん
は
就
職
を
機
に
家
を
出
ま
し
た
が
、

私
た
ち
が
遊
び
に
行
く
夏
に
は
い
つ
も
帰

っ
て
き
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で

く
れ
た
り
し
ま
す
。
子
ど
も
好
き
の
お
父

さ
ん
も
優
し
く
迎
え
て
く
れ
て
、
そ
れ
だ

け
で
も
嬉
し
い
の
で
す
が
、
何
と
言

っ
て

も
久
し
ぶ
り
に
友
達
と
過
ご
す
の
が
楽
し

み
Ｈ
　
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
楽

し
み
に
し
て
い
る
の
が
、
料
理
上
手
な
お

母
さ
ん
が
作
る
食
事
＝
　
と
に
か
く
お
い

し
く
て
、
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
す
。
す
ぐ
そ
こ
に
山
が
見
え
る
よ
う
な

大
自
然
な
の
で
、
空
気
も
新
鮮
で
お
い
し

く
、
真
夏
で
も
散
歩
が
気
持
ち
よ
く
、
食

後
の
運
動
も
充
実
で
き
ま
す
。
ま
た
、
夜

は
真

っ
暗
に
し
て
寝
て
も
眩
し
い
く
ら
い

の
月
あ
か
り
が
部
屋
の
中

へ
と
注
ぐ
の
で
、

布
団
に
入

っ
て
か
ら
も
友
達
と
の
お
喋
り

が
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
何
よ
り
も

一
番
楽
し
ん
で
い
る
の
が
子
ど
も
た
ち
―

市
営
プ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
、
ぶ
ど
う
狩
り

を
し
た
り
、
虫
を
見

つ
け
た
り
、
葉

っ
ぱ

拾
い
を
し
た
り
と
、
遊
び
の
宝
箱
で
す
。

自
然
と
の
調
和

上
の
娘
が

一
歳
半
だ

っ
た
頃
、
私
は
娘

を
抱

っ
こ
し
て
い
て
右
腕
が
腱
鞘
炎
に
な

り
、
何
を
す
る
に
も
右
手
を
使
う
の
が
辛

く
て
、
駅
の
改
札
に
切
符
を
入
れ
る
こ
と

も
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
奈
良
で
三

日
ほ
ど
過
ご
し
た
ら
、
帰
る
頃
に
は
完
全

に
治

っ
て
い
た
の
で
す
―
　
自
然
の
チ
カ

ラ
っ
て
す
ご
い
Ｈ
　
き

っ
と
森
の
空
気
や

風
が
治
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
う
ち
の
子
ど
も
た
ち
は
車
酔
い
が

激
し
い
の
で
す
が
、
こ
こ
に
来
る
と
不
思

議
と
車
酔
い
は
な
い
の
で
す
。
自
然
が
あ

ふ
れ
て
い
て
、
気
持
ち
も
開
放
的
に
な
り
、

心
地
よ
く
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
現
れ
だ

と
思
い
ま
し
た
。

奈
良
か
ら
帰
り
、
東
京
駅
に
降
り
た
と

た
ん
、
忙
し
く
行

っ
た
り
来
た
り
す
る
山

手
線
と
、
そ
れ
に
乗
り
降
り
す
る
人
の
数

に
、
「
あ
～
休
暇
も
終
わ

っ
た
な
…
…
」

と
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
、
余
計
に
自
然
の
中
で
暮
ら
す

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

″自
然
と
調
和
し
て
暮
ら
す
ｔ
」と
の
大

切
さ
。
子
ど
も
に
親
が
教
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が

一
つ
だ
け
あ
る
と
し
た
ら
、

算
数
の
宿
題
で
も
、
漢
字
の
読
み
書
き
で

も
な
く
、
自
転
車
の
乗
り
方
で
も
、
か
け

っ
こ
で

一
等
賞
の
テ
ー
プ
を
切
る
こ
と
で

も
な
く
、
こ
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
然
の
こ
と
を
考
え
、
気
遣
い
、
と
も

に
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
る
の
は
、

そ
ん
な
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
生
活
の
中
か
ら
子
ど
も
と

一
緒
に

簡
単
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 倉田有理
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買
い
物
に
行
く
と
き
は
買
い
物
袋
を
持

っ
て
行
き
、
外
食
す
る
と
き
は
マ
イ
箸
を

使
う
こ
と
。
シ
ャ
ワ
ー
の
と
き
に
お
水
が

お
湯
に
変
わ
る
間
、
水
を
出
し

っ
ぱ
な
し

に
せ
ず
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
た
め
て
花
の

水
や
り
用
に
使
う
な
ど
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ

と
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
家
族
で
や
っ
て

い
る
と
な
ん
だ
か
環
境
に
優
し
く
な
れ
た

こ
と
で
、
自
然
と
仲
良
し
に
な
れ
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

自
然
派
子
育
て
は

ま
ず
″お
む
つ
″か
ら

で
き
る
だ
け
無
駄
を
作
ら
な
い
、
ス
マ

ー
ト
な
生
き
方
。
こ
れ
が
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
で
は
大
切
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
生
活
に
変
え
て
、

自
然
に
身
を
任
せ
て
生
活
し
て
い
る
と
、

不
思
議
と
ス
マ
ー
ト
に
生
き
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

無
駄
と
言
う
と
ゴ
ミ
で
す
が
、
生
活
し

て
い
る
と
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
出
て
し
ま

う
の
も
現
実
で
す
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ

ク
の
食
事
法
に
変
え
て
か
ら
、
野
菜
を
丸

ご
と
食
べ
、
出
し
が
ら
昆
布
も
天
ぶ
ら
や

佃
煮
に
し
て
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
台
所

の
ゴ
ミ
が
減
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
私

が
子
育
て
を
始
め
て

一
番
困

っ
た
ゴ
ミ
は

「紙
お
む
つ
」
。
そ
こ
で
、
布
お
む
つ
に
変

え
た
と
こ
ろ
、
ゴ
ミ
は
減
る
し
、
紙
お
む

つ
代
も
節
約
で
き
て
、
と
て
も
助
か
り
ま

し
た
。

私
の
場
合
、
全
て
布
お
む
つ
で
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
長
時
間
の
お
出
か
け
や
、

夜
ゆ
っ
く
り
眠
り
た
い
と
き
な
ど
は
紙
お

む
つ
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
は
布
お
む
つ
で
し
た
。
も
し
も

自
分
の
パ
ン
ツ
が
紙
だ

っ
た
ら
何
だ
か
気

持
ち
悪
い
な
と
思
う
と
、
子
ど
も
に
も
布

を
使
わ
せ
て
や
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。

洗
濯
す
る
の
は
面
倒
く
さ
い
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
紙
お
む
つ
が
世
に
登
場
す

る
前
は
、
み
ん
な
布
お
む
つ
で
子
ど
も
を

育
て
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
に
、
紙
お
む

つ
は
と
て
も
高
性
能
で
、
全
く
濡
れ
た
感

じ
が
し
ま
せ
ん
が
、
逆
に
そ
れ
が
子
ど
も

の
感
覚
を
鈍
ら
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
大
げ
さ
に
聞
こ

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
親
の
子
ど
も
に
対
す
る
感
覚
も

鈍
ら
せ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

布
お
む
つ
で
育

っ
た
上
二
人
の
娘
は
、

明
る
く
元
気
に
育

っ
て
い
る
の
で
、
息
子

も
も
ち
ろ
ん
布
お
む
つ
で
育
て
て
い
ま
す
。

自
然
の
声
を
聞
く

東
京
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
公
園
に
で

も
行
か
な
け
れ
ば
、
土
に
触
れ
る
こ
と
も
、

葉

っ
ぱ
の
匂
い
の
す
る
風
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

奈
良
の
友
達
の
家
に
帰
る
と
、
改
め
て

木
の
大
切
さ
や
、
自
然
の
空
気
が
持

つ
パ

ワ
ー
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ず

つ
と
大

切
に
す
る
た
め
に
も
、
小
さ
な
こ
と
で
す

が
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
の
環
境
を
自
然

に
戻
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
な
と
思
い
ま

す
。
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子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
、
自
然
の
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。



東
京
都

“
安
達
和
夫
さ
ん

３７
歳
績
色

無
茶
な
生
活
で
身
体
を
壊
し
た

私
を
救

っ
た
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

幼
い
頃
か
ら
母
親
が
ま
と
も
な
食
事
を
作

っ
て
く

れ
ず
、
菓
子
パ
ン

・
添
加
物
だ
ら
け
の
冷
凍
食
品

。

レ
ト
ル
ト
食
品

。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
を
食
べ

て
育
ち
ま
し
た
。
子
供
心
に
も
愛
の
込
め
ら
れ
て
い

な
い
食
べ
物
は
ま
ず
く
、
私
の
口
に
は
合
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
他
に
食
べ
る
物
が
無
か
っ
た
の
で
や
む

を
得
ず
、
不
味
く
と
も
何
と
か
そ
れ
ら
を
食
す
か
、

も
し
く
は
そ
の
当
時
牛
乳
が
体
に
よ
い
と
信
じ
て
い

た
た
め
、
栄
養
を
つ
け
る
べ
く
牛
乳
ば
か
り
飲
ん
で

い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
中
学
生
の
頃
ま
で
は
牛
乳
中
心
の
生
活

で
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
ま
し
た
が
、
高
校
生
に
も

な
る
と
、
学
内
で
最
も

ハ
ー
ド
と
さ
れ
る
運
動
部
に

入

っ
た
の
で
、
食
べ
ず
に
は
体
が
も
た
な
く
な

っ
て

い
き
ま
し
た
。

体
重
は
グ
ン
グ
ン
落
ち
、
練
習
に
つ
い
て
い
け
ず
、

部
活
は
さ
ぼ
る
よ
う
に
な
り
…
…
上
級
生
か
ら
は
い

じ
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
…
…
朝
か
ら
学
校

へ
行

き
た
く
な
い
拒
絶
感
か
ら
吐
き
気
が
止
ま
ら
な
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

学
校
は

一
年
の

一
学
期
と
持
た
ず
、
辞
め
る
こ
と

を
選
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
１５
歳
の
私
は
社
会

に
出
る
こ
と
に
対
す
る
不
安
と
絶
望
が
強
く
、
何
を

し
て
よ
い
の
か
全
く
解
り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
手

元
に
あ

っ
た
３
千
円
の
全
財
産
、
こ
れ
を
使

っ
て
し

ま
え
ば
働
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
パ
チ
ン

コ
を
打

っ
た
の
で
す
が
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
勝
ち
続

け
、　
一
年
後
に
は
３
０
０
万
円
位
の
蓄
え
が
で
き
て

し
ま

っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
本
格
的
に
パ
チ
プ
ロ
の
道
を
選
ん
だ
私
は
、

お
金
が
あ
り
ま
す
か
ら
今
ま
で
の
よ
う
に
決
め
ら
れ

た
食
べ
物
で
は
な
く
、
好
き
な
も
の
を
買

っ
て
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
い
っ
て
も
朝
か
ら
夜
ま
で

パ
チ
ン
コ
生
活
…
…
長
時
間
打
て
ば
打
つ
ほ
ど
お
金

に
な
る
の
で
私
に
は
食
べ
る
時
間
も
惜
し
く
、
ど
う

し
て
も
体
に
入
れ
る
も
の
は
手
軽
な
菓
子
パ
ン
、
フ

ァ
ス
ト
ワ
ー
ド
、
ほ
か
ほ
か
弁
当
…
…
そ
し
て
と
き

に
は
砂
糖
た

っ
ぶ
り
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
何
本
も
飲
む

こ
と
も
。
さ
ら
に
は
孤
独
感
を
紛
ら
わ
す
た
め
、
毎

日
の
よ
う
に
お
酒
を
飲
み
明
か
し
て
い
ま
し
た
。

若
さ
ゆ
え
、
２０
代
半
ば
ま
で
は
何
と
か
体
が
も

っ

て
い
た
の
で
す
が
、
加
代
も
後
半
に
さ
し
か
か
る
こ

ろ
、
何
か
が
詰
ま

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
背
中
が

一

日
中
カ
ー
っ
と
ほ
て
っ
た
り
、
意
識
が
薄
れ
思
考
力

が
失
せ
、
微
熱
が
続
く
状
態
が

一
年
以
上
続
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
間
、
内
科
、
精
神
科
、
神
経
科
、
診

療
内
科
な
ど
、
様
々
な
病
院
を
転
々
と
し
、
検
査
も

受
け
て
み
ま
し
た
が
異
常
は
み
つ
か
ら
ず
、
神
経
性

胃
炎

。
う
つ
病
な
ど
と
診
断
さ
れ
、
ど
こ
へ
行

っ
て

も
安
定
剤
の
よ
う
な
も
の
を
処
方
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
を
服
用
し
て
も
体
が
だ
る
く
な
る
ば
か

り
で
、　
一
向
に
気
分
が
優
れ
る
気
配
も
な
く
ま
す
ま

す
体
は
つ
ら
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
整
体
が
い
い
と
聞
け
ば
整
体
に
、
さ
ら

に
針
、
漢
方
、
色
々
試
し
て
は
み
た
も
の
の
、
回
復

の
兆
し
は
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
、

良
く
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
不
安
と

絶
望
感
で
い
っ
ぱ
い
だ

つ
た
と
き
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
と
い
う
最
高
の
食
事
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
？
」
当
時

ス
フ
か
ら
１０

年
程
前
）
は
全
く
と
い
う
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
く
、

初
め
て
聞
く
言
葉
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
″
こ
の
食

事
法
で
た
く
さ
ん
の
方
が
病
気
か
ら
回
復
し
て
い

る
〃
と
聞
い
て
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
知
人
が
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
よ
い

先
生
を
知

っ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
先
生
に
電
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チ

話
で
食
事
法
を
聞
い
て
み
る
と
、
動
物
性
は

一
切
禁

止
、
生
野
菜
、
果
物
、
う
り
、
茄
子
、
芋
類
、
コ
ー

ヒ
ー
、
砂
糖
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
ダ
メ
、　
一
口
で
も
食

べ
た
ら
絶
対
治
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
そ
ん
な
限
ら
れ
た
物
だ
け
を
食
べ
ら
れ
る
場
所

な
ん
て
ど
こ
に
も
な
い
し
、
自
分
で
作
る
に
も
料
理

な
ん
て
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
と
さ
れ
た

玄
米
を
炊
い
て
み
ま
し
た
が
炊
き
方
も
良
く
わ
か
ら

ず
炊
飯
器
で
長
め
に
炊
い
た
の
で
す
が
ま
ず
い
こ
と

ま
ず
い
こ
と
…
…
。
そ
れ
に
あ
れ
も
だ
め
こ
れ
も
だ

め
と
い
う
限
ら
れ
た
食
材
で
の
お
か
ず
な
ん
て
到
底

私
に
は
作
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
先
生
と
は
電
話
で
話
し

た
だ
け
な
の
で
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
か

っ

た
の
で
す
が
、
治
し
た
い
一
心
で
無
理
し
て
ま
ず
い

玄
米
と
簡
単
に
作
れ
る
味
噌
汁
の
生
活
を
ス
ト
イ
ッ

ま
し
た
が
、
と
に
か
く
も
う
ど
う
な

っ
て
も
い
い
か

ら
食
べ
た
か
つ
た
の
で
す
。
で
す
が
そ
れ
は
本
当
に

お
い
し
く
料
理
さ
れ
て
お
り
、
今
ま
で
食
べ
た
こ
と

が
な
い
よ
う
な
、
体
が
生
き
返
る
よ
う
な
感
覚
で
し

た
。
今
ま
で
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
食
事
は
何
だ

っ
た
の

か
と
思
い
つ
つ
、
と
に
か
く
毎
日
の
よ
う
に
そ
こ
へ

は
通
い
ま
し
た
。
や
が
て
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

が
ど
ん
ど
ん
好
き
に
な

っ
た
私
は
、
圧
力
鍋
だ
と
軟

ら
か
く
玄
米
を
炊
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
、
当
時
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
料
理
本
を
参
考
に
自
分
で
も
色
々
作
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
も
グ
ン
グ
ン
健

康
を
取
り
戻
し
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
を
通
じ
て

知
り
合

っ
た
仲
間
も
た
く
さ
ん
で
き
て
、
穏
や
か
で

心
地
良
く
、
楽
し
い
生
き
方
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

き

っ
か
け
は
、
ス
ト
イ
ッ
ク
な
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
で
は
あ

っ
た
も
の
の
、
も
し
あ
の
と
き
、
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
出
逢

っ
て
い
な
か

っ
た
ら
、
今

頃
き

っ
と
私
は
生
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
知

っ
た
こ
と
に
よ
り
生

か
さ
れ
て
い
る
私
は
、
そ
の
楽
し
さ
、
お
い
し
さ
、

健
康
的
さ
を
多
く
の
人
に
広
め
、
共
有
し
て
い
く
こ

と
が
今
の
私
の
使
命
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ス
ト
イ
ッ

ク
が
つ
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知

っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
使
命
と
楽
し
さ
、
お
い
し
さ
を
共
有
し
た
、
遊

ぶ
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
…
…

―ド
ヽ
―

劇
壼

じ

ク
に
続
け
た
の
で
す
が
ま
ず
く
て
、
あ
ま
り
食
べ
ら

れ
な
か
っ
た
の
と
玄
米
が
硬
く
て
消
化
不
良
だ

っ
た

の
も
あ

っ
て
か
、
私
の
体
は
み
る
み
る
痩
せ
て
、
身

長
１
７
７
セ
ン
チ
に
対
し
、
体
重
“
キ
ロ
に
ま
で
落

ち
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
歩
く
に
も
足
が
も

つ
れ
勝

手
に
転
び
、
つ
い
に
は
朝
体
を
起
こ
す
の
が
精

一
杯

と
い
う
ほ
ど
ま
で
に
衰
弱
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

人
と
会
う
体
力
も
な
く
、
毎
朝
こ
の
ま
ま
死
ん
で
し

ま
う
の
か
と
思

っ
て
は

一
日

一
日
が
過
ぎ
て
お
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
都
内
で
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
の
食
事
が
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
知

っ
た
の
で
す
。
顔
色
は
緑
が
か
っ
た
青
白
色
、

骨
と
皮
ば
か
り
の
状
態
で
何
と
か
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

ヘ
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
絶
対
食
べ
て
は
ダ
メ
と
言

わ
れ
て
い
た
生
野
菜
、
そ
れ
に
芋
類
も
含
ま
れ
て
い
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マクロビオティックのエビデンス

【体重減少編】

摂取前 被験者データ

血糖値が高めの女性10名

平均年齢  41.2歳

平均身長 158.6センチ

平均体重  58.4kg

摂 取 率  96.3%

厖ヨコ項目:BMl(単位:kg/m2)

摂取前   摂取後 (4週間 )
0

巨
項目
　

　

　

　

　

　

　

　

＜ｋｇ＞ 摂取後 (4週間 )

脅

ｏ
●

ｏ

″
　
●靡

や

簸

BMI【body mass indexI

体重 (9)を身長(cm)の 2乗で割り、

10をかけた数。肥満度指数。

BM:が「25」 を超えたら危険信号!

高脂血症や高血圧、糖尿病などの

生活習慣病にかかりやすくなります。
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會

イ

帥

　

　

　

　

　

　

　

＜ｃｍ＞

:ウエスト周囲経 (単位 :cm)

摂取前   摂取後 (4週間 )

体脂肪率とは体重に占める脂

肪の割合で、体内の脂肪状態

を数値として知ることができます。

一見スリムな人が実は骨や筋

肉が少なくて体脂肪率が高か

ったり、太つて見える人が逆に

適正と判断されることもあります。

タ

ご√1竜  ゃ

※モニター申込受付中 お問い合せは日本CI協会
■.||ヽ |||||ヽ■||||■ |||||||||‐1111■|■ ■|‐  ■ ■ ■| ■|||■

レディースセット体験係まで

鰤 輌 籟←暴

警

m醐 鷺諸翻獄臨 悪驚以盤1誓璧1馴鯨9縁
(株式会社綜合臨床薬理研究所の報告書による。この試験は随時血糖値が高めの被験者

がマクロビオティック入門食品 (レディースセット)を4週間摂取したときの体重関連項ロヘ及ぼ

す影響を検証した。被験者は随時血糖値がHOmν dL以上200m1/dL未満、かつ血糖降下
剤などの血糖に影響を及ぼす医薬品などを投 lJ・されていないものである)

マ|夕職

“

|なテ澪1脅1細蟻 温めたり、お湯を注ぐだけ。

笏

'(S彦

多

レティースセフト

贈り物にもこ禾り用ください。

セット価格 16.000円 (税込)
14食分+間食フ食分 1週 間メニュー付

(リマ クッキングスクール監修 )

手軽にはじめてみ

琴→マ?ソ費髪

為
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有機」AS認定のビタミン剤 自然由来原料100%
ビタミンE含有量37mg/他
∪SDA(米国連邦農務省)、 有機」AS(日本農林規
格)の認証を受けた世界初のオーガニックビタミン

斉l。 100%自 然由来成分でつくつたサプリメン ト

で、各々の食材の持つている栄養素をそのまま生か

しています。保存料、増量斉」などの添加物は一切使

用しておりません。ビタミンE含有量 i37mg/4
粒、セレン含有量 :20μ g/4粒。 1日 3～ 4粒を
目安に摂取してください。

推薦する医師:Drフ ィリップ・   ‐     |■
マフェトン氏          .     ■|

開封前賞味期間 :常温で 2年
原材料 :有機豆・ビーツ・ほうれ

ん草・ケール・アカシアガム (ア
メリカ産)、 ビール酵母・パーム

油・ミックストコフェロール

11

804g(o67g× 120米立)

5,775円  (税込)

青森県産 生産者限定
大粒で甘みがある

栽培期間中、農薬 化学肥料不使用のです。甘みが
ある高品質品。煮豆、豆腐、みそ、豆乳作りなど幅

広い用途にこ利用ください。

開封前賞味期間 :常温で1年
原材料 :大豆 (青森産)

(ラだ) l kg

l,310円 o謎 )

(/」 )ヽ300g

409円  (税込)

有脚 AS認定のビタミン剤 自然由来原料100%
アンチエイジングをサポ…卜するベースサプリメント

∪SDA(米国連邦農務省 )、 有機」AS(日本農林規
格)の認証を受けた世界初のオーガニックビタミン

剤。100%自 然由来成分でつくつたサプリメン ト

で、各々の食材の持つている栄養素をそのまま生か

しています。保存料、増量斉」などの添加物は一切使

用しておりません。ビタミンA80μ g、 ビタミン

CloOmg、 ビタミンE2mg、 亜鉛10mg、 セレン25

μg、 α―リポ酸75mg、 リコピン600mg、 L―システ

イン10mg(6粒中 )。 1日 5～
6粒を目安に摂取してください。 |:′ ||

■ ■弯
推薦する医師 :Drフ ィリップ。マ
フェトン氏

開封前賞味期間 :常温で2年
原材料 :有機アセロラチェリー・フ
ルーベリー・ブ回ッコリー、シトラ
ス、ウコン・ショウガ・ケール・ホ

ウレンソウ・ トマ ト・にんじん・ア

カシアガム (ア メリカ産)・ ビール

酵母・パーム油・ ミックストコフェ
ロール・α―リポ酸

1224g(o68g× 180粗[)

7,875F](税込)

商

品

の
お
問
合
せ
は
オ
ー
サ

ワ
ジ

ャ
バ

ン
い

ま

で
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３３５
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市
新
曽

４
２
４

フ
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ヤ
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２
０
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７
１
４
４
０
／
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〇
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０
１
５
８
８
１
０
３
８

有機」AS認定のビタミン剤
自然出来原料100%
ビタミンC含有量200mg/3粒
∪SDA(米国連邦農務省)、 有機」AS(日本農林規格 )
の認証を受けた世界初のオーガニックビタミン斉」。

100%自 然由来成分でつくつたサプリメン トで、

各々の食材の持つている栄養素をそのまま生かして

います。保存料、増量斉」などの添bll物は一切使用し

ておりません。 1日 2粒を目安に摂取してくださ

い。推薦する医師 :D「 フィリップ マフエトン氏

開封前賞味期間 常温で2年

原材料 有機アセロラチェリー・

ブロッコリー・ シトラス・ブルー
ベリー・ケール・ほうれん草、に

んじん。ビーツ・アカシアガム

(ア メリカ産)。 パーム)由

45g(o75g× 60粒 2)

4,725円 (税込)
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′熔ぶ鶏妙鶏1管曖勁 雛策ンお

`鍮

|

完全無添カロ 経皮毒の心配なし
一番絞り無農薬椿油使用
リンス不要でまとまりやすい髪に

「どんな添加物も一切不使用」の無添加石鹸シヤンプ

ー。食用に育てた無農薬椿を手絞りした、一番搾り椿

油を使用しています。赤ちやん、アレルギー肌、ア

トピー肌、ダメージヘア専用。頭皮の活性化と柔軟

作用で「フケ」が出にくくなります。椿油の強力な補

修作用と天然グリセリンの効果により、天然保湿因

子 (ナチ ュラルモイスチャー

ファクター)を増強 し、髪と頭

皮を保湿、保護 します。椿油の

主成分のオレイン酸は紫外線

による髪のダメージを抑えま

す。化学合成物質 (起泡剤)が

入つていないため、経皮毒の

心配がありません。傷んだ髪

にお薦めです。

開封前賞味期間 :常温で1年
原材料 :水、脂肪酸カリウム、グ
リセリン、スクワレン (原料に大
豆・ヤシ・椿油使用)

eSOe 3,.|50H <aar

||●そグシ
'■

夕
`シ

ミ電ブ勝|

フランス産ぶどう種子使用
コレステロールゼロ
あつさりとした風昧 低温圧搾法
科学的処理をしない、低温圧搾法により抽出。リノ

ール酸、オレイン酸を豊富に含んでおります。揚げ

物に使うと油切れがよく、酸化が遅い。サラダの ド

レッシングや、揚げ油等様々な料理にこ利用くださ

い。

開封前賞味期間 :常温で 1年半
原材料 :食用ぶどう種子油 (フ ランス産)

500「n2

1,3121∃ (税込)

一一一一一一麟一
商
品
の
お
問
合
せ
は
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン
輸
ま
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３３５
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玉
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２
４

フ
リ
ー
ダ
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ヤ
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２
０
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７
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４
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／
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〇
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２
０
１
５
８
８
１
０
３
８

鐵饗酸鸞ぶヨン錢 簗増壕蒋 |

完全無添カロ デリケートな犬にも
安心して使える高級ドッグシヤンプー

リンス不要
「どんな添加物も一切不使用」の無添加石鹸シヤン

プー。動物病院や犬の美容室でも使われている高級

ドッグジャンプー。職人による手づくり本格釜焚き

製法で、鮮度の高い安全な食用の植物油を使用して

お ります。市販のシャンプ

ーの中で最もグ レー ドが高

い商品です。香料や酸化防

止剤等の添加物 は一切使用

してお りません。やさ しく

洗えて リンス不要、すすぎ

も早 く、乾 くのも早いのが

特徴です。

開封前賞味期間 :常温で1年
原材料 :水、脂肪酸カリウム、クリ
セリン、スクワレン (原料にオーガ
ニックオリーブ油、ヤシ油を使用)

tsoc 3,.l50H ti#al

磁謝躍 壕 ‐

‐.■■.  .||.,1''

ONE

t■螂 維 彰
～
雛|ヽ瞥撃 ツ■ン11)|

完全無添加 経皮毒の心配なし
すべすべ、もちもちの柔らかい肌に

赤ちゃん・アトビー・超敏感肌用
「どんな添加物も一切不使用Jの無添加ボディソー
プ。弱アルカリ性の石鹸で肌の善玉菌に優しく、洗

ったあとの肌は弱酸性になります。大豆とヤシ油で

つくった釜焚き石鹸は天然グリセリンをたつ13iり 含

み、天然保湿因子 (ナチュラ

ルモイスチヤーファクター )

を増強し、肌の保湿、保護 し

ます。皮膚活性化と柔軟作用

で「すべすべ」「もちもち」

の柔らかい素肌になります。

化学合成物質 (起泡剤)が入
つていないため、経皮毒の心

配がありません。

開封前賞味期間 :常温で1年
原材料 :水、脂肪酸カリウム、グリ
セリン、スクワレン (原料にオーガ
ニックオリーブ油、ヤシ油を使用)

250g3,412円 (税込)
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■掲載希望の方は別ページの入会申込書(法人会員)で申し込んで下さい。3行以上は 1行につき 5,250円増しにな
ります。

Oマークはオーサワジャバン(株)食品取扱店です。

名店売販 住  所  電  話 営業時間
休  日 主な商品 催しもの

宿ン帥燿縮禁
水
域け全

セ
＜

P080×2263,SEDONAハ Z86339 U S A
TEL昼 03 3578 9020 FAX00]19282040700

‐営業受付
予約制 5泊以上

マクロ共自炊 +水晶全身 hedhg+せ せらぎ瞑想 h
高波動の地掃除造園などヘルプ割引 ①

越
‐
田 治 良 院

〔〒0400003〕 函館市松陰町1120
TEL/Fやく0138322870

9:lX～ 13 1 tXl
月

カイロプラクティック、自然食品

d■ o e o e 〔〒0600061〕 北海道札幌市中央区南 1条西 6丁 目第 2三谷
ビル 2F TEL011 223 2980

10 1 1Xl～ 20 i tXl

火   ‐
オーサワジャバン全商品 ジュリークスキンケア
ジェーンアイルデール化粧品

（
こ

自然食品の店―むぎさと一
〔〒0640822〕 札幌市中央区北 7条 西 24丁目 2番 3号
TEL創 1 644 1921 FAX011 644 1133

13130γ 17:30
1月 末1金・

予約 宅配中心 週 3日 店頭販売日あり有機米 有
機野菜 マクロビオティック商品 びわ生葉 温灸

ろまい
〔〒0630035〕 札幌市西区西野五条 2丁目 9]6
TEL011 665 6624 htp:″ vv、～w mahOroba¬ p net

1000～ 18:∞
祝

青果食品雑貨酒全般 エリクサー浄活水器 化粧品
健食 塩製造販売、自然農園営震

や
店

た
内

し
駒
一

あ
真

〔〒005-0014〕 札幌市南区真駒内幸町 2112ミ ュークリスタ
ル ]F TEL011-588-451] FAX011-588‐ 4512

10 1Xl～ 20:∞
1 年中無体

オーサワジャバン全商品 ムソー商品 有機野菜
天然酵母バン他 売り出 しは毎月

店

ぼ
の
ま
品

１１

食

ん

然自

た
〔〒006‐ 0803〕 本L幌市手稲区新発寒 3条 3丁目 59
TEL011‐ 684‐ 5860

∞‐９
月
”

一・・一

５
日

自然食品全般 生活雑貨 化粧品 ビワ温灸 健康
補助食品他 配達 地方発送可

0な な か ま ど 〔〒0530832〕 苫小牧市桜木町4丁目164
TEL0144-73-6878

10:lXl～ 18:CXl
母(日 祝‐17:∞ まで)

手作り健康弁当、無 低農薬野菜 無添加食品、健
康補助食品

の

ス
一一二
ん
パ

は
プオ

ご一

ズ

米
ブ一

玄

リ
〔〒041-0806〕 函館市美原2丁目820
TEに 0138 47 4457 FAX0138 47 4459

10:∞ ～ 18:lXl
日

オーサワジャバン ムソー 有機野菜 書籍
生活雑貨 化粧品 他

有機野菜と自然食|の 店
あ  お  や  ま

〔〒041]122〕 亀田郡七飯町大川32032
TEヒ 0138-64‐ 961

9 1kl～ 19 1 Cll
年申無休

有機野菜 オーサワジャバン全商品 各種新鮮食品
無添加アイスクリーム 大福 他

店

コ
の―‐
■

品
ル

食‐
ラ
●
一　
ュ

然
チ

自
ナ

〔〒0800028〕 帯広市西 18条南5丁目311
TEL0155‐ 38-3833

lo lXl～ 191∞
月

自然食品、有機 」AS農産物 (野菜、米、豆、小麦粉他 )
ヴェレダ化粧品、無添加八ムソーセージ、通販宅配

玄米雑カウ|ェ あ|ま む
〔〒0850007〕 北海道釧路市堀川町 538
TEυ ■ヽ 0]54235594

11●00～ 19■ lXl
月

有機野菜、オーサワ商品、第 3世界ショップ雑貨
食品 オーガニック寝具類、浄活水器

た .ち  ば― な|や 〔〒0300903〕 青森県青森市栄町 卜5]1
TEυ■S01ア フ417202

9:∞‐～ 17■ llll
日 祝

オーサワ商品、C図書、食養相談 配達 配送可、
リマクッキング料理教室、野菜朝市

店
ら

の
ぞ
品
●ぉ
食然
ぁ

農
締

〔〒0300961〕 青森県青森市浪打 116-10 牧田ビル 1階
TELOlフ フ43 0824 FAX017 743 0832

9:∞～191∞
年中無休

無震薬玄米 オーサワ商品 調理師で食養士の店主
の砂浴療法 食養相談もあります

整 1骨 院 巴 堂
〔〒0130002〕 秋田県横手市追廻 214
TEL0182-32‐ 333

8∞ ～ 18‐ 130
日 税| オーサワジャバン商品 強健術

秋田‐自然食 品 セ ンター
〔〒0100951〕 秋田県秋田市山王2丁目1122
TELO]8 823 2921 FAX018 862 0879

∞‐８
祝

０”
一

オーサワジャバン アルソア化粧品 ビワ温灸 生
鮮食品、料理教室、食養講座 C

マ ナ 自 然 食
[〒 0200114〕 岩手県盛岡市高松 ]]531
TEL0196-62-6205

9:∞ ～ 19:lXl
年中無休

食品、野菜雑穀 図書 配達 食養指導 地方発送

店
田のル

品

ゥ

食

ン

然

り‐‐．

自
グ

〔〒0200015〕 岩手県盛岡市本町通 ]1612
TEUFAYo19 622 8844

∞鮮
体
「
撻
∞
日

オーサワジャパン商品 アルソア化粧品 毎月特売
日と料理教室 食養美容相談 発送可 ①

一ム
舎
一
遊

一ホ
自

プ

家
一レ

の

グ
社

〔〒0295701〕 岩手県和賀郡沢内村大字川舟 4983
TEL/F想 0197813020 年中無休

痴呆 1生高齢者介護、各種体験 (震作業 乗馬 山菜
採り、自然観察 薪割り、豆腐、昧 0曽加工 ) ①

クオ0 〔〒9800822〕 宮城県仙台市青葉区立町 2214
TEL022 211 0938 ■ヽ 0222114428

lXl9:lXl～ 19
日

食事処「友苑J TEL022 266 4095料 理講習 ①

一識綱
」姓鰤
ン
Ｃ

一

・

〓
ヒ
ひ

〔〒9820245〕 宮城県仙台市太自区秋保町湯向511
T巨L022-304-9801  FAX022‐ 304‐ 9802

10:∞ ～ 18:∞
■ 月 火

自然 健康食品 化粧品 バッチフラワー、波動商
品、ホメオパシー、レイキ カフェ 天然酵母バン、
頸椎カイロ 各種セミナー .

↓

玄

前蹄学疇た
日国

一

食

津

然自

会
〔〒9650005〕 福島県会津若松市―箕大字鶴賀字上居合
175-8 TEL0242-321850

∞

一・

＆
休”‐軸

∞
年 自然食品 バン 生鮮食品 生活雑貨 書籍 他 ↓

(警  林  滝 ) 〔〒9708026〕 福島県いわき市平古鍛冶町 ]02TEL0246 25 2952 FAX0246 25 2275
9i∞～20:lXl
第1日

0」 食品 C書 籍 マクロビオティック、レス トラ
ン有 料理教室 (第 4日曜日)食 養相談

〈
↓

さらさ|ら されい茶の
い シ ー Cl ン

〔〒971-8172〕 福島県いわき市泉玉露6]89
TEL0246 56 8690 FAX0246 56 60]0

瑚
祝

ヽ

日硼士
さらさらきれい茶は糖分に反応し腸内バランスを整
える身体にやさししヽお茶です。

あ ん| ぜ■ ん■な
た ぺ も の | や

〔〒9608105〕 福島県福島市仲間町 43
TEL024-523-2237

一∞‐９
祝

〓ｍ

日
無農薬 無化学月巴料の野菜、自然食全般、健康食品
健康肌化粧品 他市内配達可 ↓

塵,論
|

〔〒9660896〕 福島県喜多方市諏訪 1561
TEヒ 0241 22 4193 FAX0241 22 4360

7 1Xll～ 20 11Xl
年中無休

無農薬野菜、純正食品、C図書、食養相談、配達、
配送

す
ン

， 一
ア

ふ

・蛹か
一ゆ

リ
ぢ
ト
な
り

〔〒9638046〕 福島県郡山市町東 1200
TEL024-9615782

10'00‐ ～19100
日 祝

オーサワジャバン ムソー 創健社等商品
バン 生鮮食品 エコ雑貨 自然派化粧品 他

自 然 |‐ 食 品|と |み や
〔〒9638851〕 福島県郡山市開成 2415
TEL024 939 7555 い)く0249397666

9:∞|～ 191∞
年中無休

オーサワ全商品 自然食品全般、シルク衣類 化粧
品、エコ雑貨洗斉」等、びわの葉療法、地方発送可

自然‐1食 品 1店 わ|か ば‐
〔〒9791521〕 福島県双葉郡浪江町字町場183
T∈ L024035279フ  FAX0240 35 5719

911∞ γ 181 CKl
自
‐1月 ■祝

バン、豆腐、調味料 菓子 健康食品 衣料、雑貨
食養指導 化粧品、書籍、料理会など

山 本 自 然 食 品 店
|あ |れ蟻 病院■操体法

〔〒9218062〕 石川県金沢市新保本1222
TEL076 249 4805 FAX076 249 4188

年中無休24時間
(但し電話確認)

アレルギーベジタリアン対応食品 バン 無震薬野
菜果物 米 豆腐 ゆば 雑貨 料理教室

ン
の

ラ
か
卜

た
ス
房
レ
ー

食
食
栞
康
穀
健

〔〒9200944〕 石川県金沢市三□新町 31122
TEL/FA4076 263 7730

1l i lXl～ 19:∞
営業時間延長可

お食事 オー ドブル お弁当 浄活水器
http l″in zu4yo9 hp infoseek colpノ

元 気 な 野 菜 た ち
の ■|つ  1ぎ  く ん

〔〒9218815〕 石川県石り郡野々市田I本町 2124
TEL/LAK076 246 0210

3010 1 1Xl～ ]8
・  月 ‐

無農薬野菜 お米 バン 豆腐、石けん、化粧品、
書籍、雑貨他料理教室、配達可

〈
↓

フ ズサ
〔〒9400092〕 新潟県長岡市昭和 トフ10
TEL0258 39 3130 FAX0258 39 3127

91∞ ～ 18:∞
日.

純正食品 無農薬野菜 特別牛乳 生活雑貨 産地
直送品 無料個人宅配専門店 発送有 ↓

美と健康の店 鶴峯 〔〒9470021〕 新潟県小千谷市本田]1フ 5
T匡 0258832750 ■ヽ 0258834859

10:∞ ～ 19
年中無休

∞ 自然食品 健康食品 シヤボン玉石けん官足法足反
射区療法 整体バランス活 1■療法 C

″̈留知タ購ン
群
セ

〔〒3700847〕 群馬県高崎市和田8Tフ 13
TEヒ0273-22-5484

10:CKl～ 20
月

∽ 図書 食品 料理教室、陰陽勉強会、食事相談、健
康相談 C
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ポ
館ゆ一

」
織「然

イマ
自

〔〒374-∞ 23〕 館林市大手町616
TEL0276-75 2922 FAX0276-75-2923

101磯■ 19'∞
|  1日 ‐|

自然食品、マクロピオティック食材、健康食品、有
機野菜、化粧品、生活雑貨、配達あり

ヽ
ι

須 藤   商  ■店 〔〒376∞ 53〕 群馬県桐生市東久方町2621TEL0277-44-5733
01001～ 20100
.‐  1日  ‐■ 純正食品、図書、自然酒、無添カロワイン、料理教室

（
ル

=‐

前1薬 局 上1原 1層
〔〒37811151〕 群馬県沼田市上原町 180122
TEL0278-24‐ 3678

3:∞～211 1 1Xl
l‐  ●日 |||■ 漢方薬、カイロプラクテイック併設

〈
▲

ｔ
意

０Ｈ
理

Ｓ
麻

〔〒 3792123〕 群馬県前橋市山王町 225-10
TEυFAX027 266 53M(山王病院より西徒歩 1分 )

9 i lXl～ 19:lXl

l‐ 水1木 |■‐
自然食品 無展薬騨菜 天然酵母ノ(ン  化粧品 配
達 料理教室 カフェ

へ
ん

店
堂

晶
●

食
友

．然
●

自
〓

〔〒37卜 0016〕 群馬県前橋市城東町4102
TEυ FAX027-2322399

101∞ ～191∞|■ 水■祝|■‐|
オーサワジャバン商品 米雑穀等 アレルギー対策
食品 全国宅配

（
ん

一■
一フ
．

ワ
イ鋤，

藤
二
＆
リ甲

自
カ

〔〒 3700002〕 群馬県高崎市日高町 3561
TEυ FAX027 364 0360

101∞‐
～
191∞

(ランチは11詢～)全:土
ビーガン対応の食事 (持ち帰り可)自 然食品 全
粒粉バン ケーキ、書籍、料理教室 他

へ
ん

養||‐菫||フ |,|ニ ム 〔〒3730846〕 群馬県太田市中根町 801TEυ FAX0276 31 8850
10:∞ ■]9 11Xl
●1不定体■■

自然農法震産品 玄米 地粉 そば粉 野菜 調昧
料 豆腐 天然酵母バン

（
↓

宙1代 米 浦 部 饉 蟻
〔〒3750042〕 群馬県藤岡市鮎川 337番地
TEL0274-23-8770 FAX0274-23-8970

l'電多|‐ど'W
」AS認証有機栽 1音の古代米各種、特殊米、玄米
専門生産販売晨尿。1個から全国発送。

へ
↓

J綴丼沢・癒しをいざなう
宿 ・グ ル シ ヤ ン|

〔〒37ア 1411〕 群馬県吾妻部長野原町応桑1544988
TEυFAX0279 85 2329

北軽井沢の自然の中で癒しの時を過こしにいらっし
ゃいませんか? 穀物菜食料理。

ニ

ス

タ

一

ンセ
ッ
．食鰈
ァ

木
●
栃

オ
〔〒 3281X117〕 栃木県栃木市錦町 143
TEυFAX0282 22 1044

101∞ ■10100
■日■祝 |

健康食品、化粧品、衣類、野菜、雑貨、書籍、カイ
ロプラテイック

今
６

安 心 な たべ もの屋さん
〔〒 3200838)栃木県宇都宮市吉野 214
TEЮ 28 636 3063 FAX028 636 3692

101´∞
～
19:lXl
日■I12 ‐

オーサ ワ商品 野菜 バ ンか ら雑貨  本 まで約
2000品 目。売出年 4回。通販あり。

（
じ

法一．鑓
房
ι
．

然
窒
自
教
●
穣
●
料
・

〔〒329鉾46〕 栃木県那須郡那須町沼野丼626
TEυFAX0287 75 2101 http:〃 、ぃ、～v20 0038 ney ku u

1011Xl～ 16:lXl

.水■‐■
料理教室 植物自然療法 ソフトカイロ 環境風水
鑑定 オーサワジヤバン全商品 自然農法野菜

今
ι

自然食品の店.ここ ち
〔〒3270832〕 栃木県佐野市植上町 13024
TEL0283-21‐ 5636 FAX0283-2]-5658

月～±101ま卜19:lXI
日131m■ 181∞ |

自然食品全般 健康食品 自然化粧品 書籍
天然酵母バン 生活雑貨

（
↓

2.-2 =.( -l a ea
なま

〔〒3270843〕 栃木県佐野市堀米町 1771
TEL0283-22‐ 8261  FAX0283-21-6935

10:∞ ～19:∞
■ ■|1臓 ■ ■|

自然食品全般 生活雑貨 （
↓

ス
ト

一
．．
．
．

べ
一ツ
ス案
一狂一ル

の
■
食
ミ

〔〒3100851〕 茨城県水戸市千波町2995
ヴィラフィオーレ10]TEυFAX029 2“ 6112

11■m～ 19:lxl.
|‐ 1極 構|■

オーサワ商品 バン 豆腐 雑貨 化粧品
ランチ ]1130～料理教室第 3、 4大 第 4土

（
↓

廃らくら く
〔〒3]]4141〕 茨城県水戸市赤塚 11 ミオスタワーlF
TEL029-309-5353

l0:00-20:00
U

枇杷葉温圧 オーサワジャバン商品 オーガニック
化粧品 健康食品 雑貨 書籍 他

〈
↓

店

ク

一一．一一一一
二

の

ワ

●

ト

品

ツ一絲
然‐
ク・ン

自
ミ

〔〒3120い ]〕 ひたちなか市表町 1411
TEL029 274 3758 Pi堪

=響
100
オーサワ商品 フエア ドレー ド商品 天然系 l l ll%
無添加日用品の提案

〈
↓

麟然1食 品・  イナ
ー
バ 〔〒3060013〕 茨城県古河市東本町3514
TEL0280-32-1543

91∞ |～ 20,∞
■  1月  ‐

マクロビオテイック食品、C図書、オーサワジヤ
バン商品、書籍 他

〈
↓

麟 と総 を考え|たカフi
ヤ
ー ク ロ| ビ1生 1活

〔〒316111101〕 茨城県日立市諏訪町 ]18-10
TEυFAX0294 33 2424

10‐ l lXll～ 1&llXll  ■祝
カフェ 自家焙煎珈琲豆 オーガニ ック食品
マクロスイーツ&天然酵母バン 料理教室他

〈
↓

舎水山
〔〒3]6 Cl126〕 茨城県日立市みかの原町112
TEL0294-53‐ 6863

101 1Xll■ 1卜
'∞1  日 ■
オーサワジャバン商品 料理教室 書籍 バン
フェア トレー ドの食品と雑貨 輸入雑貨 他

（
↓

堂陽太
〔〒 343∞ 25〕 埼玉県越谷市大沢 4105
TEL048-962-3479

91∞ ん 211 11Xl
■ 日  ■ 純正食品、野菜、自然化粧品、書籍、料理教室

（
↓

店
■
発
場
直
南
の
の
畑
き
き
ん
ん
チ
げ
ト

〔〒3430807〕 埼玉県越谷市赤山町 1963
TEL048-967-2888

lll l∞
～
19:00

1年中無体 |
産地直送玄米の専門店 (分づき可 )各 種自然食品
取扱 生産者の直売市開催中 HPも 有

（
↓

院
一

福
■

骨
整

堂
均

勢

”

姿 〔〒3400011〕 埼玉県草加市栄町2113201
TEL048-932‐ 6196

9 1 tXl～ 19:∞
水罐午後休み|‐

怪我の り八ビリ、病気治療、体型 体質改善
21世紀の気功系手技療法です。

大 1 橋‐| ‐自|1然■ 食 〔
〒3501109〕 埼玉県川越市霞ケ関北42217
TEL0492 32 9綱 5

9:∞γ19:∞
■‐ 自■‐■

無震薬野菜、食品、図書、化粧品、配達、地方発送、

料理教室
（
↓

り‖1越 ■自・然 食 品 〔〒3500063〕 埼玉県川越市幸町810TEL049 224-1126/FAX049‐ 226-4577
101∞
～
‐19 11Xl

● 土 |
昭和 45年 創業 無低農薬野菜 無農薬有機米 天
然酵母バン 生鮮品 手造リケーキ 雑貨 化粧品

健康食品 産地直送品 地方発送可
（
↓

お ば あ |ち ゃん の 店
〔〒353111105〕 埼玉県志木市幸町32310
TEυFAX048 476 4855

10●
.00～
18 i lXl

上  |
自然米 自然食品 天然酵母バン 生活雑貨
オーガニックコットン衣類 布ナプキン

０
こ

フリ0 レ
〔〒3550328〕 埼玉県比企郡Jり 1町大塚 13043
T∈L0493 74 0971 FAX0493 74 3562

9'311～ 19:30
1 日■  |

配達地域 :東松山市、嵐山町、」り 1町、滑川町、寄
居町、江南町、都幾り体寸、玉川村など

一
も

FT雫雪γ静71 〔〒3440032〕 埼玉県春日部市備後東8477TEL048-736-71108
10:・∞～18:lXl
_日 ■祝‐ |‐

自然食品 健康補助食品 有機野菜 雑貨類 食養
相談 整体治療院併設

＾
↓

店
家
門
■
専
か
品
一

食
な

然
●
自
い

〔〒3660052〕 埼玉県深谷市上柴町西 428-16
TEυFAX048 573 1763

11:∞ ～19:∞
‐ ||‐日|||■

自然食品、健康食品、無農薬野菜 米、バン、化粧
品、ヘナ、雑貨、書籍など

´
も

サンスマイルショ

'ブ

〔〒3580052〕 埼玉県入F80郡大井町苗間11527
TEL049 264 1903 FAxo49 264]9]4

10:∞ ～10100
年申躙眸総 コ輪く)

無農薬お米、町菜豊富 1豆腐、プ〔ン、調味料、石け
ん、雑貨、化粧品などなど

（
も

奪ff「し,饉爆‐l傷1爆
〔〒 3390052〕 埼玉県さいたま市岩槻区太田2]68東武野田
線岩槻駅下車岩槻公園西側信号角 TEυFAX048‐ 7495995

10:船 ～ 19‐ :00
11■ 1火 ■| |

純正食品、無震薬有機野菜、化粧品雑貨書籍、フェ

ア トレー ド商品、健康食品、西己達、宅酉己 C

オ ダ |力 自 然 食 品 店
〔〒3390057〕 i奇玉県さいたま市岩槻区本町2218
TEυFAX048 757 5463

9‐ :∞‐
～
lg:∞

1日曜■午後から
‐  ‐土 ‐

〔倉」業 36年〕癌からの回復の喜びから生まれた店
食養相談、勉強会、料理講習、オーサワ商品、自然
食品、健康食品全般他 配達発送可

´
も

品
店な球

自

田縁舞
お
０

〔〒3570033〕 埼玉県飯能市八幡町85
TEL0429 72 2326 FAX0429‐ 73-6094

9■ ∞|～ 20 i lXl
. 311祝■

お米、オーサワジャバン商品全般、EM商品。
浄水器、備長炭、百年茶、アロエなど 400種。

一ｅ

小 J:ll自 1然 食.品 .店
〔〒3620037〕 埼玉県上尾市上町2725
TEL048 774 8504

10:∞
～
19100

オーサワジャバン商品、エバメール化粧品

健康相談、自然食品健康食品、バンキー取扱 e

株■式 1会 社| ヤ|マ |キ 〔〒3670311〕 埼玉県児玉郡神川町大字下阿久原955TEL0274-52‐ 7070
31∞
～
17.I∞

■■鶴■祝|■
(守る自然残す自然)有機及び国産原料を使用し天
然水で仕込んだ商品類調味料類、豆腐類、漬物類他 C

夢3壁腎 梅議
‐〔〒3670044〕 埼玉県本庄市見福31219
TEL0495 22 0155 FAX0495 22 0150

10「

“

γl,100
1■ 日・11月 ■

三面美容「身体 肌 心」の提唱、メイク UP
マリアンボレ化粧品 自然食品、全国発送可 e

⇔て ら さ■き建 食 材
〔〒3691202〕 埼玉県大里郡寄居町桜沢 11522
TEL048 581 4968 FAX048-5817220

10■001～‐10100
■ 自‐1祝 ‐

オーサワジャバン全商品 書籍 健康グッズ サプ
リメン ト 食養 美容 (リ ンパ)相談

へ
ん

ス
藤

ウ
本

人
沢

康
所

健
新

〔〒3591111〕 埼玉県所沢市緑町 4720
TEL04-2925-2551

10‐■00■ 1191100
‐ 8  1

オーサワジャバン全商品 有機野菜  バン 生鮮商
品 生活雑貨 書籍 サプリメン ト他

（
ん
・

アalマ シラ |ビ=専門蔵
ス ロ ■|′ヽウ スCOCO

〔〒2993203〕 千葉県山武郡大網自里町四天木乙257487
TEL0475-77-5363

:llXll観
確
∞
・

オーサワジヤバン全商品 アロマテラピー商品 バ
ッチフラワーレメディーズ 書籍

（
ι
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鸞暇鞘
〔〒 2640004〕 千葉市若葉区千城台西 134-12
千葉都市モノレール千城台北駅徒歩 1分
TEL043-237-8131  FAX043-236-4255
http:″ vvマvw sunife― kenko coln

9:llll～ ]8:00
日 祝

創業 30年 自然健康食品店。天然塩、有機野菜、エ
コ雑貨、腰痛に効果的股関節ベル ト、イチョウ葉サ
ンを始めとしたサブリ等 1800ア イテムの品 13‐ え。
全国発送 OK、 年 4回 セール実施

佑桑‐稚震霜識窒 〔〒2700034〕 松戸市新松戸3158ソ ミール新松戸 105
TEυ F～ぐ0473401021

3:3い ]フ :∞
1 日 祝 ‐

健康相談 医療議演 オーサワジャバン商品他 メタ
ボリックシンドローム解

'肖

デトックスに関するもの ↓

自然食品の1店  タンポポ 〔
〒2770022〕 千葉県柏市泉町657
TEL0471-67-]997

10:00～ 19:lXl
第2日 食品、無震薬野菜 食養 美容相談 各地発送

店

Ａ
のＯ”
Ｋ

食然自

Ｔ
〔〒2750011〕 千葉県習志野市大久保 414‐ 17
TEL047 4フ ト166] = 0ヽ4747]166]

11100～ 191 CXl
大 日

オーサワジャバン ムソー商品他アレルギー対応食
品 生活雑貨 書籍 自然食品 O

あ  しヽ  り ん  堂
〔〒 2860036〕 千葉県成田市加良部 451
TEL0476-29-6153  F継 0476‐ 29‐ 6163
URL http 1 71honnepage3∩ Fty cOm/a nndo/

13:00～ 1300
土

不耕機 &無農薬のお米 無農薬の野菜 天然酵母パ
ン みそ 醤油 石鹸洗剤 他。各種発送 &配達承
ります。毎月玄米菜食の勉強会 &健康相談有 .

IKUKO   HER3S 〔〒2970213〕 千葉県長生郡長柄町徳増806
TEL0475-35‐ 1236

9:∞ ～ 20 i llll
水

オーガニック食品 アロマテラピー製品、バッチフ
ラワーレメティ、オープリーオーガニクス オーガ
ニックコットン 八―ブティー

↓

ア  レ |グ  リ ア 〔〒2720111〕 市川市妙興 31112 東西線lj興駅 3分
TEL/FAX04フ 3060123

10∞ ～ 18 i Cll
日 祝

OJ商品 &く らしの模様くらしを楽しむ「藩の会」
オリジナルプロポリス■キス&天然サプリメント

品
場

食
市

康

の

健
も

然
ん

自
ほ

〔〒1040045〕 東京都中央区築1也 2141
TEL03‐ 5]48‐ 3383

]0:∞ ～ ]8 llll アンチエージング向け健康食品

部
↓秦́論

倶́
合

，Ｌ
然

一〇一　
自

一Ｑ
‘

〔〒 106004フ 〕港区南麻布 51527田 中広尾ビル 6階
TEL03‐ 5739‐ 1814

10∞ ～ 18:oll
土 日:祝

自然食品 サプリメント 書籍  フラワー
エ ッセンス他

自然食品|と石|けんの店
あ  ら い ぐ ま

〔〒1500002〕 目黒区目黒本田13-193
TEL03 3794 1848 FⅨ 03 3794-1850

10∞ ～ 19
日

llll オーサワジャバン 野菜 近隣無料配慮、新月 満
月にセール.mpl lwww araguna netcOm/

ナ チ ュ ラ ルマ ー ト
〔〒 1500012〕 渋谷区広尾 5195 ]F
TEL03 6408 2528 htp l″ ∩atura fra蔵 IP′

111011～

“

:lXl

定休日なし
有機里チ菜 オーガニック輸入食品、玄米弁当
自然派コスメ、オーガニックベットフード

バ ン プ キ ンハ ウ ス 〔
〒 11卜 0036〕 台東区松が谷 3106
TEL03 384卜 63]5 ■駄 0338444034

10:00～ 膊 i llk
日 月 祭 ‐

自然食品 無農薬野菜とお米、雑穀、化粧品llt康補
助食品、バジャン好評 十穀こ飯炊く

い る 8、 ぁ 事 務 局
(l日未来食アトリエ■風)

〔〒 1620851〕 新宿区弁天町 1435 大江戸線牛込り1町 5分
TEL03-3203-2093 htpl.■ 、 ミi tsubutsubt,lp

12:00～ 17 i llC
年中無体(正月除)

雑穀 レス トランと SHOP(通販 ).セ ミナーの開催、
雑穀料 I里専門誌 Fつ

`iつ

ぶJ発行 .

自然 食 品店 S玄 米菜食
レス トラ ン 根津 の谷

〒 1〕 30013〕 文京区根津 1]14 千代田線根津駅n 10100～ 21100
日1よ lフ :∞ ～

レス トランは 11:30-14:30(日 祭休)無農薬
有機里予菜 無添順 品全般雑貨、化粧品、
手作 リケーキ豊富な品揃

0出□右 lEl徒歩 ]分 TEL03 3823 0030 F継 0338230031

自 然 市 場 ■

え こ ろ じ あ
〔〒 1450071〕 大田区田園調布 1620
TEL03 3722 6476/お客様専用 012040442

‐０
日

００
∞悧

０ヽ‐９
」AS有 機農産物を中心に安全  安心な商品か市
1500アイテム htip●ltAAW d eCO og a com

自 然 農 場  ま ほ ろ ぱ 〔〒1430016〕 大田区大森北512TEL/■ヽ 0337685275
10:lXl～ 1800
日 月 祝‐

元気い っぱいの旬の断菜や元気なお米他 石けん
等々

リ マ 東 北 沢 店
〔〒1510065〕 渋谷区大山町 115(lF
TEL03-3465‐ 5021  Fハ 0く03-3465-5022

10:∞ ～1911111
正月を除く年中無体

日本 CI協会食品事業部無添加  純正マクロビオテ
イツク食品約 600品目.無農薬有機栽培の野菜 果
物 米 雑穀.天然醐 バン多種。天然にかり豆腐 .
手づ くり冷凍惣菜.圧力鍋 土鍋 浄水器アルティ
マ 肌着 タオル 絹製品。自然素材の生活雑貨各
種 .

海 の 精 株 式 会 社
〔〒1600023〕 新宿区西新宿7229
TEL03 3227 5601 FAX03 3227 5602

9:lX～ 17:lll
.土 日 祝

自然海塩「海の精Jの生産販売と「海の精」を用し
た醤油  昧噌 梅干 漬物などの開発販売 .

経 堂 自然食品センター
〔〒1560052〕 世田谷区経堂237
TEヒ 03‐ 3428‐ 9555 ■ヽ 03-3706-9252

100r」 ～211:∞
毎月 18‐

自然栽培米 野菜等 惣菜 」AS有機野菜等、オー
サワジャバン商品 各種配送承 ります。

プ

一

フ
オ

・ズシ

シ
‐ュ

”
ン
フ
ウ九一，

ナ
ブ

〔〒166‐ 0003〕 杉並区高円寺南3606
TEヒ 03 3316 3162 http l″ ws、 rakuten co lp′ b「 Sugar

]0:00～ 18 i llll
土 日 ‐祝

オーサワ商品 自然農法米 ソ(ン 調味料 お菓子
生活雑貨 書籍 他

自然食糧品店 グルッペ
本   | | 1店

t〒 1670051〕 杉並区荻窪 5275
TEヒ0333987427 ■黙 33398865

980～ 19130
年末年始 夏期

無低農薬有機栽 i音 野菜 果実  純正食品 自然食品
全般、生活雑貨 書籍 水廻 り上下水道等ホームサ
ービス等 9oyoh欄閾宅配、面白八百屋

房
店

工
品

ざ

食
ろう
然

く

自
〔〒 1680064〕 杉並区永福 25020103
TEL/F想 0333273383

10:∞ ～ 18
日

自然食品、無農薬有機栽培震産物、無添加生鮮食品
天然酵母バン 雑貨 書籍他。ヨガ教室、料理教室開催 ι

．
自 然 食 品 と雑 貨 の 店
こ . ■    ろ

〔〒 1670043〕 杉並区上荻 12421 協立ビル ]F
TEL03 3392 5911 荻窪駅北□下車青梅街道沿しヽ

10:00～ 2000
1日

オーサワ商品 野菜 生鮮品  バン 化 lli品
野草茶 沖縄物産品 雑貨 ペ ットフー ド等

や
ば
み
ろ
る
ひ

・く
の
店
陽

・の
太
品
社
食
会
然
限
自
有

〔〒 1570073〕 世田谷区砧 5246
TEL03 3415 1663 =嶋 334]51485 小田急l・9祖師谷大蔵

11:lXl～ 19
‐日・ 祝

オーサワ商品 断菜 生鮮食品 生活雑貨 健康相
談  hup l,w、vw14younonroba cOlp

健 康 綜合開発株式会社
〔〒 1600022〕 新宿区新宿 541新宿 Qフラットビル 30]
TEL03 3354 3948 ntp //vvvvw kenkOsogo lp

10110～ 1700
■ 日|.祝 ■

マスタークック土鍋 ガスマ ッ ト、土びん、I理想の
寝具パシーマ 健康食品 全国発送

早 稲 田
自 1然 食1品 セ ン |夕 =

〔〒 1620044〕 新宿区喜久井町 51 地下鉄東西線早稲田駅
夏目坂口 TEL03 3202 9611

9:30～ 19:∞
日 '祝  ‐

オーサワ商品 野菜 雑貨等.カタログ誌有 .
http://www bunnshOl,co ip/waSed″

高 ■田 馬 場1鐘 療 所
―八 り 減量塾併設 =

〔〒 1690075〕 新宿区高田馬場 124‐ ]4加藤ビル 3F
TELノF`じく0332050495
JR高田馬場駅徒歩 3分 釧 藤眼科のビル )

３０
００
棚
●
］］撫向

―
‥
∞

‐０
‐５
じ

ソヽ り治療、姿勢のゆかみ 健康相談 .「憲者と家族
の気功 操体法教室J「お灸  温灸講座」く操体法
をエスベラントで世界へ >

赤・ と ■う .が  ら し
〔〒 1フ00003〕 豊島区駒込 1288
TEL03-3947-8]21

111:00^´ 19100
‐日 :祝 |

オーサワジャバン全商品 無農薬有機野菜 食品
化 lli品  雑貨 本駅から歩しヽて 0分 ○

富1士 見 台 自然 食 品 店
〔〒1760021〕 練馬区員丼31416
TEL03‐ 3990‐ 6773

9‐ llXl γ 19 1 00
日

自然農法食品、野菜、化粧品、図書 C

村然自
〔〒 ]770051〕 練馬区関町北 233]2
TEL03 5927 7787西 武新宿線「武蔵関」駅南□歩 3分

]0:00～ 19:00
日

無 低震薬野菜 自然食品 生活雑貨 化粧品 本
等 月末の金土はセール お近 くは配達無料 ①

身体と心のウルトラサポ■
タ ー 0 デ ポ リレ

〔〒1760025〕 練馬区中村南331フ2階
TEヒ0339980968 i 0ヽ3-3998-0964

10:00～ 17130
(要予約)
水 旧 祝

自分で浄血できる「手動式プ八ン」の通販と卸 貴
女の再生の為のカウンセリング講座

く

らつヽわ更
プわ

↓力
０
リ

[〒 1360074〕 江東ERI東砂31626
TEヒ0336446401 F想 0336446403

10011～ 20 i l10
1 火 祝

地酒 銘醸ワイン 本格焼酉寸 ベルギービール
自然食品 mp l/vv、 vw nom∩ ¬01p ○

ク
会

ツ
協

イ
ス

テ
ク
ス

ツ

リ

ト
ホ
デ

[〒 1800022〕 東京都武蔵野市境 4515
TEL/;嶋423875974

10 1Xl～ 1フ :00

日 月 祝
20年 に亘る世界の伝承医学研究をもとにしたデ ト
ックス (毒素排出)法の通信講座を開議中

村さや
〔〒1810013〕 三鷹市下連雀3625坂本ビル]F
TEヒ0422‐ 47‐ 6639

1000～ 19
日

有機野菜、無農薬米 天然酵母バン 生鮮食品 生
活雑貨 自然化粧品 海の素 他

・Ｏ

リ マ 自 然 化 粧 品
ナチュレディ株式会社

〔〒 1870004〕 小平市天神町 1232C 東京本部
物流センター TEL042 344 1770 F～く042344417フ

900～ 17:30
日祝(上は不定体)

リマ自然化粧品卸販売 いんやん倶楽部の愛 1青シ
リーズア トビーアレルギー対策卸販売
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店

ナ
の

マ

品

平

食然
１

・自
０

ス
店
ル

， 馳∝

入
学
前
〓
麒詢
ジ南屋
一鍛
用
一〓国紀
」APAN君ス M8F
東京本部:会津支部■長野支部

鐘進穣署 香安
ナチュラルフーズSOGEN

イ ノチの1糧橿 八王 子店

佛 ドリ■ ム ビ ナ ョ ン

岩井の胡麻油株式 会 社

マ |ニ ホ ニ ジ ユ
(穀粟食レストラン&販売)

す と や か 広 場

健康薬局保土ケ谷駅ビル店
JR保 土 ヶ谷 駅 西 日 ]F

マクロピオティツク&自然
食品のお店ナチュラン ド

アース|マ マ|シ ョツプ

K A Y A本  店

機
‐く す り の 泰 観

店
フ

お
，
の

ヨ

品食
シ

然

ン

自

サ

マ ル ナ■‐力 薬‐局

榊 光 彩 工 芸

河 口湖アルカンシ ェ‐ル

ア ト ビ ー 母 の1舎
:よ   1ま   む ||こ  ・ ろ
う か い 動 物 病 院
日本動物病院会指定病院

店

ス

おの
ゥ

品食

八

然

ｌ

自

ｍ

自 然 食 品 五 味 調 和

場
＞

だ
ろひ

・■
っ

草

そ

●

ゃ

野
＜

フ
イ

イ
レ

一ッ
モ
然

ス

自

コ

八 丈 自 然 館

〔〒1870041)小 平市ま
TEL042 341-2908

〔〒 1860002〕
下りエスカレ
TELノ FAX042-5

〔〒1920054〕 東
TEヒ042-625‐ 0096
〔〒9650832〕 福
TEヒ Fκく02422
〔〒381002]〕 辰
TEL026‐ 2227345

〔〒1930833〕 ′
TEL0426‐ 63‐ 591

京干高尾線めじ

〔〒2020023〕
TEL0422-36-2

〔〒100140
TEL04996-2

〔〒2210053
TEヒ 045-441 1

〔〒2591325
TEL0463‐ 891

〔〒2400023〕
TEЮ45-337-2

〔〒2230062〕
TEL045 564 8

意と蚤体菫基義のこ饉峯
革 命 で 強 運 を 作 る ′

自 然 食 品 有 機 村

〔〒2410824〕 橿
TEL045-363-0846

南□よリバス通 [

〔〒2440003〕 横浜市戸塚区
」R戸塚駅山□徒歩約 5分
TEL045-88]7636 FAX045[
http:″ sukoyakahioba coo]

〔〒2470006〕
TEL/;時、0458

〔〒2490006〕
TEL0468-73-7

〔〒2280024〕
TEL0462 55 9

〔〒2500003〕
TEL0465 34-9

〔〒25400]3〕
TEL/5ヽく0463

〔〒2420021〕 大
103(大和警察署
相鉄線 小田急え
TEL046-262-0020

〔〒2560816〕
T∈ヒ0465‐ 4701

〔〒2480014
TEヒ0467‐ 24

〔〒4030004
TEL0555-22

〔〒4070104〕
TEL0551-28-4

〔〒4000065〕
TEL055 222 1

中 央 調 剤 薬・局1副晶棚:

〔〒4080002〕
T巨L0551‐ 47-41

〔〒40卜 0305〕 LL
TEL0555 76‐ 6662

〔〒3800803〕
TEL/F怒 0262

〔〒4370063〕
TEヒ0538‐ 44‐ 2

〔〒4370127〕 静
TEL0538-48‐ 8002

〔〒4338117〕 浜
TEL053‐ 438-8323

〔〒3861102〕 長野県上〔
T匡L0268-26

〔〒381002
TEL0267 24

〔〒3860042
TEL0268-2]`

〔〒389011
TEL0267-46

〔〒399830]〕 長里
71中内 an

〕小平市美園町133] 10 1 11Cl～ 211:∞
土

自然食品 健康食品 有機農法野菜 化粧品 アレ
ルギー対応食品菓子 生鮮食品 宅配 ①

国立市東 116-17ポボロビル地下―階
―ター右 lll
72-2500

101∞ ～ 19■∞
第 3大
正月|ま 4日より

オーサワ商品 自然健康食品 化粧品 備長炭 お
茶 調昧料 ア トビー対応 OS工業シジユウム全商
品 リフレクソロジー 全国宅配

①

〕東京都八王子市厨 叩J202
0096(代 )FAX042 627 0923
つ福島県会津若松市天神町 141]

42-29-8116

〕長野県長野市屋島 1769

7345「AX026 222 7816

0八王子市めじろ台 4125
591l F～く0426664622
うじろ台駅より歩 3分

10 i lXll～ 19:冊
日

慄石11:∞ ～14100
171111■ 21 1 CXl

半断食後、懐石料
理送ります  .■

草農法栽培による時季収穫野菜と安心食材を使用 し

た懐石料理。御節句懐石、精進お P‐5料理他。料理長

によるパーティー出張料理受注中。 (通いで行える

半断食後日には懐石料理がこ自宅へ直送 )。 料理教

室 (月 2回 )。 草農法栽培 (動物の肥料は一切施 し

ておりません)野菜 お豆腐、漬物セットなど会員
限定産直便が好評です。

0

:∞
～ 18:

日 第 3土
3fl
オーサワジャバン全商品、無農薬朝どり野菜、認証

有機玄米、天然酵母バン、健康食品 衣料品、パイ
ウォーターなど。

り西東京市新町 55‐ 20
2055

9 i lXl～ 19 iCC 自然化粧品等の通信販売及び卸販売

八丈島八丈町大賀郷 7590
800

9:∞ ～201∞
祝

真空浄Hl療法 自然食品販売

う横浜市神奈川区橋本田]2126
2033 FAX045 441 2037

〕 秦野市荻が丘 84]
3831 http:″ hoinepage3 n iycoin/man holu

n横浜市旭区南希望が丘 2
0846 F～く0453630847
ス通り信号 2つ目左折 20011角

〕 横浜市戸塚区戸塚町 118山 ロビル ]F
□徒歩約 5分
7636 FAX045-8812772

3〕 横浜市保土ヶ谷区岩井町 1フ

2228  FAX045-335-3896

2〕 横浜市港北区日吉本町 338
8351 ■は 0455648352

910o～ 1700
土 日 祝

良質な黒こまを圧搾法で搾 つた純正黒胡麻油「無屋

寿J無添加 無香14の 自然な風昧

10■ ∞～ 17:llll
l年中無休

毎月 4コ ースの料理教室開催  ランチ お弁当
コース料理もすべて予約制てお待ちしています ′

〈
▲

9:∞ ～ 18130
■水 日|
相鉄線希望が丘

オーサワジャバン商品 輸入冷凍食品 食べ方り出
し方リセミナー随時υ安くてきれいて幸せ若返り研

究会,コーヒー腸内洗浄取扱店
①

1011111～ 1911111

日 祝 |
戸塚図書館そば

オーサワジヤバン全商品、野菜 天然酵母バン、食
器 衣類 生活雑貨、図書、通信販売 近隣区内無
料配達 売出しは毎月です。
E― mal i saoOsukoyakahroba com

①

10100～ 22i lXl
土 日 祝20D3と

オーナーは生薬漢方認定薬剤師 保険調剤 健康食
品 自然化粧品 精油全国発送可 ①

1000～ 201∞
年中無休

玄米菜食レス トラン (食事、お茶、手作リデザー ト

等)自 然食品販売、陶芸ア トリエ有り ①

,〕 横浜市栄区笠間 1211
8938965 大船駅笠間□徒歩 2分

,〕 逗子市逗子 7158
7137  6へ )〈0468-71-4383

4〕 座間雨入谷426139
9326 FAX0462 57 3664

1l i lXl～ 19100
年末年始以外無体

自然食品 自然療法の器具 エコ雑貨 毒性ゼロの
シャンプー 化粧品 全国発送可。 C

10 1Xl～ 191∞
‐B  ■‐ 食品 無震薬野菜、豆腐  化粧品、食養相談 配達 C
∞
日

‐９
期
”
夏
Ⅷ
な
‐０
年

無農薬有機野菜 伝承自然食品健食雑貨全般
全国宅配有 宅配料害」安 宅酉己割引セール有

0小田原市東町395
96]2

13∞‐■ 17:00
日 月

純正食品 C図 書

〕 平塚市田村 730-20
3-532683

1〕 大和市中央 5142あすろ―どパーキングビツ
:察署 2軒隣のビル lF)
ヨ急江ノ島線大和駅から徒歩 4分
0020 =臥046 262 5968 http:″ vν、vwい rh co lp

4〕 鎌倉市由Lヒが浜394フ
0664 Fがく0467237264

6〕 小田原市酒匂 1054 市場内
0558 F′0く04654706]1

4〕 山梨県富士古田市下吉田 251
0200

5〕 山梨県甲府市貢川 ]318
1872 http://wwWl]p a a orip′ U kimural

9:∞
～
20:∞

1  日   ・
医薬品 健康食品、リスブラン化粧品 足心道
健康指導教室、食品

iO:llll～ 19:∞
日

断食と食養及び健康補助食品によリベーチエット病

を克服。生き方を変え S49年創業.0」 商品多数、
自然食品 有機野菜 エバメール化TFl品 食養健康
相談 通販 毎月「日曜を除く月末の 5日 間J特売

（
↓

9130～ 18:3tl
圭

有機野菜 果物 自然派化粧品 無料配達 (横須賀

茅ケ崎、藤沢、戸塚 ) ○

8:3Kl～ 17:t10
1日・ 祝

マクロビオティック食品等 配達あり、地方発送も
あり、hup ′加ww sunshop colpl ①

9:lXl～ 21:∞
.第 2 41細

漢方薬 健康相談  リスブラン化粧品、食品 （
ん

1〕 :lXl～ 19:lXl
年中無休

自然食品全般 オーガニ ツクコットン 自然
化粧品 書籍 文異 CD 生活雑貨 C

山梨県北巨摩郡双葉町竜地 3049
181

9,‐llC～ 18
日

llll
貴金属装身具

2〕 山梨県北杜市高根町村山北害J10983
4585 http:7/vvww u Ch Ю Com

∞―
一
制‐００”２０跡『
八 ケ岳南麓にあるマクロピオテイックを基本に し

た 代替療法の専門施設。滞在型の療養プロクラム
あり.

↓

5〕 山梨県大月市大月町花咲 12643
-3325  5へ )く0554-20-]125

5〕 山梨県南都留郡富士河□湖町大石 24982
6662 i黙0555766682

3〕 長野県長野市三輪 1251]
2591]51

珊

跡

‐７

∞
”
駐

珊
・
”‐

９

土
大月市立中央病院前.調剤薬局 シュタイナー関連
商品、純正食品 生活it貨 医薬品 書籍 ↓

8∞ ～2000
年中無休・

マクロ食の宿泊施設。 1'自朝食付 8900円 。
松花堂 3780円会席 5.250円 。半断食他

∞‐８
祝
”∞
日

オーサワジャバン バン 米 野菜 化粧品 フラ
ワーエッセンス 森修焼 本 他自然食

1〕 長野県小諸市甲 32322
‐8600

2〕 長野県上田市上塩尻 4541
-4187 Fだ く0268214]88

9:∞ ～ 19'00
月

オーサワ商品 IIR扱 しヽ マクロを主体とした自然療
法、手作リフー ド、メデイカルアロマ

（
↓

11:∞ ～ 181∞
日 月 木

オーサワジヤバン商品 天然酵母バン 雑貨 花と
マクロビオテイック料理教室 ①

2〕 長野県上田市上田原8761
9355

∞
一

‐７
祝
疇
辟

オーサワジヤバン商品 根を守る核酸有機肥料 核
酸 &キ レー ト酸素食品 無農薬野菜 ①

1〕 長野県Jヒ佐久郡軽井沢町長倉2733]
2476

∞
●
．

‐８
体
”
定
∞
不

玄米 雑穀 有機野菜を使つたオーガニツク マク
ロビオティックレストランとロハスショップ ①

〕長野県南安曇郡穂高町有明 375521●
lあづみ野

ブヽウス TEL0263 81 5060 PⅨ 0263 81 5061
9∞ ～ 21:∞
年中無体 ‐‐

オーサワ商品、自然食品全般、雑貨、肥料、環境浄

化用品、IFA泉イオンフ(ッ ク&ピーリング ①

3〕 静岡県袋丼市田町 271
2107

7〕 静岡県袋丼市可睡の社 41
8002 F～く0538488052

7〕 浜松市高丘東 4261

．硼
ＧＷ
・”‐
切
∞
盆

一１０
日

無農薬野菜 自然食品
健康教室 バイタルチェック C

9130～ 18:船
無休

無農薬断菜 自然食品、生活雑貨、書籍。野草こど
も診療所の診察室の語らいから生まれました。 C

00γ ]830
月|  |

無震薬野菜、自然食品、オーサワジヤバン商品、料

理教室、配達 ①

6l o Macnhiutique 2007.8



義彗
":競
為‐異淳‐書

〔〒41 3 1XX12〕 熱海市伊豆山 1062
TEL0557 80 2]01(代 表) 「 1孫酵″〒

「宿便とりJ半断食 拡大な施設と20年の歴史「指
導者養成」  道場開設自立営業の人に

（
↓

晨遜ご″ピゝづ鷺〔
〒4130232〕 静岡県伊東市八幡野 1737
TEL0557 54‐ lXl1 l FAX0557 54 0110

7:∞ ●20:∞
■ 年申懇体 ‐|

断食療法 食事療法 物理療法など総合的な健康づ
くりの場。資料を無料で郵送します。

（
じ

店
．ン

慇
一

リ

食●
グ
然
士

自
由

〔〒4180061〕 静岡県富士宮市北町 4]3
TEL054 22 3741(ニ コニコミナヨイ)

10:00～ 18:∞
■ 日 .祝

リマ クッキンク富士宮校 (毎月第 1水 ―初級、第
2水 ―中級、第 3水 ―上級)食品、野菜

´
Ｌ

力| |ミ ‐ ‐ナ ■|リ
ー |ヤ 〔〒4200842〕 静岡県静岡市銭座町681

TEL054-247‐ 8754
10 1 1Xl■ 19100
年中無休  | 有機野菜、食品

〈
●

プ

ズ
ツ‐〓〓

一

シトク‐‐‐ｔ
レセ
サ

〔〒421042]〕 静岡県牧之原市細江14871
TEL0548 24 1414 ■駄 OM8 24 1415

10:001～ 191‐|∞
水曜定体■|

有機無震薬野菜、自然食品、化粧品、選び抜かれた
商品を扱つてしヽます。

（
こ

暦
院
‐響野‐‐繭

〔〒436‐∞64〕 静岡県推‖1市北門 ]25
TEL0537-22-8115

9:00～ 22:lXl
l不定休 |■

整体 気功 痩身 アロマテラピー フラワーエッ
センス 各種自然療法 健康食品

（
↓

自 然 食 品 リ ー フ
〔〒4100882〕 静岡県沼津市町方町43
TEL7FAX055 963 4888

9:∞ ～ 18:∞
不定休

無農薬農業物、自然食品、オーサワジャバン
エバメール、浄水器、海洋保全活動グッツ

（
↓

雪滞食シ町の夢〔
〒4110848〕 静岡県三島市緑町32
TEL0559 75-0643 FAX0559 75 3208

8:30ん 19■ 00
日

自然食品 健康食品 こだわり農産物 書籍
調理器具 料理講習会へのお誘い

（
↓

のびらわ
〔〒4240943〕 静岡県静岡市清水区港町1512
TEL0543-52-9649

10:llo― ‐18100
日  ‐

自然食品 化粧品 生活雑貨 有機野菜果物 天然
酵母バン 生鮮食品

〈
↓

鵜麟 鳴驚露
〔〒4250033〕 静岡県焼津市Jり  36086
TELl154 624 4246 8:130～ 18■ 30

医食同源、あなたが家庭の名医になりましょう。
難病 奇病にとりくむオーラ治療法。

〈
↓

株伊勢吉  健幸事業部 〔〒4110912〕 静岡県駿東郡清水町卸団地305TEL055 97]0584 FAX055 973 2038
9:∞ ～18:00
■日 祝‐■

日本 CI協会、健康食品、食器、シュタイナー関連
商品、介護用品

（
↓

〓

ル

一一
一ナ

一一
シ

・オ
ナ』一

い

イ
〔〒4130011〕 静岡県熱海市田原本町91
URL httpッんvww ntermoanet coip/

自然米 自然食品販売。岡田式健康法 (統合医療)
による健康増進セミナー 料理教室。

気玄轡
〔〒綱20857〕 愛知県豊川市八幡町鐘鋳247
TEL0533-86-5679 FAX0533-891072

10100～ 11l oo
月

マクロピオティック商品、野菜、バン、生鮮 サプ
リメント、化粧品、オーガニックワイン、自然酒
雑貨。発送配達有。波動測定 血流血液細胞測定 (豊
橋店は針灸治療院も併設 )

（
ιフ ラ ス

1豊 ‐橋1店 )
キ
気

・ン
菫
●
い
ゲ
＜

〔〒

“

00831〕 愛知県豊橋市西岩田61611
TEL0532 69 0655 FAX0532-69-“ 5S htp ll… 9enk ShOp colp ドlpO宙‐管|:"

ぎ警管7電鷺 〔〒“
00897〕 愛知県豊橋市松葉町 365

TEL0532-54-5876
■:00～ 18:30
11‐  自■| |

オーサワジャバン全商品 バン 生鮮食品 生活雑
貨 書籍 免疫力強化食品 他

（
ん

コ ジ マ フ ニ ズ 〔
〒4570011〕 愛知県名古屋市南区呼続元町 92フ
TEL052-821-8746

8100～ 19:∞
1 日‐■祝

自然震法米の販売、玄米餅、玄米 ldl、 玄米こはん、
〔大豆、小豆、金時豆、黒豆〕の水煮等製造及び販売

ナ ヤゴ一ん寿
〔〒46]0004〕 名古屋市東区葵 3丁目 2311
JR 地下鉄千種駅 5番出□前
TEL052 935 2366 FAX052 935 2373

10:00～ 17:∞
|‐1 日 1祝

マクロビオティック商品、純正食品、書籍、無 減
農薬野菜、天然酵母バン、生活用品
セミナーあり http:″ wぃ″]l oco neJp～ jugennゾ

2

ヘ ル シ|ン グ
ー
あ い 〔
〒451 kl131〕 愛知県名古屋市西区城西21513
TEL052 602 5930 FAX052‐ 6025950

10:00～ 18:∞
1 日,祝

無農薬有機栽培野菜、お米や天然酵母バン、本桶醤
油 etc。 喫茶では無農薬コーヒー、ランチをどうぞ

ハ
↓
．

・自 然■1食■

"|10

〔〒4670807〕 愛知県名古屋市瑞穂区駒場町 59
TEυFAX052 842 5010 http:,■

…
s bOlp

91301～ 18■ 30
日

リマ クッキングスクール名古屋教室
マクロビオティック食材 書籍 雑貨他 ↓

店
■

の
ジ

食

ロ

然

コ

肇
〓

〔〒4710069〕 愛知県豊田市高原町434
TEL0565 35 0238 FAX0565 35 0216 l'100‐著

18100 健康食品 無農薬野菜、化粧品 シルク生活雑貨
浄活水器、書籍 純正食品

C  る   一  と
(|ジ ‐ |ル ー|‐ 卜 )

〔〒4710806〕 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂通り245
TEL052‐ 8410146

9:∞γ19:∞
| |IEl .■ .

オーサワジャバン商品 バン 野菜 生鮮食品 生
活雑貨 絹製品 化粧品 書籍 他

（
↓

、|ル シ ー メ イ ト
〔〒

“

40833〕 愛知県岡崎市柱曙 1丁目 1011
TEL0564 52 7000 FAX0564 52 7119

名古屋焼山店 名古屋市天自区焼山 TEL052 800 3533
10100～ 19■ lXl. |■
月 ■ .

無農薬野菜、食品、化粧品 自然酒、オーガニック
ワイン、衣料、雑貨、書籍、全国宅配

〈
↓

標 7b塁 (ム クツ サ ト)
〔〒4870005〕 愛知県春日丼市押沢台71017
TEL0568 9]0666 FAX0568 91 4445

高蔵寺ニュータウン内 超エネルギー水 ・活・ 取扱
店 無農薬野菜 食品 化粧品 森修焼

（
↓

チ ル チ リレミ チ|ル 〔〒4フ50924〕 愛知県半田市東郷町3391
TEL0569-22-]076

9:00～ 19■ 00
■日

自然農法野菜、自然食品、天然酵母バン、生活雑貨、
自然化粧品、カフェあり、電話注文承ります ↓

0‐

'■

ブレ■テ■|´ 〔〒4801154〕 愛知部長久手町塚田 1922番 地シェフォームエタニ lF TEυ FAX0561 63 9799地 下鉄藤ヶ丘駅 ［
瑚
ｔ
月
“
辟

鍼灸手技療法、母乳育児相談、プロポリス
健康自然食品、書籍、雑貨

（
じ

轟腎 響讐雫?T
(〒 491011C2〕 愛知県―宮市時之島丸先 212
時之島公民館の前  TEL0586 51 9559

l雲
絆帽l響

オーサワジャノ(ン商品など全国より厳選 した、安全
安心の、こだわ り食品と雑貨 1800種。 C

ん

Ｔキ
一

や
ユ
ち
店

，
０
一

あ
り
の
わ
酒
だ

〔〒5060824〕 岐阜県高山市片野町5228
TEL0577 32 5078 FAX0577 36 1588

∞
水

ｍ
●卜棚・

９
日

オーサワジャパン商品 無震薬栽培野菜
オーガニック食品 雑貨 天然水

〈
ム

・繰幸
麟
葉
加
翻
■
の
社
ま
会
ゆ機生

〔〒5030836〕 岐阜県大垣市大井町 451
TEL0584 89 5776 剛

‥‐‐祝
”
水「静

オーサワジャパン全商品 生鮮食品 生活雑貨 書
籍 他

（
も

佛 ||わ  ら■ べ|■村 〔〒5050051〕 岐阜県美濃力日茂市加茂野町鷹之巣32TEL0574-541355
〕|ll10～ 13:00
1第 2日

自然食品 無震薬野菜 生活雑貨 書籍、フェアト
レード品、料理教室、イベント、通販あり。

（
も

ぉ●瞥撃修中警|■ん
〔〒5060013〕 岐阜県高山市有楽町46S NGビル2F
TEレFAX0577 35 1057

1策11%11∫ マクロピオティック食材、オーガニックコットンの
衣類、エコロジー雑貨 書籍 他

（
↓

ト|ノヒ線‐ IE 〔〒9100032〕 福丼県福丼市堀ノ宮 卜803市内バス三郎
丸団地下車 ]分 第 2堀ノ宮下車 3分  TEL0776 21 3811 :11'Ll'1撃

体質別食養指導、料理教室 試食会、自然食品、健
康食品 (プロポリス)、 波動測定

今
↓

自然 食 品 :
か■|ね■■

米
や
機有
こ

〔〒515∽ 75〕 三重県松阪市新町830
TEL0598 21 2602 FAX0598 21 8799 htp ll… e kanekova com

9‐ 130～ 19 i lXl
lll 塾■

有機米 天然酵母バン 有機野菜 豆腐 調昧料な
ど。基本の食生活を大切に考えている

０
●

信 1貴 山■断 食|‐道 場
〔〒6360832〕 奈良県生駒郡三郷町信責山西 2102
TEL075 73 2507

毎年1/21■ 277未彗
のみ体み|

断食または半断食と正食指導
案内書送呈、入場費 1泊 6.600円

か■|ん■●と |101 い 〔〒6310002〕 奈良県奈良市東登美ヶ丘4165(東登美ヶ丘
5丁ロバス停より徒歩 1分 ) ■‐摯宵19響

自然食品全般、あいがも農法米、無農薬 低農薬野
菜 果物、自然素材雑貨、石鹸、八―ブ

（
↓

鷹乃
一樽 〔〒6380811〕 奈良県吉野郡大淀BI土田38 191性 ,ξ :T 正食品 本 整体 マッサージ 楽健法

〈
ι

ン́
舎

シ
う
一テ

，こ

ス

一
一

ス
ん

ル

■
へ
け

〔〒5200851〕 滋賀県大津市唐橋町14]4
TEヒ 077 537 3878 FAX077 537 4122

9:lXl～ ∞ :∞
■ ■麟| ■ 自然食品、漢方薬、鍼灸、操体法

（
じ

■

ス

リ

ク

一一　
ィ

ケ

″ビ
リ

ロク
ケ

マ
〔〒526083]〕 滋賀県長浜市宮司町457
TEL0120-298-564

9:311～ 19:∞
土・ 日

マクロビオティック商品中心に、免疫力を向上する
ためのしヽろいろのエッセンスを集約

今
ム

ズ

マ
．
マ

一フル
イ
つ
ジ
一議カ
ナ

ナ

エ
〔〒6020934〕 京都市上京区新町通リー条上ルー条殿町 4832
TEL075-431-5005

10:00～ 19■ 30
日

無震薬野菜 天然鮮魚 自然食品 オーサワジャパ
ン商品から生活関連雑貨まで。市内配達可

（
ル

マタロピォテイ|タ ク寮都 〔
〒6068101〕 京都市左京区高野蓼原町77
TEL075 711 4551 0

ヽ  ル| ス  伏  見 〔〒6128037〕 京都市伏見区桃山町鍋島 7」R Ill山 駅西 50m TEL075 611 0337
10:00,2fl
‐
日

∞
純正食品、洗剤、無震薬野菜 こ
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平1安
‐
螢1活 協 鶴1組 合

燎布会く、らし,01友 |の会
〔〒6]283]2〕 京都市伏見区津知橋町390]
TEL0120-869‐ 860

241時間言葉
1年中無休

生活再生支援 (悩み相談 無料)24時間受付中 /
オーサワジャバン全商品 衣食住遊再生支援 /

〈
じ

壽̈
京
フ

し|せ んな ら
実|.麟■‐舗

〔〒6168125〕 京都市右京区太素組石町 101
太秦駅南 talホ ーム内 TEL075 873 3877

∞

●「輸
嚇

‐‐‐
目

htto : //w.binchotan.com !.lt htto : //w.raku.ten.
co.io/uzumasa/ Ci+XEl ' E[mI I

（
ι

ボ ケ ツ|‐―トー|く う.‐ 13i 〔〒6038167〕 京都市北区小山西大野 581TEL075‐ 415-1333  htp:′フヽ、、、Nv pOcket― club co ip

∞

一
一

髯
提
”

・．一

∞

‐‐‐―日
オーサワ オルターなどのこだわり食品。日用品。
ヘナ染

（
じ

ム |ス|ピ■ガ |■ デ■ン 〔〒540002]〕 大阪市中央区大手通227
TEヒ06 6945 0618 FAX∞ 69106237

19:総～19:∞ |

目機,0,00■17:∞
| ■不定休

目然食品全般 (無農薬野菜 調味料 書籍 鍋 玄
米弁当など)約 20C llアイテム通信販売有り

会機食一■ 〔〒5400021〕 大阪市中央区大手通227
TEL06 6941 7506

91 ml～ 181 1Xl
l l日 | 料理教室、本部講座、研究会、入門講座

家のぎむ
〔〒532 Cl102〕 大阪市淀川区東三国4175 1階
TEL06-6395-7806

ミ0:∞ |～‐18:∞
1  土 E3. ‐

無農薬野菜、健康講習会、千坂式ミネラ品
法

食

康
正
健
純

ル
（
↓

八 ゾ・」=山 海|フ ■ズ
健康自然食品の議 租楽

〔〒5330033〕 大阪市東淀川区東中島 120]2-4]4号
」R新大阪駅東口出て正面 ユニゾーン新大阪キドビル4F414号  TEL06∞86682

腱

∞
平口101∞ 1`9
圭10',00～ 17

取扱品自然食品 健康食品 自然派化粧品 浄水器
圧力鍋 書籍 日曜休日

（
●

イ
一う
・

サ
こ
含
●
一

総
ｔ
報
で輔一

難
健

〔〒536111105〕 大阪市城東区中央卜824
TEL0120 M 1441

10 1 tXl～ 19:CXl

●.目 |‐1祝●
htp l=… kenyu kan comに て全国こ注文承りま
す

（
↓

光線治練院ドレナ=ジュ
(|・‐訪‐‐ 1聞 ‐■可 ■う|

〔〒5620036〕 大阪府箕画市船場西 112]フ
TEυFAX072フ 008880

10:∞ ～脚|:lXl
■ 年中無体■ ‐

光線治療 リンフ(ドレナージュ
オーサワジャバン全商品 食育

薬然
配
自
宅

（
↓

ズ
一ツ
Ｔフ
●

刀
う
一

ュ
一一

チ

一

ナ
．グ

〔〒573]]]1〕 大阪府枚方市楠葉朝日163
TEL072 855 0114 http l″、ぃwvnf gra n com

10:∞ |～ 19100
111■日■||

野菜から食品全般 関連雑貨まで、高品質なものを
取揃えています。

〈
↓

余
つ
究
英繭一印一麺』
〔〒5800022〕 大阪府松原市河合 263
TEL0723 32 9293 看板なし

91∞ ■20●00
■■1年申無体■ 操体法指導

します （
↓

安全な―お米|
根■ ち ■‐

自1然食‐品‐

こ  や
〔〒5820009〕 大阪府柏原市大正3135
TEυFAX0729 72∝ 67 http:〃 wNnv oco o― ShOp com/

91.00■ 20■∞
第■12■ 3日曜日

無展薬米 オルター生鮮食品他全商品 オーサワ全
商品 玄米料理教室 操体 自然農塾

〈
↓

卜

一””
も
オ
ペ素

一
安
ヮ

〔〒5840048〕 大阪府冨田林市西板持町235
TEL072卜 34 2600 FAX0721 34 2777

91撃
亀19:響

無農薬野菜、鮮魚など安全なたべもの全般、代替医

療品、代替衣、住グッズなど 14000ア イテム
〈
↓

一か
農
す
百
で
八
一な
の

一ん
き
げ
う
お
ゆ

〔〒5840092〕 大阪府富田林市昭和町 1613
TEL0721 26 2619 FAX0721 26 3419

1● 1‐ CKl～‐19=KXl
● 島 ‐

無農薬野菜 果物約 60品 米 天然酵母バン
健康自然食品全般 1500品 (全国宅配 OK)

（
↓

ォ■ ガ■三 ッ|ク プラス 〔
〒 590‐ l1412〕 泉南郡熊取町紺屋 22310
TEL0724 52 5641 FAX0724 52 5741

一硼
駐』一胡．

¨
月

自然食品全般 健康用品 健康講座 波動測定 フ
ットケア アロマスチームサウナ 他

（
↓

(名 )ア リ`宅卜窯壁の工房
いっぶく―せんヽい半月囃

〔〒6790104〕 兵庫県加西市常吉町字東畑 6479
TE田フ90 47 2220 htp l″ ppuku com

9■∞～■8 11Xl
ほ!ぎ年中無体|

有機玄米せんべいづくリー筋 50年。有機 」AS認証
工場には、直売店も併設しています。

店
．ぐ
の

一
一
輔〓
然自

じ
と茶

●

喫

の
〔〒6795301〕 兵庫県佐用郡佐用町円応寺 ]65
TELOフ 90-82-2171

8‐∞～191∞
●不定体 ■′

オーサワジャノ(ン商品 抗酸化食品 AOB 化粧品
生活雑貨 図書コーナー 健康セミナー

（
↓

寝懸お4●hmマ ク甲ビオ
テ イツ■ク 料|‐理薇‐里

〔〒 658111115〕 神戸市東灘区本山南町 9845
TEυFAX078 431 9151

予約受付中です|

ぐ連絡ください91
アンチエイジング !健康で美しくクッキングしまし
ょうυ Emal ss knchen@kcc zaq neip

神 戸 ヘ リレス|ワ ■ ズ
〔〒6580072〕 神戸市東灘区岡本]772F
TEυFAX078 453 1777

10:lXl～ 19:∞
_■火 ■祝| ■

オーサワ商品 野菜 バン 生鮮品 ハーブ &アロ
マ商品 バ ッチフラワー エコ雑貨

（
↓

自 然1食 品|の 農|1向書 葵
〔〒6900064〕 島根県松江市天神町82
TELl1852 26 3801 FAX0852 31 4]72

9:∞ ～19:∞
1 自‐視|■

無農薬野菜 天然酵母バン、自然食品、配達有、料
理教室 食養相談、健康セミナー

（
↓

プ チ・ |メ  リ_ッ■ト
Wott Httony Tera

〔〒7000824〕 岡山県岡山市内山下11016
TEL086 234 9790 http:″ wぃハ″wh tera com

101∞ ～19:∞
||■ 1火■■ ■

自然食品 無農薬野菜 健食 エコ雑貨 自寒製天
然酵母バン レス トラン 整体 ギャラリー

（
↓

1自 然1食 百 科■柿 の1木
〔〒7100132〕 岡山県倉敷市藤戸町天城2221
TEЮ86-428-8227

9:∞ γ191∞
■・■日■

無農薬野菜と自然食品豊富な品揃え配達有
（
↓

有1機 食|1良 1品 ■館 〔〒7000921〕 岡山市東古松443TEL086 221 7]55
91∞‐
～
19■∞

■ 日■
.第
3月

オーガニック無添加自然食品とマクロピオティック

ランチのお店
（
↓

株式会社ピバ  ■ ‐■
ビバおはようショップ

〔〒7300806〕 広島市中区西十日市町912
TEL082-293-8321

∞Ю
祝眸自

健康自然食品 33年の実績と信頼。健康関連の食品
機器 グッズ 図書の販売 卸し

|実皆
〔〒 7鉾―∽07〕 広島県広島市南区皆実町 4112
TEL082 255 2846 平賀佐和子

毎月第 4土例会、料理講習、PU勉強会

店
き
の品
さ
食

●

加
め
添無
う

〔〒 7315127〕 広島県広島市佐伯区五日市 2925
TEL082-922-5228 FAX082-922-4940
」R五 日市駅北口徒歩 3分

10:lXl～ 19 i CXl
ll日■祝■‐

オーサワジヤバン全商品、野菜、自然食品全般
アレルギー対応食品、惣菜等。配達 配送。
天然酵母バン、自然化粧品、生活雑貨

（
↓

有1限 会社■|ツ ル シ・マ 〔
〒7470027〕 山口県17」府市南松崎町 54
TEL0835 22 0347 ■は 0835220316

∞
土
‐７
第眸一

鮮
一日

鶴島純正自然食品販売元
健康学園 料理教室

ナ■チ ユ■ラ■メレラ|イ フ
ネツトワークスバイラル

〔〒6830851〕 鳥取県米子市夜見町3081]1
TEL0859-24-3833 FAX0859‐ 243833

)ヽlXl■ 21■00
1 大

オーガニックレス トラン、自然食品、玄米、マクロ

ビオテック関連書籍、環境雑貨、調理器具、クッキ
ング教室、セミナーと講演

〈
↓

饉薬蓬
〔〒7918023〕 愛媛県松山市朝美282フ
TEL089‐ 924-2]28

10'lX3～ 19 1 1Xl
■年中無休 ■

予約制玄米食庵 玄米食料理教室 健康相談
天然コーボバン 千坂式健康法講習会

（
↓

村んろち り
〔〒7600073〕 香川県高松市栗林町 31024
TEL0878-37-2976

10:∞ ～ 19■lxl
●年中無休■■

無農薬野菜と自然食品、水にがり豆腐等豊富な品揃
え、宅配有

＾
↓

自 然 食1畠 15び |つ と 〔〒7600067〕 香川県高松市松福町 179TEL087 822 1539 HP:htp lヽ
…
rabbrf00ds com

9:ICXD～ 119 1 1Xl

.‐ ||||||‐
 丹 ||||‐ | ||||||‐ ||

玄米食の普及 料理教室 母乳育児相談、有機農法
玄米 (3分、5分、7分、8分掲)発送可

今
↓

松島歯科診療所 〔〒7618015〕 高松市香西西町フ
TEL087‐ 881-2323 FAX087-881-8499
E ma:mukhayuan@matsumthlo,p
htp i〃 bbg 90o nelp/mukh～ uan

8:45～ 17 1 1Xl
l自■潟| ‐|

できるだけ歯を抜かない、削らない治療を実施。専
門の重度歯周病や虫歯など、完全治癒 予防を実現
するための指導にマクロビオティック料理教室やセ
ミナー、自律神経免疫療法、呼吸法温熱療法、整体
等を採用。お手当、食養相談も受付。歯科診療は完
全自由診療です。お問い合せ下さい。

Э

SCHULE
シ ニ|‐ レ

Ｃ
一ベ

Ａ

ア
〔〒7700866〕 徳島県徳島市末広2142
TEL088‐ 653-6401  http 1/′ 、v～,vv SChuleabe lp

10 i lXl～ 19:lXl
l‐ 1水 |‐■‐椀‐ |

焼菓子、天然酵母バン、自然食品、製菓道具
教室 (穀物菜食料理、お菓子、バン作り)

（
も

サ .=|■ |サ |・ イ■ド 〔
〒8130042〕 福岡県福岡市東区舞松原 18]フ (東福岡自動
車学校そば)TEL092 68]0883 FAX092 68]0815

10100～ 181311
氷祝(金は絵く)

自然食品、無農薬玄米野菜、天然酵母バン、圧力鍋
詈籍、健康相談、月 1回サービスデー O

自 然・生 活1館 1空 の 需
〔〒81102]4〕 福岡県福岡市東区和自東227]3
TEL092 608 951l FAX092 608 9512

(火～土)9,側
～
1,“ |

(書 粉 9:鉾 t'8:001

月 1第 1日

自然食品全般 天然酵母バン 有機無農薬野菜 健
康食品 書籍 WELEDA化 粧品 ヘナ 他 3

ン
ン

ラ

一一

ト

チ
ス
●
一

レ

ツ

ク

●

ジ

キ
二

一一

．ガ

ナ

一
　

・

オ

マ
〔〒810∞ 15〕 福岡県福岡市中央区那の川2930
(西鉄「平尾」駅より徒歩3分)TEL092 525 4147

9:∞～ 1ア ,00 雑穀料理のランチ、スウィ
ーツ、弁当、ケータリン

グ、パーティ、料理教室、自然食品販売
ヽ
ん

アイリスオーガ=ッ クテラス■■■‐‐■ ‐■ ■■
〔〒810∽ 62〕 福岡県福岡市中央区荒戸 341セントラル西
公園2F TEL092 751 3005

9:lXl～ 18130
日 祝■第 3土

有機野菜 無農薬野菜 選び抜いた数多くの自然健
康食品 化粧品 月―回美容相談会 他

今
ム
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ク
グ

一́
ダ‐イ ニ‐
ン

オ

ア狂”
マ
カ

多
ん
博工
一一

フ
ろ

カルラ

こ
ユチ
●
ナ

こ
〔〒8111302〕 福岡県福岡市南区丼尻 42123
TEL092-585-7477

10;llll γ 19:∞
1年中無休■|

オーサワジャバン全商品 天然酵母バン フェア ト
レー ド マクロランチ 500円～コスメ

香機 自然食1品 セ ン タ‐
〔〒8130044〕 福岡県福岡市東区千早51319
TEL/6にく0926713534

10■∞
～
18130
日■祝・

自然食品 無農薬、有機栽培野菜 化粧品 生活雑
貨 書籍 天然酵母バン、他。

え .こ
―
わ い ず 村 〔〒8071131〕 福岡県北九 ll l市八幡西区馬場山東 216TEL0120 37 471l  http l//vvNvw ecow se co

手技療法 波動測定 血流測定、自然食品 健康食
品 ビーバンジョア化粧品など約 2000種

品
ん

な
も

自
ん
のり
に帥貨

こ
雑

〔〒802‐ 0042〕 福岡県北九州市小倉北区足立 2123
「EL093‐ 922-4753

10100～■19:.00
日

自然食品 無農薬米野菜果物 lll康 食品 出来たて
豆腐 天然酵母バン トルマリン製品

〔〒8380018〕 福岡県朝倉市日向石1202
TEL0946 25 031l Fハ 0く0946251259

8:∞ ～ 17:00
土 日 祝

葛 In、 蕨粉、その他澱粉各種、葛、蕨商品各種 (葛

湯 葛きり 蕨餅等 )

産 直 や 蔵 庫
〔〒8390863〕 福岡県久留米市国分町 2961
T巨L0942-21-3130

9i30-18:30 食糧品 無農薬無除草斉」無化学肥料野菜、
地産地消地域型循環社会を目指して .

筑紫 自然食品セ ン ター
〔〒8180072)福 岡県筑紫野市二日市中央488
TEしPⅨ092 924 0238

〔〒8191616〕 福岡県糸島郡二丈町武35217
T巨L092325-0496 最寄駅筑肥線 |―責山J駅 5-7分

10:00～ 1830
土 日 祝

健康講座 料理教室 自然食ニュース 自然食品全
般 雑貨など (配達 OJ)

食養料理教室 陰陽のこと 生き方を考える。
純正食品 書籍、食養常備食品他販売 .

漢 方 薬 局 HDな か む ら 〔
〒 8020824〕 福岡県相剛 1市立花通 (西鉄相岡 1駅より

歩いて 5分)TEヒ094472]06]

〔〒8400811〕 佐賀県佐賀市朝]町 43
TEL0952 28‐ 7883  5。)く0952‐ 28‐ 7886

〔〒8410076〕 佐賀県鳥栖市平田町3016

〔〒8528104〕 長崎県長崎市茂甲町 31坂上ビル ]F
TEL095‐ 84トフ236 FAX095‐ 841 7236

9:lXl～ 19:∞
日 第2 4月

漢方薬 (煎 じ エキス 末)純 正食品 玄米
雑穀類 生活雑貨 食養補助食品 他
自然食品 無農薬有機野菜 玄米 調味料 お粟子
生活雑貨 書籍 化粧品 料 I里教室 ランチ

玄 米 食  お ひ さ ま
(料理教窒&レ スートラン)

ナチュラルフアー ム高 田

店
ス

の
ウ

品

ヽ

食

・

然
ラ

一日
テ

無震薬野菜 健康食品 純正食品 アロマテラピー
マッサージ 酵母ノ(ン教室、ランチ.
オーサワジャバン全商品 天然酵母バン
書籍 他食養相談

電気発芽器 「発芽美人 J、 野菜、天然酵母バン、食器

リマ CAC化粧品、健康教室、通販電配

店

る
の計
ま
喰
″
然自
て

〔〒8500017〕 長崎県長崎市新大工町 68 古賀ビル lF
TEL095‐ 820‐ 4057

〔〒8540012〕 長崎県諫早市本田1210
TEL0957 23 6670 http:″ www sh zenkan net

10:llll～ 18:∞
日

店

口早‐漱
諫

一ケ
館‐
一撚呼

日

本

自 然 食 品  和 み

TEヒ0963746786 = 0ヽ96374679]

〔〒8595117)長 崎県平戸市魚の481町 3]]5
TEL0950 22-5149  FAy0950-22-5529

〔〒8600854〕 熊本県熊本市東子飼町 35
子飼店 TEヒ0963434043 下通店 TEヒ0963549161

〔〒861‐ 4601〕 熊本県上益城郡甲佐町岩 F143
TEヒ096-234-0447

〔〒 862-0912)熊 本市錦ヶ丘 14-16

〔〒8620926〕 熊本県熊本市保田窪 2丁目25
TEL7FA Ko96 385 5978

玄米 穀物 調味料、有機食品、埋設用炭素など環
境改善商品ち多数あります .

有機野菜生産 &販売オリーブ自然化粧品
マクロピオティック食事会 &勉強会宅配有

純正豆腐 食養研究会 焼豆腐のみそつけ

10:00～ 19105T肩機斬薫
~う
lJI)手耳しら高

…
9:Klll～ 19:Oll l純 正食品 無震薬野菜、天然酵母バン、化粧品、電

木    |マ クロ楽しんでます !遊びに来てね
`

日●祝 | 1藉  他。宅配可.料 I里教室、テルミー治療

自然食と有機
‐
野菜の店

0 天  粧
9100～ 19100
日 盆 正月

場
＞
■
年

腐
３

一竪
応
品
慶
食
業
部
創
岡
て

ビ オ 天 粧 錦 ケ 亘

自然 な く ら しの 店
ガ|  ン |ガ 1 7

の
部
学名
楽
姓の
優
学医
燿
養

●

食
玄

〔〒8620924〕 熊本県熊本市帯山 523]
TttL/FAX096 384 4064(要 予約)

〔〒8690502〕 熊本県宇城市松橋田J松橋 8601
TEL0964‐ 33‐ 3751  5へ0く096433‐ 19]フ

食養医学と姓名学の相談を受け付けています

食養相談の予約は TEL096 381 8711ま で

自然食品 健康補助食品 ジュボン化粧品、浄水器 各
種セラミック、小橋規賽男先生による健康セミナー

0 そ― う
Natu‐ral.

ド

一

一
ナ
フ
二
十

コ
ツ
ロ
”

〓
食
イ
康
ダ
健

〔〒8691101〕 熊本県菊池郡菊陽町津久礼27313
TEL/i 0ヽ962326571

〔〒8691]01〕 戸
=本
県菊池郡菊陽田J津久ネL8685

T巨L096 232 1566 htip l″ w1/N・ v7dr rrako∩ et

9:llK～ 17100
日祝 第 2 4土

健康自然食品全般 書籍他.病院食事療法用食品全
般。

オーサワジャバン商品 玄米を食べる会 料理教室

無添加化粧品 健康講話 デイサービス「星の里」
院

とこ

医
．ま

―
古長

古

院

〔〒870003フ〕大分市東春日田F1523
TEL0975‐ 37‐ 1193

〔〒8700126〕 人分市横尾4266
T匡L097-529-6886

〔〒870-0888〕 大分市三ヶ田田]4組
TEピFヽく09フ 5460600 巨ma:hiO@mukkara net
http:″ www mukkara net

無農薬野東 低震薬果物  自然食品 食養手当
食品 正食l埋教室 (毎週土曜)講 演会等

]O CO～ 19100
定体日 :月躍日

有機食材、有機野菜 マクロビオティック食材 洗
百J tttli品  書籍 flt康教室 勉強会 他
*とにかく美味ししヽ 日こだ木干し椎茸J総発売元 *
無農薬野菜 玄米 調味料 天然酵母バン お菓子
オーガニックコットン 化lF■品 書籍 (資本有 )
*料理教室 *勉強会 *交流会 *全国宅配 OK*
マクロキムチの製造販売 /i]、 無農薬野菜、純正食
品、輸入オーガニック食品

101∞ ～ 19
第 13月
火 ・

や
村

お

コ

やの

二

食然

コ

自

二
一

〔〒8740919〕 大分県別府市石垣東2621
TEL/吊
～
〈0977 25 4464 http:″ n kon komura com/

1030～ 19:00
日 祝

店

な

品食

ず

然自

な
〔〒8750342〕 大分県臼杵市野津町大字落谷21811
TEヒ097432‐71]]

無農薬無化学肥料野菜、自然食品全般、バン菓子、

書籍など 宅配可
発
之
開
薫
品
田
食
岡

社
役
会
締
限
取
有 〔〒883006]〕 宮崎県日向市大王町 5丁目 29番地

TEL0982-52-9353  FAX0982-52-9360

〔〒8900054〕 鹿児島県鹿児島市荒田 2373
シャトレ21 101 TEL099 251 8440

〔〒8920871〕 鹿児島県鹿児島市吉野町 23901
TEL099-244‐ 8061

健康に関するコンサルタン ト

オーサワジャバン全商品 粗糖 紅塩販売他

食養入門教室、料理教室、オーサワジャパン商品
SBK商 品 純正食品 化粧品、健康美容 美顔
無震薬野菜 自然食品、料 I甲教室、健康相談、正食

〈本
〈
バ

酢
］

輝
健紅時

働
鹿

1l llll～ 17:00
土 日1祝‐

10130～ 18:∞
日 祝

マクロビコンシエルジュ
Ver節‖loハ アヾ―|ミ リ.オ ン

〔〒8920822〕 鹿児島県鹿児島市泉町25
TEL/=輔992275222(ク リーンホテル錦生館よこ)

〔〒8910101〕 鹿児島県鹿児島市五ヶ別府町 3646
かこしま有機生産組合 T巨 L0992826867

〔〒8930007〕 鹿児島県鹿屋市北田町1113211

〔〒8914401〕 鹿児島県熊毛郡屋久田I麦生 335(バ ス停高平)
TEL/i 0ヽ997472541

1100～ 19:00
日 祝

オーサワジヤバン全商品 自然派化粧品 生活雑貨
健康チエック&食事指導 通販 宅配

有機野菜 有機米 生鮮食品 天然酵母バン 無添
加食品 生活雑貨 書籍 衣料 化粧品

西 田 店
荒1田 藤

10:00～ 19■∞

店

ク
‐
お
・リ

‐ の

エ

品食
リ

然

ン

自

ア
２０
祝．ヽ．

００
日

自然食品 野菜 天然酵母バン 惣菜 オーガニッ
クスイーツ 化粧品 雑貨 書籍
天然村産の玄米 野菜 果実と山の幸 海の幸によ
る自然食料理 1泊 2食 6000円

自 然 食 の 宿  天1然 村

あ さ ひ 龍 生 堂 薬 局
〔〒8940061〕 奄美市著瀬朝日町 1413
T巨L0997-54-0500

オーサワジャバン商品 漢方薬 健康食品

オーガ=ツ ク :よ うす陽       報
〔〒901‐ 0152〕 沖縄県那覇市小禄 5141
T巨L0988588376 ■ヽ 0988588387

〔〒9020064〕 沖縄県那覇市寄宮174
TEL0988 54‐ 0296

1000～ 211 i Oll
日 1祝

有機野菜 玄米  II・ t正食品、自然派化粧品
洗剤、書籍、食養相談、勉強会

書籍販売 純正食品 食養相談 0」 全商品取揃紅 葉 純 正 食 品 店

〔〒8100073〕 福岡市中央区舞鶴 ]
TEL092‐ 7312122

マクロヒオティックランチ ディナー 弁当
ケータリング、オリジナル穀物コーヒー販売
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〔〒9000022〕 沖縄県那覇市樋川]281
TEυ日ヽく0988351389

〔〒 90卜 0156〕 沖縄県那覇市田原 224
TEL098-857-4919

〔〒9040156〕 沖縄県読谷村古堅851
TEL098‐ 956-4000

10 1Xl～ 17:∞
■ 年中無体

店名をロゴにすることができます。 (無料)ご希望の方はロゴデータを編集部まで送ってください。
また、単独広告掲載の場合は法人会員特別価格がありますのでお問い合せください。

オーガニツクスペース
プ .ルー. ■ ■‐ナ

有機野菜 マクロピオティック商品 天然酵母バン

生活雑貨 アーユルヴェーダ商品 書籍 他

マ ザ =ズ ア イ
I llCl～ 20:00
日 . ‐

オーサワジャバン全商品天然酵母バンまん じゅう

有機野菜 書籍料理教室

自然食品、リマ クッキングスクール、天然酵母パ
ン、マクロピオティック木灰沖縄そば、ランチ

自
馘

品 店 経 営 者
修 生‐市J度

これから自然食品店を始めようとしている方、お店を継がせる二代日の方へ、

実践的な経営者を養成するための研修生制度を行つています。

嘲 鳳酸 左蛮徴鳳
1)これから自然食品店を始めようとしている方
2)経営のイ|:方が分からないので 年度勉強してみたい方
3)二代目を育成して自然食品店を引き継がせたい方
◎研修生にはド記の特典があります。
1)自然食品の知識を働きなから勉強できます .

2)リ マ クッキングスクールで料理法を学ぶことができます。
3)接客 広告 仕入れ 品出しなどが実地で学べます
4)経営セミナーに参加できます。
5)マ クロビオテ ィックセ ミナーに参加できます。

然
成
食
研

◎研修′L制度募集要項
1) り「1多

'綺

1出1  3イ Fドリ

2)り「修場所 リマ東北沢店ほか
3)|り「修
「
当 150000円 (月 額 )

4)勤務時間 実lll1 7時間(30分
5)通 勤
「
当 実費支給

6)休 日   週体2H制 (シ フト交替11 1上 員に llず る)
7)そ の他  社会保険 厚生年金 l■ 川保険珈1人

◎ご応募はCI協会宛に履歴書を郵送下さい。
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▼
（フ
月
号
は
新
企
画
連
載
が
三
つ
も
‥

①
ア
レ
ツ
ク
ス
ｏ
ジ
ャ
ッ
ク
の
ヒ
ー
リ
ン
グ

ラ
イ
ス

邦
訳
す
る
と

「玄
米
手
当
て
法
」
で
す
。

ア
レ
ッ
ク
ス
は
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
す
。
昨
年
リ
マ

・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

師
範
科
で
特
別
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ア
レ
ッ
ク
ス
は
と
て
も
多
く
の
著
作
を

出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
少
し
ず
つ
邦
訳
し

て
、
連
載
し
ま
し
よ
う
―
　
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
Ｃ
Ｉ
ら
し
く
、
玄

米
の
連
載
か
ら
は
じ
め
ま
す
。
し
ば
ら
く
続

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

②
Ｎ
Ｙ
レ
ポ
ー
ト

◇
ま
で

「自
然
派
化
粧
品
」
の
連
載
を
し

て
い
た
だ
い
た
小
幡
さ
ん
に
、
Ｎ
Ｙ
の
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
情
報
を
、
小
幡
さ
ん
の
ア

ン
テ
ナ
で
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
そ
れ
も
Ｎ
Ｙ
の
情

報
は
、
み
な
さ
ん
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
よ

ね
。
今
月
紹
介
し
て
い
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
い

ち
こ
の
価
格
と
か
、
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
の
商
品

棚
と
か
、
な
か
な
か
見
所
満
載
で
す
。
食
の

文
化
は
日
本
と
は
違
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｙ
の
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
フ
情
報
を
毎
月
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

③
細
川
先
生
の
Ｔ
Ｌ

（ト
ー
タ
ル
ラ
イ
フ
）

こ
れ
は
今
月
か
ら
始
ま
る
細
川
先
生
の
新

セ
ミ
ナ
ー
の
復
習
版
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
い
な
く
て
も
、
大
枠

で
は
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、
食
事
法
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
的
な
生
活
法
。
素
晴

ら
し
い
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
必
要
な

も
の
で
す
。
細
川
先
生
の
３０
年
の
経
験
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

▼
安
保
先
生
講
演
会
レ
ポ
ー
ト

６
月
２３
日
大
阪
、
翌
２４
日
東
京
で
講
演
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

安
保
先
生
は
免
疫
学
の
世
界
的
な
権
威
で

す
。今
回
の
テ
ー
マ
は

「薬
に
た
よ
ら
ず
病
気

を
治
す
―
」
今
の
患
者
さ
ん
は
、
薬
を
た
く

さ
ん
も
ら
う
こ
と
が
、
良
い
医
者
だ
と
思
っ

て
い
る
。
逆
に
薬
を
出
さ
な
い
と
、
ど
ん
ど

ん
評
判
が
悪
く
な
っ
て
く
る
の
だ
そ
う
で
す
。

薬
を
た
く
さ
ん
も
ら

っ
て
、
注
射
を
打
っ
て

も
ら
っ
て
、
点
滴
も
し
て
く
れ
れ
ば
］駆
局
の

医
者
だ
と
…
　
。
こ
ん
な
現
状
を
変
え
な
い

と
い
け
な
い
。
日
本
人
の
病
気
が
多
い
の
は
、

(上 )松永先生、 (下)田村先生

真
面
目
な
国
民
性
に
よ
る
と
も
言
い
ま
す
。

真
面
目
＝
頑
張
り
や
サ
ン
＝
我
慢
す
る
。
そ

ん
な
国
民
性
だ
か
ら
、
交
感
神
経
優
位
が
長

く
続
い
て
、
病
気
に
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。

も
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
息
を
抜
い
て
生

き
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
睡
眠
を
多
く
、
体
を
温
め
、

よ
く
笑
い
、
食
事
を
玄
米
食
に
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
副
交
感
神
経
優
位
な
生
き
方
を

し
な
さ
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
講
師
と
し
て
、
大
阪

で
は
大
北
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
松
永

敦
先
生
が
、
ラ
イ
ブ
感
溢
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
方
法
を
主
体
と
し
た
お
話
を
、
東

京
で
は
田
村
歯
科
医
院
の
田
村
享
生
先
生
が
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
総
合
的
な
考
え
を

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
８
月
の
イ
ベ
ン
ト

昨
年
に
続
き
ま
し
て
、
新
谷
弘
実
先
生
の

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
「病
気
に
な

ら
な
い
生
き
方
」
は
、
１
７
０
万
部
と
い
う

ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
で
す
。
昨
年
間
い
た
方
も
、

初
め
て
の
方
も
、
新
谷
弘
実
先
生
の
お
話
は

間
き
逃
せ
ま
せ
ん
。
腸
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
が
い
か
に
大
切
な
こ
と
か
。
本
を
読
ん
だ

だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
映
像
を
交
え
た
講

演
会
に
是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

安保徹先生

MACROB10丁 !QUE 839号
◎2007年 8月 号

発行日 :2007年 8月 1日

発行人 :勝又靖彦

発行所 :日 本 CI協会

〒 151…0065

東京都渋谷区大山町 11¨ 5

電話 :03-3469¨ 7631(代 )

振替 :00100-3‐ 194125

印刷・製本 :株式会社ケイエムエス
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>
０７θ
０

ミナー・講習会・イベントのこ

11日 0  …マクロピオティック ョガ教室 >詳細 7頁

13-15日 編～渕 …各1墨ど 撃座～初級編集中編～ >詳 細5頁

17日 (0  …官足法セミナー       >詳 細7頁

18日田    …山村慎―郎の食養医学講座 第5回目

20・ 21日編・力 …マクロビオティック ョガ教室 >詳細 7頁

22日因    ¨プハン体験とバイオヘルス講座   >詳 細 7頁

23日 lal    松下由美 子育て相談座談会 個人別健康相談 >詳 細 6頁

24・ 25日は卜J…細川順讃 個人別健康相談   >詳 細6頁

26日 (日)  …細川順讃 TL指導者育成セミナー 第2回目

27・ 28日編・力 …マクロピオティック ョガ教室 >詳細 7頁

31日～92(金～日)― マクロピオティック・ヨガ合宿  >詳 細4頁

日本CI協会のご案内
CI(レ centre i8noralllls)と は、「無知なる者のセンター」の意味。
こざかしい知恵をすて、バカであることに徹底したものが

真の幸福を得ることができる、ということです。

[住  所]〒 151-0065 東京都渋谷区大山町11-5
電話03-3469-7631//FAX03-3469-7635

◎小田急線各駅停車 「東北沢駅」下車北口より徒歩2分

開館時間
:暑 :ξ蜆]三:砂リストァJ鸞3h91。。

'31当

属菖
クツキングスク→レ

]」帯諄1腎

習尉 膠 1嬰鰐 瑞.赦…※あらかしめこ予約のうえ下記郵便振替口座に参加費をこ入金ください。

[00100-3-194125]加 入 者 名 :日 本 Ci協会
※キヤンセルによる参加費の返金はこ容赦願います。

●日本C:協会案内図

大山交浬点 . .

サークルK●

しなのや 0

八百鷹●

iba -"
東北沢

←下北沢   ~=  =― '                  代々木上原 新宿→

8日 0   …マクロピオティック ヨガイブニング教室 >詳細 7頁

10・ 11日編・ガ  マクロピオティック ョガ教室 >詳細7頁

13日lAl  …ビワの葉温灸講習会      >詳 細 7頁

14・ 15日鯰・コ …細川順讃 個人別健康相談   >詳 細6頁

…経皮毒 &商品説明会 IN京都  >詳 細右記
:6日 (日 )

細川順讃TL指導者育成セミナー 第3回 目

20日lbl  …プハン体験とバイオヘルス講座  >詳 細 7頁

…山村慎―郎の食養医学講座 第6回 目

マ̈クロピオティック ョガイブニング教室>詳細 7頁

24・ 25日帽・ガ …マクロピオティック・ョガ教室 >詳細7頁

27日 lal    松下由美 子育て相談座談会 個人別健康相談 >詳 細 6頁

●
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リマ クソキングスクール

TEL 03-3469-7631  レヽ K:03-3469-7635

期受講
2KX17年

9月 1日 0開講
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各コースのご案内

初 級
ベーシック コース

全 12回

級

ミテイエイト コース

全 12回

師 範
ブロフエッシヨナル コース

全24回

認檀32夕聖量李1基尻久39要鳥畠撃幹存2肇窪窪暑警雪讐Eζ iす写憬にた喜『写夕
野菜の切り方、1人

■フイスラー・平和圧力鋼・土鋼などによる玄米・玄米粥の炊き方

訥 やお魚を
,t彗腐貸撃望年、車墾酬 り焼き、ひえクロケツほ 蓮根ハンバー歩、二 7_かっ

善駅ξおみ百雹セ憲ちえ誓雪踏写ヒ望臭烹澤縁涌差農場れゥッキ、クラツカー、野菜ゼリーを■

初級を修了した方力淑寸象となります。日々の家庭料理として、さらに一歩進んだマクロピオテイツク料理

を毎日の食卓に取り入れていただくためのコースです。基本料理のちよつとしたひと工夫で、幅広く食材

を生かすことができます。身近な食物を使つた手当法の講義もあります。

初級 中級 上級の3コースを修了した方のみ力汝寸象となります。料理は基本から応用までしつかりと身に
つけ、手当法も臨機応変にできるよう復習し、必要に応じいつでも指導者になり得る力を養うコースです。

また、多彩なゲスト講師をお招きしてプロの技とオリジナリテイあふれるマクロビオテイツク料理や手づく

り教室なども組み込まれています。

料用応る光がアイ「アイアのはでりヽな理料クツ
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イたンζ濃多ζ貧誓帝認し、たt まtた〃ぶ話::¶ f月 1打 H月り日明)

※その化のキ釦は下記時間割をご参照ください

秋期時間割 切賜壁〒翠票こ、観i載ミ嚢をR=ξ寺,Fξ赫鞣日に通えなけにおすすめいたします。

0受講料と修了証申請料 日本CI協会年会質は、お申し込み時に一括して郵便振替にてお支払いください。 [001003‐ 194125]0年会費は、 1年間有効です。
詳しくは8頁「入会案内」をこ覧くたさい。O一度こ入金いただいた受講料は、返金できませんのでこ了承くださtヽ.0欠席された場合は、同じコース内で振替が可能です

②
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？

●
お
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を
使
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な
い
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テ
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ク
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て
ど
ん
な
料
理
？

●
リ
マ

・
ク
ッ
キ
ン
グ
に
通
う
前
に
、
教
室
や
授
業
ス
タ
イ
ル
を
確
認
し
た
い
。

と
い
う
方
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

今
回
は
初
級
だ
け
で
な
く
、

中

・
上
級
ク
ラ
ス
の
こ
体
験
も
で
き
ま
す
。

マクロビオティック

夏のご体験講座
場 所 :リマ・クッキングスクール

どなたでもご参かいただけるグ閉講座
¨
: 
リマ。
忽監漠承鎌否ク

~ル

′
・  初級クラス  ■

|  おいしい玄米こ飯の
炊き方がわかります ||

…
…

・8日 (水 )
11日 (土 )・ 15日 (水 )
|(4日 とも同じメニューです)

中級クラス

|  お料理の実習の他に

' 
キッチンにあるもので行う

|  『手当て法』もこ紹介 ||

■ 8月 6日 (月 ) 13日 (月 )
||.(2日とも同じメニューです)

.=■・
 ・・
‐        ｀`

・ ■.、‐
 .

■  上級クラス  ・ |
1

お砂糖 ・卵・乳製品を  '
使わない甘くておいしい

デザー トもこ紹介 ||

8月 7日 (火 )・ 14日 (火)|
(2日 とも同じメニューです)|
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(東京都渋谷区大山町 11‐5/電話 :03‐3469-7631)
時 間 :各日11:00～ 13:30
1馴 :1彗日3,000円 (材料費・レシピ代。こ試食代・消費税込み)
｀
1内 容 :各日―汁一菜+デザート            |
1‐  
びニユ引よ都合により変翻こなる場合がこざし

悟魏 )●

・ 1言
1摯竜嘉宮鷹‐じ扇馨雲ヽ1語己「具|■

・

ざ111111,鰊
Ⅲ
l回の価証は12月に離波です。

リマ 0ク ッ キ ン グ ス ク ー Jレ 〒151-0065東京都渋谷区大||1町 H-5
Tel.03 (3469)7631//Fax.03 (3469)7635 ホ‐―ムペー‐ジ :、マ、v、V Ci― kyokai.jp
E― mail:r―tanto l(Dci― kyokai.jp

・あらかじめ電話でご予約のうえ下記郵便振替‖座に参加l費をご入金ください。
100100-3-194125,加入者名 :日本Ci協会
・お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずご記載ください(受領証は講座当日ご持参ください)。
※入金後の返金には応じかねますのであらかじめごF承 ください。
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ス ケ ジ ■
‐― ル  (夭候次第で変更になる場合がこざいます。子めご了承ください)

8:45  -日 本CI協会前集合
9:00… ………出発 (マ イクロバス)～ 途ヤ休憩 と昼食 (各 自)
15:00～ …… 現地着・部屋割 り。会場説明など

16:00～ ……ヨガ

温泉～夕含～自由時間～瞑想呼吸法～消灯 (自 由時間)

子朝散歩&ヨ ガ (白 由行動 )

朝合～清掃 。自由時間～ヨカ (人気次第で登山 )

春合～自由時間～ヨガ・詳義

温泉へ～夕合～自由時間～瞑想呼吸法～消灯 (白 青時間 )

一

一

一
子朝散歩&ヨ ガ (自 由行動 )

朝合～ヨカ～自由時間

昼食～清掃
14:00… ……解散
20:00 東京着予定

※今回は特別に宿泊許 iJを とつてお り、通常 この施設は

宿泊受 け入れはしてお りません。

喧要文化財につき、施設 Iへでの禁煙マナー他、施設の

利用1す るうえでのルールが ございますので、現地にて

担当 者より説明があ ります。 ■めご了承 ください。

員
師

定
講

会 場 :福島県指定重要文化財 旧長谷部家住宅 八十里越 叶津番所跡
(住所 :福島県南会津郡只見町叶津番所字居平456番地 電話 :0241-82-2407)

費 用 :42,000円 (宿泊、食事 6回、往復バス、温泉2回、保険、税込)
※直接現地に来られる方は32,000円
:40名 (バス利用者は24名 まで)
:森山幹麗 (く つろぎ工房主宰)申込締切 :8月 15日 (水 )

詳細お問い合せ  お申し込みは

日 本 CIi鵬 婁  〒 1510065 東京都渋谷 区大山町 11-5 Te103(3469)7631/Fax 03(3469)7635

ホームペーシからもお申込いただけます→http:〃www.ci… kyokai.ip

あらかしめこ予約のうえ右記郵便振替口座に参加費をこ入金ください。 E001∞ -3-194125]カロ入者名 :日 本Cl協会
お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずこ記載ください(受領証は講座当日こ持参 ください)。

※入金後の返金には応 しかねますのであらかしめこ了承ください。



|■   || ‐ ||||1111お 響翠
自分の意思で、1身体・ 心・ 能力を自在にコン トロールし

早く楽に健康や幸せを手に入れるテクニーックを身につ|け る

健康・学習・スポーツ・老化防止など人に関するあらゆるものは、下意識 (潜在意識)に
大きく左右されます。下意識をコントロールできれば、すべては早く、楽に、安全に実現

することができます。

意識コントロールは、コツさえつかめば簡単に出来ることです。そのコツは、2日間のトレ

ーニングでだれでも身につけることができます。ほとんど、リラックスしてくつろいでい

るだけの、とても楽な副|1練です。

●講師プロフ イール ●

401‖  j順言質  1948年  愛知県豊川市生まれ。

東西医学 心身医学 食養法 民間医療等を統合し 総合的健康法 治療法の実践的研究を25年 間行う。
自分自身を自在にコント0-ルするセルフコン トロールと食養をベースに糸充合的 根本的な指導をする.現在は生活改善指導の講演会や健
康セミナーで活躍中。著書に [気 と食 驚異のパランスパワー』 子梅醤たんぽほ茶健飲法1 ,共著

'な
どがある。

月刊「マク0ビオティック」に「マクロビオティックでトータルライフデザイン」を連載中。日本C協会にてトータルライフセミナー セ
ルフコントロールセミナー 個人別健康相談も行う。

日 時 8

場 所場彗各櫻の右神 泉̈ 1訛輔儲掃蒻愕蟄鶉が
円J

お食事 :地元産の食材を活かした手作り料理を召し上がれます。

お風呂 :神流湖からの風がそよぎ、四季を感じられる露天風呂です。大浴場は名勝の三波石や御影石で造られた浴槽です。

城峯山からの清流を利用してしヽます。

交 通 :本庄早稲田駅、本庄駅まで送迎バスがご利用できます。

関越自動車適 国道462号で40分

上越新幹線 ※駐車場あり

本庄児玉:C
冬桜の宿

神泉神川町
神泉総合支所

本庄早稲田駅

参カロ費 :48,000円 (税込み)

お問い合わせ :

日本CI協会の会員の方が対象です。未入会の方は入会手続きをお願いします。

日本CI協会  電話 :03‐3469中 763¬ /FAX:03‐ 3469…7635
※あらかしめご予約のうえ下記郵便振替口座に参加費をご入金ください

※なお、ご入金後の返金には応しかねますのであらかじめご了承下さい

[00100-3-194125]加 入者名 :日本 C:協会

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

1日目……12
13

2日目…… 6
15

00～ 受付開始
∞～ ワークショップ開始 優礎トレーニング→ミーティング→応用トレーニンの

30～ ワークショップ開始 C綱 トレーニング→ミーティング→応用トレーニング)
∞ 終了・解散 ※内容は都合により変更になることがございます。予めご了承下さい。

0
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EIJ健康相談
24r*> .25ttt
9/14(金 )015(土 )

■人相麟の関固■ 0農 磁12階ホ刊 レ
10:00～ 18:00の間 |◎相餞科. 1回

30分 10,000円

■ご相談は誌友・正会員の方が対象です。
未入会の方は入会手続きをお願い致します。
■ご相談は予約が必要です。日時を指定させて
いただきます。
■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆様が
マクロビオティックを実行されていくための
アドノヽイスですので、ご了承ください。
■相談後、個人別の食事指導箋をお渡じします。
■相談料は相談日の3日 前までに当協会にご入
金ください。
■ご入金後の返金は容赦願います。

田
腱石哺

常時受け付けております。

事前にお申込みください。

正食を実行するうえでの トラブルは

よりよい解決法で……

■個人相談・要予約

■相談料 10,000円 (30分 )

*誌友・正会員の方が対象です。

■講師プロフィール

群馬マクロビオティックセンターMAttN駐宰。

著書に『生活革命』『元気の革命』ほか。

ココローを癒す
子育て相1議塵談菫
10:∞～12:00/参加費 :2,000円

子育ての悩みを一人で抱えてはいませんか?
3人の子供の母として育児に仕事に奮闘して
きた松下由美先生が皆さまの悩みに心をこめ

てお答えします。

個層I腱1願相談
個人相談の時間帯/1‐31:00～ 17:∞
本目談料//1回 30分  10,000円
■こ相談は誌友・正会員の方が対象です。
■こ相談は予約力t醒です。
■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆さま

がマクロビオティックを実行されていくため

のアドバイスですので、予めこ了承ください。

上記座談会・個別相談 と

8/23(木 )・ 9/27(木 )

⑥

日本 C li日会  〒151-0065東 京都渋谷区大山町11-5電話 103(3469)7631/Fax:03(3469)7635

あらかしめこ予約のうえ右記郵便振替口座に参加費をこ入金ください。 郵便振替口座 :[00100‐ 3‐194125]加 入者名 :日本C!協会
お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずこ記載ください(受領証は講座当日こ持参ください)。         /
※入金後の返金には応しかねますのであらかしめこ了承ください。
aaaaoa aaaaaaaaaaaaaaaaa aaaaaa aaaaaa aaaaaaaaaa
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日本CI協会 2階ホール開催 大好評 ::健康セミナーのこ案内
一足の超健康法の原点 ―

1第20画 富足1舞 セ
=す
.-1

定 の 汚 れ を 取 れ ば 万 病 の 原 因 が 解 消

足もみ健康法が静かなブームになつています。そのブームの発端

が1986年文化創作出版から発売された『足の汚れが万病の原因だ

つた』 (官有謀著定価905円 +税 送料310円 協会取扱)にあること
を知る方は少ないようです。

その原点ともいうべき官足法を15年にわたり、実技指導している

文化創作出版の行本社長が講師を務める大満足のセミナーです。

●講 師
●日 時

●参加費

行本昌弘 文化創作出版社長
2007年 8月 17日 (金 )
14:30～ 16:30
3,500円 (税込 )

―プログラム…
14:30～ 15:30 足と人体全体の健康地図

足の健康自己診断

15:30～ 16:30 グリグリ棒を使つた症状別実技指導
質疑応答

※足もみ専用のグリグリ棒は当日販売致します。1本 630円 税込み。

※足の反射区地図 その他資料付き。

ビワの葉療法は長い歴史に培われた日本の代表的な自然療法

のひとつです。

幾多の難病を完全治癒に導いてこられた、伊藤祥子先生によ

るこの講習会は、難病だけでなく日常の困つたときにも役に

立つ、分かりやすく充実した内容です。

―度参加されると、二度日、三度目……のリピーターとなる

方がたくさんいらつしゃいます。初心者の方も大歓迎です。

ぜひこ,加下さい !!

●講 師 伊藤祥子 東北ビワ健康センター
●日 時 2∞7年 9月 13日 (本 )

13:30～ 15:30
●参カロ費 4,000円

(ビ ワの葉、もぐさ棒など材料費
を含む)

●持ち物 35cmぐ らいのガーゼまたはさらし
●定 員 30名 (定員を超える場合はお断

りすることもあります)
*お断 り :講義中の録音、撮影等はこ遠慮下さい。

ワンポイントレッスン :

歯が痛いときは……耳の下からあごの 0・にそって約5cm、 そこから首

の方へ約2cm入った脈打つところ (指で触ってみるとわかります)の
左右両方に湿灸をすると楽にな

'り

ます .

|り 多ヽ月市籠れと′ヽイし魯ハJレフ曙蒙顕聾
薬や医療に頼らず、生命を躍動させる方法がわかる !!

プハンで何 ? どういう効果があるの ?? 興味はあるけどちよつと
など  いろいろな疑間に答える丁寧な説明と、上手にブハンが使
えるようになるためのコツをプハンの販売元、(有 )デボルの望月佐知

子さん直々にご指導いただき、実際に体験できる講習会です。

併せてハイオヘルス講座として、薬や医療に頼らず、健康自立を促す

方法などのお話もいたたきます。慢性病に悩む方やそのご家族、健康

指導に携わる方には特にお勧めです。もちろん初心者の方も大歓迎で

すので皆様のご参加お待ちしております ||

●講 師 望月佐知子 (有)デポル代表
●日 時 8月 22日 (水 )。 9月 20日 (木 )

各 日14:30～ 17:30

:汁 〃

脚
 

― ¨

◎服装は前あきのシャツやカーデイガンが便利です。

◎各一回完結です。何回でも参加できます !!

2500年 の伝続をもつ

お家でできる健康法……

プハンで自然治癒力upl!

マクロのお食事の効果を後押し,!

ひとりで、みんなで楽しめる11

マクロビオティック・ヨガ教宜

健 月議こな る !非り四千力 が ア ッフ
゜
す る

体 を動 か す こ と力■単しくな る !

………………………………………………―…………………………‐ 7『 ¬
『
T・菖

今話題の「マクロピオテイック」と fヨ 別 の調和により、自然の原理 原則と本格的
なヨガを分かりやすく、個々のレベルに応してお伝えします。お子様連れのお母様やこ

れからヨガを始めたいとお考えの方、経験者の方や学生の方も歓迎致します。同じ目的

をお持ちの方々と心身共にリフレッシュできるひとときを共有してみませんか?

募 集 ク ラ ス  Xiζ晨曾Б撮号客寛」尋解:l・ 定 員:各 20`

:1回 2時間の時間の流れ :●■ (約

“

分 月 1回 )一 月のテーマに■ついた実技 (■本 と実用)一 リラックスタイム
:

●会 場 :日本CI協会 2階ホール
●料 金 :3.000円 (消費税込)/1回 (入会金不要。4ヽ学生未満無料)
●ご用意いただくもの :

お持ちの方はヨガマット。タオル。 (遠方からお越しの方はマットは不要です)

6翌潔T翼譴理は各自で鎌噸します。     ・ 1
講師フ
・
ロ フイール :森山幹麗 (もりやま みきよし)

1975年 生まれ、東京都国立市出身。ヨガ歴15年.リ マ クツキングスクール師範科卒業
大森英桜正食医学講座修3.籠村ヨガ&呼吸法研究所指導者番成講座修

`。NPO法 人日本YOGA連盟仙台支部長。くつ 7Dぎェ房主宰 ,

高 二月 _8■ 1聾  . 10月  I J「 _

p曜 クラス  20日、27日  10日、24日  15日、22日    26日

|な:虎

`Z:a 21日

、28日 11日、25日  9日 、23日   278

注虎
`,7:λ

~1ly Lξ
L圧¬3二7日 lT「 三

曰 1馨 ク ラ ス  20日 、27日

日本 CI協会 〒1510065東京都渋谷区大山町11-5電話:03(3469)7631/FaⅨ :03(3469)7635
あらかしめこ予約のうえ右記郵便振替口座に参加費をこ入金ください。 郵便振替口座 :[00100‐ 3‐194125]加入者名 :日本Cl協会
お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずこ記載ください (受領証は講座当日こ持参 ください)。
※入金後の返金には応しかねますのであらかしめこ了承ください。

ホームページからもお申し込みいただけます !→ WWW口 Ci口 kyokai.jpま で



日本 CI協会入 の ご案 内
I NttE R N A丁 10NAL MACROB10丁 IC C E Ntt E R

日本 CI協 会 とは……
マクロビオティックを提唱した桜沢タローによって 1945年 に設立された

最も歴史のあるマクロビオテ ィック普及団体です。

:・ …
°・・・・・… … ¨ …・ 000… … 。 マ ク ロ ビ オ テ ィ ッ ク ・ … … 00¨ … … … 0000… … … … … ¨ .

: ギリシャ語のMacro(大 きい・長い)Bio(生 命)Tique(術 ・学)の三つを組み合わせて作つた言葉です。     :
・  直訳すると「長く生きるためのが劇 ですが、そのひとつひとつの言葉の中に、人や環境に対する深い思いが込められています。 :

会員共通特典

毎月「月刊マクロビオティック」がお宅に届きます。

マクロビオティックの理論に基づく健康や美容に関する記事のほか

当協会主催の料理教室、その他各種セミナーの最新情報が提供さねます。

正 会 員 13,000円

月刊誌を毎月1部送呈。料理教室、各種セミナー受話可。
食養相談・ トータルケアシステム受診可。
カセットテープ引換券 (8000円分)、 書籍購入券 (2000円分 :協会取
い書籍 。ビデオ・カセットテープに利用可)進呈。

月刊誌を毎月1部送呈。料理教室、各種セミナー受講可。

食養相談・ トータルケアシステム受診可。

月刊誌を毎月5部送呈、巻末に広告掲載。協会出版物等の卸取引可。関連
書籍に情報掲載。各種行事割引あり。料理教室、各種セミナー受講可。
食養相談・ トータルケアシステム受診可。

誌友会員

法人会員

6,600円

30,900円

e・・ ・
3・ ° °

・ ・
● ● ● ● ● ● ● ● ● 00● ● ● ● 0● o ご 入 金 方 法

入会をこ希望の方は、専用の振込用紙に必要事項をご言己入のうえ、郵便局でお振り込みをお願い致
します。こ入金が確認された時点で入会手続き完了となります。
なお、詳しいこ案内、こ不明な点につきましては、お電話、メールにて受け付けておりますので、
お気軽にお問い合わせください。

振込先 :郵便振替日座 [00100-3・ 194125] カロ入者名 :日本Ci協会
※振込用紙の通信欄に、「誌友会員費」「正会員費」「法人会員費」とこ希望の会員種別をご
記入お願いしヽたします
※お振り込みいただいた際の受領証は、月刊誌がお手元に届くまで大切に保管をしてください

◎お申し込み 。お問い合わせは……

日 本 Cl協 会  〒15卜0065東京都渋谷区大山町11-5

フリーダイヤル :0120-306… 193/FAX.0120-306-293
メーリレアドレス :j―info@ci― kyokai.jp

その他特典は下記をご覧下さい。

fi-a.i-Y : WWW.Ci-kyOkai. jp
0



素朴な優品
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飩離嶺賣齢,IPllIチノ

玄米粥ジリーズ 譲彙曜内誘ぽ
:‐ ml轟
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玄米リゾットシリーズ
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温めたり、お湯を注ぐだけ。手軽にはじめてみませんか?‖ⅢⅢ鰈Ⅷ‖
1920047006003

マクロビオティックという言葉をこ存矢日ですか?近ころテレビや雑誌などマスコミにも頻繁に紹介され、健康
と治病、また美容への新しいアプローチとして注目を集めていま硯 マクロビオティックでは、肉・魚、乳製品、砂

糖を控え、全粒穀類を主食に、旬の野菜や海藻、豆などを個人の体調・体質に合わせてバランスよく食べま硯

了ク旦ビご多七ン≦%位望塾]
Zttit%
レデ ィースセ ット

237oΨ ⊇]ヮ

はじめてのマクロビオティック

a"☆
ダイエットやお肌のトラブリレなどで問題を感じている女性の方に特におすすめするレディ

ースセット。されいになりながら健康にダイエットできる理想の食事法「マクロビオティッ

ク」を手軽に実践できます。厳選された自然食材とマクロビオティック品質基準に基づい

た食品だけを使用していますので安心です。バラエティーに富んだメニューで、デザー

トも付いています。楽しみながらおいしさと爽快感を体験することができます。

蝠
,クロごオ,ィンタ   ,`

鴛 ノ

贈り物にもこ利用ください。

セット価格

16,000円 (税込)
14食分+間食7食分

I ilfil:: -fi' ()v. ty+>t/t-)t 6M)
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Ohsawa万 ―リワジ ャノリ 株ゴ会社 諄誼
°回 嘔 顆 田市新曽424
L0120‐ 667‐440/FAX 0120‐ 588‐ 038


